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IV.偲見IJ活動報告
氏名:足立泰久
職名:助教授
1 . 研究活動
o 個別報告
1. 汚染物質キャリアとしてのコロイドの水理学的挙動:ダイオキシン類などの難溶解性汚染
物質の環境中での輸送を解析する立場よりコロイドの安定性と多孔質体の水理学的な構造二
との関係をモデル実験の結果に基づいて解析した。
2. 腐植物資のコロイド化学的機能:前年度に引き続き、高分子電解質性及び界市活性剤とし
ての性質を整理した。
3. 粘土の凝集分散とレオロジー:アロフェンの凝集速度を pH及びイオン強度の関数として
解析した。モンモリロナイトの降伏値を体積分率、イオン強度の関数として表現し、提出
した理論式の妥当性を実験で確認した。
Q 論文等
学術論文
1. Yoshihiro Kuroda， Katsuya Nakaishi， Yasuhisa Adachi 
Settling velocity and Structure of Kaolinaite floc in sodium chlo1ide solution 
Clay Science， 12， 103-107(2003) 
2. D.Sato， M.Kobayashi， YAdachi 
Effect of floc structure on the rate of shear coagulation "，
Journal of Colloid and Interface Science， 
272， pp.345-351 (2004) 
3. YAdachi， K.Aoki， 
Early-stage flocculation kinetics of polystyrene latex particles with 
polyelectrolytes studied in the standardized mixing Contrast of excess and moderate polyelectrolyte 
dosage. 
Colloids and Surface A. :Physicochemical and Enginnering Aspects 
230， pp.37-44， 2004 
4. M.Kobayashi， T.Maekita， YAdachi， H.Sasaki， 
Colloid stability and coagulation rate of polystyrene latex particles in a turbulent flowヘ
International Journal of Mineral Processing， 
vo1.73， pp.177-181， 2004 
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口頭発表
1. 山下祐司，足立泰久
鹿沼土を充填したカラム中におけるコロイドの輸送挙動
地下水・土壌汚染とその防止対策に関する研究集会第9回講演集， p.84-85， 2003 
2. 坂入信之，小林幹佳，足立泰久
静電的分散状態、での Na-モンモリロナイト懸濁液の降伏値についての研究
第56回コロイドおよび界面化学討論会講演要旨集， p.243， 2003 
3. 青木謙治，足立泰久
高分子電解質分子量の凝集への効果
第56回コロイドおよび界面化学討論会講演要旨集， p.244， 2003 
4. 足立泰久
汚染化学物質のキャリアとしての土壌コロイド
平成 15年度農業土木学会大会講演会講演要旨集， p.64-65， 2003 
5. 山下祐司，足立泰久
鹿沼土を充填したカラムにおけるコロイドの輸送挙動
平成 15年度農業土木学会大会講演会講演要旨集， p.288-289， 2003 
6. 古賀聡子，小林幹佳，足立泰久
ア口フェンフロックの形成過程に関する研究
平成 15年度農業土木学会大会講演会講演要旨集， p.290-291， 2003 
7. 足立泰久
コロイドの凝集分散現象における腐植物質の作用機構
日本腐植物質学会第 19回講演会講演要旨集， p.21-22， 2003 
8. 青木謙治，足立泰久
高分子電解質を用いたコロイド粒子の凝集過程に関する研究(I )高分子電解質の分子量
依存性
第 38回日本水環境学会年会講演集， p.56， 2004 
Q 外部資金
科学研究費
1. 汚染物質キャリアとしてのコロイドの水理学的挙動 基盤研究B (1)展開， 170，000 
奨学寄附金
1. 汚染物質キャリアとしての土壌コロイドの凝集分散と移動特性，クリタ水環境財団，
1，000，000 
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共同研究
多孔質体力ラム中コロイド輸送特性に関する研究，電力中央研究所， 700，000 
2.教育活動
o 学群
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
計測制御工学実験(1 /10) 1.5 フ
生物資源科学のための基礎数学演習(1/3) 3 3 
実用解析学 I 1 2 2 
土の物理学 フ つ 2 
水資源利用学実験 (5/10) 1.5 3 2 
総合科目 A(研究者のフロフィール)(3/1 0) l 1，2 3 
水質工学 l 3，4 1 
o 環境科学研究科
科目名 単位数
2 
? ?? ?
??
?
?
? ? 実施学J~j
3 
2 
土壌環境保全学
環境倉IJ成学総合演習
o 生命環境科学研究科
科目名 単位数
2 
? ?? ??，? ?
? ?
?
???
実施学期
3 土壌国物理学
3. 学内委員会および学外活動
Q 学内委員
??
?
?
??? ??
??????? ???
委員会名
物理補習
運営委員(施設)
カリキュラム委員
4. その他
1. 環境汚染に対するコロイド界面化学の取り組みに関する国際会議
(Interface Against Pol1usion 2004)学術委員
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氏名:安部征雄
駿名:教授
1. 研究活動
Q 個別報告
1. 土壌内の塩類集積とその対策に関する研究として，土壌表層付近に集積する塩類のスティ
ックやシートを用いた捕集法，表層に集積した塩類の溶解と溶液の蒸発力利用した新たな
発想、の除去法および蒸発力を利用した過剰土壌水の除去法等について実験室レベルの基礎
的な可能性検討を行った.
2‘ 温暖化対応としての生物的炭酸ガス固定に関して 乾燥地域における大規模植林の可能性
と具体的方法の確立を呂指して，西オーストラリア州レオノラ地区を対象に植生量および
土壌条件の把握に関する調査を現地踏査、航空写真、ランドサットデータを用いて実施し、
乾燥地植林による成果の評価とモニタリングの手法等について成果が得られた。
3. 地球規模の環境問題の対応においては、個々の現象に対する要素技術の改良、開発ととも
に、関連要素を有機的に関連付け、一連のシステムとして全体が機能する仕掛けを構築し
なければならない。そこで、乾燥地値林を伊!として、システムに必要な要素の整理、分析
を行こない、具体的な繋がりについてのシミュレーションを行こない、その妥当性につい
て検討した。
4. 乾燥地水資源の地表流出水の有効利用法として、デ、イツチ法の開発と土壌水分挙動につい
て実験室レベルの検討を行こない、土壌への流出水の浸透促進効果および、深部浸透による
土壌水分の蒸発抑制効果が得られることを確認した。
5. 乾燥地域において不足する濯、滋用水の利用性を高め、さらに深部濯殺による植物根の発達
を促し、水分蒸発を抑制する方法として、垂直型地下濯減法を提案し、その利用要件、技
術的要件等をカラムスケールで実験し、土壌内水分分布、土壌水再分配および水分蒸発特
性等から検討した。
6. 拠点校方式による中国の西北農林科技大学、中国農業大学および北京大学等との研究交流
を西北部の乾燥地域を対象として実施し、土壌劣化、水質悪化、地下水汚濁および乾燥地
有用生物に関して持続的農業生産と環境保全との関係を明らかにする研究を進めた。
Q 論文等
原著論文
1. 木下玄，安田裕，安部征雄
サヘルにおける降雨量の時系列解析 (1) -降雨量時系列と海面水温および太陽黒点周期と
の関係について
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沙漠研究， 13巻(4)，235-241(2004) 
2. 木下玄，安田裕，安部征雄
サヘルにおける降雨量の時系列解析 (2) -AICによる降雨量時系列フーリエ近似の最適化
沙漠研究， 13巻(4)，243-248(2004) 
3. 木下玄， )11戸渉，安部征雄，山田興一
乾燥地月降雨量持系列と海水面温度 南方振動及び太陽黒点周期変動との関係について
沙漠研究， 13巻(2)，131-138(2003) 
4. 犠田博子，岡修一，城戸文，横田真一，北原幹良1)，安部征雄
中国天山山脈に自生する雪蓮花 (Saussureainvolucrata) の抗アレルギ-活性
沙漠研究， 13巻(2)，139-146(2003) 
5. 小島紀徳，池田裕弥，加藤茂，松本剛，i寅野裕之 向田直紀，坪山良夫，斉厳昌宏，安部
征雄，高橋伸英，山田興一
安定同位体比分析を用いた豪州乾燥地域における樹木の水源推定に関する研究
水文・水資源学会誌， 16巻(5)，518“526(2003)
6. Y. Cui， Y. Abe， A. Kojima， H. Yasuda and H. Isoda 
Evaluation of a Vertical Subsurface Drip Irrigation in Sandy Soil on Soil Moisture Distribution and 
Evaporaion Under Arid Condition 
Jounal of Arid Land Studies， 13・-3，153-161(2003)
7. K.Yamada， T. Kojima， Y.Abe， M. Saito， Y. Egashira， N. Takahashi， K. Tahara nd J. Law 
Restructuring and Afforestation of Hardpan Area to Sequester Carbon 
Jounal of Chemical Engineering of Japan， Vo1.36，N03， 328-332(2003) 
8. Y. Abe， M. Taniguchi， H.Suganuma， M. Saito， T.Kojima， Y.Egashira， Y.Yamamoto and K. Yamada 
Comparative Analysis between Biomass and Topographic Features in an Arid Land Western 
Australia 
Jounal of Chemical Engineering of Japan， Vo1.36，N04， 376-382(2003) 
9. Y. Egashira， D. Tomii， K. Ueyama， N. Takahashi， T. Kojima， Y. Abe， M. Saito， and K. Yamada 
Development of integrated Simulator of Water Transport and Plant Growth as an Evaluation Tool of 
Arid Land Afforestation for COヴFixation
Jounal of Chemical Engineering of Japan， Vo1.36，N04， 383-390(2003) 
10. N.Takahashi， K. Tahara， H. Utsugi， T. Kojima， Y.Egashira， Y. Abe， M. Saito and K. Yamada 
Water Use Efficiency of Eucalyptus camaldulensis Growing in Arid Regions in Western Australia 
Jounal of Chemical Engineering of Japan， Vo1.36，No4， 391-400(2003) 
総説・解説
1. 安部征雄
乾燥地植林の考え方と実現に向けての課題
科学， 74巻(3)，331-334(2004) 
は受賞
1. 日本沙漠学会賞
乾燥地土壌における効率的な塩類集積防止法、 j徐塩法および水管理法の開発に演する一連の
実験的研究
Q 外部資金
科学研究費
1. インド農村地域における環境保全・改善の技討す的可能性調査(分担)、基盤研究 B 海外学
術誠査、 200，000円
奨学寄間金
1. 乾燥地における土壌水分計及び節水濯殺に関する研究、株式会社ウイジン， 1，000，000円
2. 乾燥地有用生物資源の探索に関する研究、鐘淵化学工業株式会社、 500.000円
2. 教育活動
Q 学群
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
生物資源科学原論 (2回分) 1 
総合科目・森林 (1自分) 1 1 1 
生物資源科学のための物理学 (5回分) 1 1 2 
乾燥地工学 I 3， 4 2 
U バイオシステム研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
乾燥地利用工学 2 1， 2 2 
バイオシステム演習 1 -2 1 -3 
バイオシステム特別研究 1 -2 1 -3 
一一一一一一一一一一一一一
q 生命環境科学研究科
科目名
? ??
?
???
1 
1 -2 
? ??
???
?
??
?
?
?
?
?
?
?
標準麗修年次
乾燥地工学特論
乾燥地工学演習
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j乾燥地工学特附究 6 
?????
?
? ? 、
?
??
?
3. 学内委員会および学外活動
Q 学内委員
組織名
全学
委員会名
国際交流委員会委員
教育審議会委員
学生生活審議会委員
全学学群教育課程委員会委員
留学生連絡協議会議長
日本語-Iヨ本事情等科目編成委員会委員長
l;m際交流委員会国際交流協定専門委員会委員
天禄学術研究基金運用委員会委員
留学生センター運営委員会議長
教育開発国際協力研究センター運営委員会委員
Q 学会活動
???? ?
?
? ?
????
??????? ???
委員会名もしくは役職
副会長・評議員・編集委員
地理学研連連絡委員
環境部会幹事
4. 国際活動
Q 海外出張・研修
国際会議・国際研究集会への参加
期間 用務 渡航先
2003.4.25-5.6 第4回チュニジア -B チュニジア共和国
本科学技術セミナー
現地調査
期間 用務 渡航先
2003.7.26-8.6 乾燥地植林による炭 オーストラリア
素酉定に関する研究
経費
経費
CREST 
?
?
? ?
2003.11.8-11.16 インド農村地域にお インド 科学研究費
ける環境保全・改善の
技術的可能性現地調
査
2003.11.29-12.7 チュニジアにおける チュニジア 奨学寄付金
土壌劣化研究の調査
2004.1.19-1.25 チュニジア国ボルジ チュニジア JICA 
ュセドリアテクノパ
ーク要請背景誠査
2004.3.8-3.17 乾燥地植林による炭 オーストラリア CREST 
素i苫定システムの構
築のための現地調査
5. その他
留学生センターにおいてセンター長として 1200有余の留学生の対応を行った。
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氏名:伊藤太一
職名:助教授
1. 研究活動
Q 個別報告
人間と環境の健康に不可欠で、ある登山道や長距離歩道など、トレイノレに憶する研究、森林レクリエーショ
ンの展開についての研究をおこなうとともに、合衆国の国立公j認など連邦政府所有地における有料化
および公共交通導入の動きについて現地調査を進めた。
o論文等
学術論文
1. 伊藤太一
日米比較による森林レクリエーション研究の検証
日本林学会誌， 85: 33-46. (2003) 
o 著書
1. 伊藤太一
森林レクリエーション計画
木平勇吉編，森林計画学， 120-139，穀倉書庖(2003)
o 総説・解説
1. Ito， T.
Book review "The conquest of Ainu lands: ecology and culture in Japanese expansion by Brett L. 
Walker. Berkeley: University of California Press， 2001" 
Environmental History 8: 480-481. 
q 報告書等
1. 伊藤太一
国立公園とその管理の課題
第 20回ナショナル・トラスト全忠大会記録，日本ナショナノレトラスト協会， 43-49.
2. 伊藤太一
新しい山の利用をすすめるしくみ
山と自然シンポジウム開催報告，山と自然シンポジウム実行委員会， 41-48. 
3. 伊藤太一
大和村ホースパーク
畜産・森林資源の効率的循環利活用等促進事業中間報告書， (財)林政総合調査研究所 49-58.
「?
?
?
a 外部資金
学内プロジェクト
1. 多様なレクリエーション資源としての歴史的トレイノレのデータベース化，助成研究(B)，500，000
2. 教育活動
o 学群
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
自然地域計画 2.05 3-4 1 
自然地域計画実習 1.0 3“4 フ
森林工学実習(2) 1.0 3-4 1 
森林(1) 1.0 1-2 1 
Q 環境科学研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
自然地域計画通論 2 1-2 1 
環境科学実習(2) 1 1 1 
環境科学演習 1 l 2-3 
環境科学特別演習 1 2 1-3 
環境科学特別研究 5 2 1-3 
Q 生命環境科学研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
流域保全工学演習 i 3 1 1-3 
流域保全工学特別研究 I 6 1-2 1-3 
生物園資源科学特講(1) 1 1 1 
3. 学内委員会および学外活動
q 学内委員
組織名
環境科学研究科
生命環境科学研究科
委員会名
実習委員
3専攻入試体制検討委員
? ??
農林技術センター
就職委員会
AC室員
公務員試験受験対策指導教員(造閤)
o 学会活動
学会名 委員会名もしくは役職
International Union of Forest Research 6.01 Research Group Deputy Leader 
Organization 
Society of Environmental History Book reviewer 
?????? ?? ???? ???? ??
????
????
林政調査研究所
活動内容
人工林における天然更新技術に関する誠査事業
委員
森林における乗馬体験等利活用推進調査委員
4. 国際活動
乱 海外出張・研修
現地調査
期間
7.19-7.31 
用務
国立公園の管理調査
渡航先
合衆国
経費
私費
留学生
氏名 出身国 研究科 学年 研究課題
クマラ、 インドネシア環境科学研究科 特別研究学生 GISを用いた国立公園の野生生物管理
インドラ
研究者、研究生の受け入れ
子芳、環境科学研究科研究生
???
氏名:院多本華夫
職名:講部
1.研究活動
Q 信男Ij報告
1. 担子菌類の代謝物質は人間の免疫を高める効果があり、それらの培養液中の機能性物質の
分析を行った。
2. 植物性のタンパク質や澱粉を原料にし、石油系のフラスチック製品を代替しうる生分解性
資材の開発を行った。
3. 拠点大学の活動として中国の研究者と一緒に昆明池の水質改善活動に参加した。
Q 論文等
学術論文
1. Keo Intabon， LiHong， Yutaka Ishikawa， Takaaki Satake and Takaaki Maekawa. 
Production of biodegradable films from okara protein and sodium dodecyl sulfate. 
J. SASJ， Vol. 35， No.l:17-24 (2004). 
思際会議論文(プロシーデイングス)
1. Keo Intabon， Hong Li， and Yutaka Ishikawa， and Takaaki Maekawa 
Sodium Dodecyl Sulfate and Agar Improve Physical Properties of Plastic Films Made with Soy 
Curd Residue Protein 
2004 ASAE/CSAE Proceedings of the International Meeting， Ottawa， Canada. Vol.l. 
2. Keo Intabon， Junye Jia， and Takaaki Maekawa 
Production of functional amino acids by submerged culture of fungal mycelia 
2004 CIGR International Conference Beijing Vo. 1 
3. Junye Jia， Keo Intabon， and Takaaki Maekawa 
Near-infrared spectroscope as monitor controlling the content of liquid culture solutions of Agaricus 
blazei mycelium 
2004 CIGR lnternational Conference Beijing Vo. 1 
4. Keo Intabon， Zhengya Zhang， Takaaki Satake， Takaaki Maekawa 
Combination ehhect of high voltage electric filed and Peltier refrigerator on the stored strawberry 
and blueberry 
2004 CIGR International Conference Beijing， China Vo. 1 
5. Keo Intabon， Gui Bao Sung， Zhengya Zhang， Takaaki Satake， Takaaki Maekawa 
Performance of a Peltier refregirator to store strawberry and blueberry 
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2004 CIGR lnternational Conference Beijing， China Vo. 1 
6. Hong Li， Keo Intabon， YutaJくaIshikawa， and Takaaki九1aek却時'a
Agar improve physical properties of plastic films made with soy curd residue protein 
2004 CIGR International Conference Beijing， China Vo. 1 
口頭発表
1. 続多本 華夫・狩野{憂介・賀 俊業・前)1孝ns
無機塩類液体培養によるカバのアナタケのアミノ酸の生成特性
農業施設学会大会 (2004)
2. 買俊業.r涜多本華夫・前川孝Ils
近赤外分光法による食用担子菌類、の培養液中の機能性成分の検討
農業施設学会大会 (2004)
q 外部資金
受託研究費
1. 担子菌類の主要成分の抽出に関する研究、筑波バイオシステム、 12万円
2.教育活動
Q 学群
科目名
食品工学実験(集中)
食料システム学実験
1.5 
1.5 
3 
3 
単位数 標準履修年次 実施学期
3.学内委員会および学外活動
Q 学会活動
学会名
農業施設学会
熱帯農学会
委員会名もしくは役職
正会員
正会員
??
4. 国際活動
o 海外出張・研修
国際会議・国際研究集会への参加
期間 用務 渡航先 経費
7 . 16-7. 23 拠点大学活動 中国 拠点大学活動資金
731-8.5 ASAE国際会議 カナダ 研究費
現地調査
期間 用務 渡航先 経費
7 . 16-7. 23 拠点大学活動 中国 拠点大学活動資金
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氏名:内海真生
職名:講師
1 . 研究活動
Q 個別報告
熱水噴出j或(南部マリアナ海域背弧拡大軸およびその周辺)を対象とした総合学術研究に参加し、
YK03-09航海において首席研究者を務め、「しんかい 6500Jを用いた全潜航調査の研究計画を立案し
実行した。さらに、 2004年3月にアメリカ合衆国NOAAが計画したSubmarineRing of Fire航海のいが
で、 YK03-09航海において位界で、初めて南部マリアナ海域で、発見したブラックスモーカーサイトにおい
て無人潜水艇ROPOSを用いた潜航調査を行った。また、北海道大学と共同で、東シベリア永久凍土帯
の微生物群集および凍土中のメタン分布に関する現地調査を行ったO その他、霞ヶìfI~J底泥中のメタン
サイクルに関与する微生物群集構造と群集構造変化に隠する研究、沼沢において優l主する巻き貝(サ
カマキガイとモノアラガイ)を淡水環境生物指標として用し¥るための基礎研究を継続的に実施した。
q 論文等
学術論文
1.九1.Utsumi， S.E. Belova， G.M. King， and H. Uchiyama. 
Phylogenetic Comparison of Archaeal Communities in Wetland Soils from Climatically Different 
Regions. 
J. Gen. App1. Microbiol. 49: 75-83 (2003) 
2. H. Maki，九1.Utsumi， H. Koshikawa， T.Hiwatari， K. Kohata， H. Uchiyama， M. Suzuki， T.Noguchi， 
T. Yamasaki， M. Furuku and M. Watanabe. 
Intrinsic Biodegradation of Heavy Oil from NAKHODKA and the Effect of Exogenous Fertilization 
at a Coastal Area of the Sea of Japan. 
Water， Air and Soil Pol1ut. 145: 123-138 (2003) 
報告書等
1. 木下正高、内海真生、護摩堂雅子、溝口智信、田中亜津沙、篠原貴志、中村光一、田中明
子、内田真吾、岩川浩照、角皆潤、土岐知弘、上妻史宜、岡村慶、鈴木優章、畑中 弘、
下島公紀、桑原朋彦、砂村倫成、板橋志保、山中寿朗、木村浩之.
水曜海山カルデ、ラの熱水活動観測 -NTOI-08航海およびNT02-09航海序報ー.
JAMSTEC深海研究第 22号， 77-88 (2003) 
2. N. Sugiura， M. Utsumi and T.九1aekawa.
Degradation potential of musty odour in a drinking water source by a biofilm method. 
Biosystem Studies， 6:84-95 (2003) 
???? ? ?
3. 島章.むtsumi，Y. Zhang， Z. Zhang， N. Sugiura and T.九査ae匙awa.
Monitoring of Methanogen Density Using Near-Infrared Spectroscopy (NIR). 
Biosystem Studies， 6:130-139 (2003) 
口頭発表
1. 山中寿朗、石橋純一郎、内海真生、砂村倫成、木村浩之、森本祐介、難波謙二、板橋志保、
片岡聡
水曜海山海底熱水系で発見された海底直下に発達する熱水プールの特徴
地球惑星科学関連学会 2003年合同大会
2. 砂村倫成、東楊介、北村恵子、山中寿朗、木村浩之、内海真生、関村慶、石橋純一郎、丸
山明彦
水確海山噴出熱水中微生物の定量的群集解析
地球惑星科学関連学会 2003年合同大会
3. 中川達巧、丸山明彦、砂村倫成、内海真生、板橋志保、木村浩之、福井 学、石橋純一郎、
山中寿鋭、森本祐介、浦辺徹郎、 YK02-09航海乗船研究者
水確海山一熱水噴出域から得られた亜硫酸還元酵素および 16SrRNA遺伝子断片の系統分
類学的解析
第 20回しんかいシンポジウム
4. 護摩堂雅子、木下正高、 NT01-08、NT02-09航海研究者(内海真生)
熱流量測定から推定した海底熱水循環の持空スケールおよび、放熱
第 20回しんかいシンポジウム
5. 内海真生、中村光一、下島公紀、久留主泰朗、掛)1 武、山中寿朗、東 陽介、木村浩之、
高野淑識、葛西寛子、金子 亮、摂津理仁、度田明成、皆葉正臣
熱水系生物閣の群集構造/機能解析と熱水環境の関連性解明-YK03-09航海序報"
第 20回しんかいシンポジウム
6. 杉滞則夫、亀山恵司、内海真生、前)1/孝昭
藍藻由来毒性物質ミクロキスティンの産生特性解析
学プロ研究成果報告会
一般講演等
1. 茨城県立竹園高校出前授業 「生物資源学類とは?J
2. 宮城県本吉郡志津川町自然環境活用センター 第3呂志津川エコカレッジ 高校生公開臨
海講座 「深海生物研究への案内j
ロ受麓
2003年 生態工学学会論文賞
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Sugiura， N.， K. Kameyama， T. Saito，再生 UtsumI，Y. Inamoriヲ andT. Maek幻司'a. 2002. 
Spatial and temporal changes of microcystins concentration in eutrophicated lakes in Japan. 
Eco-Engineering， 14(4): 11-18. 
q 外部資金
学内プロジェクト
1. 貝類を利用した水質モニタリング手法 I~再発に関する基礎的研究，奨励研究， 500，000 
共同研究
1.微生物群集の時間的・空間的分布に関する研究J，新菱冷熱工業株式会社 350，000
その他
1.海底熱水系における生物・地質相互作用の解明に関する国際共同研究J(分担)科学技術
振興調整費総合研究 15233，000
2. 教腎活動
Q 学野
科目名
食料システム学実験(1回分)
水資源、環境学 (3回分)
1.5 
2.0 
?】?
?
1 
1 
単位数 標準履修年次 実施学期
q バイオシステム研究科
科目名
2.0 1 3 
単位数 標準履修年次 実施学期
生物園代謝論
3. 学内委員会および学外活動
Q 学内委員
組織名
バイオシステム研究科
バイオシステム研究科
バイオシステム研究科
バイオシステム研究科
委員会名
将来計画委員会委員
施設・設備関連事項委員
学生相談小委員会委員
拠点大学問交流事業 Biosystem Studies編集
委員
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農林工学系
農林工学系
農林工学系
農林3系LAN委員会委員長
運営委員会委員(経理副担当)
カリキュラム検討委員会委員
Q 学会活動
?????????
?????? ?
委員会名もしくは役職
評議委員
2004年度春期大会実行委員(会場担当責任者)
Q その他学外活動
組織名
財団法人地球科学技術総合推進機構
独立行政法入国立環境研究所
活動内容
「熱水循環系の比較と総合モデルの構築J研究
課題会議並びにサブテーマ会議委員
共同研究員
4. 国際活動
Q 海外出張・研修
国際会議・国際研究集会への参加
?
4.24-5.6 
用務 渡航先
第4回チュニジア・臼 チュニジア共和国
本科学技術セミナー
での発表
経費
委任経理金
現地調査
?
6.1-6.17 
10.14-11.14 
3.13-3.22 
用務
東シベリア永久凍土
帯のメタンガス・微生
物調査
南部マ J)アナ海域背
弧拡大戦の熱水活動
域総合調査
南部マリアナ海域背
弧拡大軸の熱水活動
域総合誠査 2
渡航先
ロシア連邦
経費
科研費(依頼)
アメリカ合衆国 科学技術振興調整費
(依頼)
アメリカ合衆国 科学技術振興調整費
〈依頼)
?? ?
研究者、研究生の受け入れ
1. 新菱冷熱工業株式会社森本正一(共同研究員)
5. その他
1. 宮城県本吉郡志津川UfT自然環境活用センター第 3@]志津J1エコカレッジ高校生公開臨海講座
講師
2. よこすか/しんかい 6500南部マリアナ海域(YK03-09)航海首席研究員
? ?? ?
氏名: 大井洋
戦名: 講師
1. 研究活動
Q 儲完IJ報告
木質ノミノレプの高収率化，パルフoの無塩素漂白，および、リクマニンの構造と反応に関する研究を行った。
Q 論文等
学術論文
1. K. Nakamata and H. Ohi 
Examination of polychlorinated dibenzo-p司dioxinsand polychlorinated dibenzofurans in process 
water of kraft pulp bleaching mi1l using chlorine dioxide from the aspect of environmental water 
quality 
J. Wood Sci.， 49(6)，525-530 (2003) 
2. K. Nakamata， Y.MotoeフandH. Ohi 
Evaluation of chloroform formed in process of kraft pulp bleaching mi1l using chlorine dioxdide 
J. Wood Sci.， 50(3)， 242】247(2004) 
毘際会議論文(プロシーディングス)
1. Tsutomu Ikeda and Hiroshi Ohi 
Brightness stability and hexenuronic acid content of total1y chlorine-free hardwood bleached pulp 
The 1ih International Symposium on Wood and Pulping Chemistry， 
Vo1.1， 219-222， Madison， USA (2003) 
2. Iku Nakamaya， Tomoya Yokoyama， Tsutomu Ikeda， Hiroshi Ohi， and Keiichi Nakamata 
Residual lignin from hardwood oxygen-bleached kraft pulp as possible precursor of 
2，3，7，8-tetrachlorodibenzofuran 
The 1ih International Symposium on Wood and Pulping Chemistry， 
Vo1.3， 5-8， Madison， USA (2003) 
3. Mirie Hasumi， Akiko Nakagawa-izumi， Hiroshi Ohi， and Seiji Ohara 
Structural elucidation of acacia tannin by pyrolysis“gas chromatography with on-line methylation. 
The 1ih International Symposium on Wood and Pulping Chemistry， 
Vo1.3， 71-74， Madison， USA (2003) 
4. Takashi Koyasu， Tomoya Yokoyama， Tsutomu Ikeda， Hiroshi Ohi， and Keiichi Nakamata 
Prediction of hardwood alkali pulp yield using carbohydrates analysis 
The 1ih International Symposium on Wood and Pulping Chemistry， 
??っ
?
Vo1.3， 75-78， Madison， USA (2003) 
口頭発表
1. 大井洋，横山朝哉
パノレフο漂白工場の工程水に含まれるタマイオキ、ンン類の起源
第 70[~紙パルプ研究発表会講演要旨集名，東京， 90-93 (2003) 
2. 横山朝哉，大井洋，中俣恵一
広葉樹材のポリサルファイド、・アントラキノン添加等温蒸解の最適方法
第嶋田リグニン討論会講演集，福井， 138-141(2003) 
3. 中俣恵一，本永洋一，大井洋
クラフトパノレフ。漂白工場のクロロホノレムに関する環境観点ヵ、らの評価
第 48回リグニン討論会講演集，福井， 142-145(2003) 
???? ?
1. 紙パノレプ技術協会賞及び印刷朝陽会賞(平成 14年度)
広葉樹材酸素漂白クラフトパノレプの二酸化塩素漂白におけるダイオキシン類の水準
Q 外部資金
学内プロジェクト
1. TA孔生プロジェクト
パルプ漂白におけるダイオキシン類の生成機構の解明と生成抑制技術の開発， 500，000 
奨学寄附金
l. ダイオキシン発生抑制に対する塩素分子を用いないパルプ漂白の効果，北越製紙(梼，
2，900，000 
2. 漂白クラフトパルフに関する研究，クヴァナパルピング (掬， 200，000 
3. 過酸化水素によるクラフトパルフの無公害漂白に関する研究，三菱ガス化学(掬， 500，000 
共同研究
l. 無塩素漂白における木材パルフ。成分の挙動，北越製紙側， 100，000 
2.教育活動
U 学群
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
??? ?
化学実験(3回分) 1.5 1 
高分子科学(5回) 2.0 つ 2 
生物材料学実験(5回) 1.5 3 3 
Q バイオシステム研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
生産システム学 2.0 1，2 1 
Q 生命環境科学研究科
科医名 単位数 標準履修年次 実施学期
生物材料化学演習 I-IV 3 1-4 1-3 
U 農学研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
農林工学専攻実験 2 1，2 1-3 
3. 学内委員会および学外活動
a 学内委員
組織名 委員会名
バイオシステム研究科 危害防止主任者
Q 学会活動
学会名 委員会名もしくは役職
紙パルプ技術協会 パルプ技術委員会委員
4. 国際活動
Q 海外出張・研修
国際会議・国際研究集会への参加
期間 用務 渡航先 経費
6.8-6.14 研究成果発表 米国 奨学寄附金
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氏名:太田賢
職名:講師
1 . 研究活動
a 個別報告
環境ストレスを受けると植物の生育は著しく阻害される。したがって、環境ストレスによる植物
細胞の成長抑制因子を同定し、制御機構を解明して植物を改変することは農作物生産の安定した
供給を得るために非常に重要である。本研究では環境ストレスを受けると発現が抑制される光合
成の明反応に関与する遺伝子や細胞壁の伸長に関与する遺伝子をマーカー遺伝子として着gし
て、環境ストレスによる植物細胞の成長抑制機構の研究を進めている。
Q 論文等
学術論文
1. ICE1: a regulator of cold-induced transcriptome and freezing tolerance in Arabidopsis. 
Chinnusamy， v.， Ohta， M.， Kanrar， S.フLee，BH.， Hong， X.， Agarwal， M. and Zhu J.-K. 
Genes Dev. (2003) 17: 1043-1054. 
2. A novel domain in the protein kinase SOS2 mediates interaction with the protein phosphatase 2C 
ABI2. 
Ohta，島1.，Guo， Yan， Halfter， U. and Zhu J.-K. 
Proc. Natl. Acad. Sci. USA (2003) 100: 11771-11776. 
口頭発表
1. Ohta， M. and Zhu， 1.K. (Invited Speaker) 
Molecular genetic analysis of cold-regulated gene expression in Arabidopsis. 
“Functional Genomics and Breeding Strategies for Cold Tolerance in Plants"， Workshop， Sapporo， 
lapan (2003. 8) 
一般講演等
1.多重発光イメージング系を用いた植物環境応答シグナル伝達機構の解析J
COEシンポジウム、筑波大、平成 16年3月5、8B 
特許等
1. LOS2， A genetic locus required for cold-responsive transcription encodes a bi-functional enolase 
(UA03-010) 
2. ICE， A regulator od cold induced transcriptome and freezing tolerance in plants (UA02-076) 
?
?
っ ?
2. 教育活動
Q 学群
科目名
生物生産システム学実験 (3四分)
3. 学内委員会および学外活動
q 個別報告学会活動
学会名
目本植物生理学会
日本分子生物学会
単位数 標準履修年次 実施学期
1.5 3 2 
委員会名もしくは役職
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氏名:大坪輝夫
職名:講師
1. 研究活動
Q 個別報告
山地流域の水質特性に関する研究
本研究は井川演習林内(1，760ha)をほぼ南北に流下する東河内沢に流入する支流域毎の水質
特性の差違はどのような環境因子が強く作用しているのかを明らかにし、今後の流域管理計画策
定への一助にすることを呂的としている。
昨年と同様に、上流から下流へ5つの支流(流域面積 80'""200ha)， 2つの小渓流(面積1.5'"
5 ha)と岩盤からの湧水2箇所を対象に月 2田 pH，ECの現地測定とサンプル水の採水を行い、
サンブρル水に含まれる溶物質(-，十イオン濃度 ppm)については八ヶ岳演習林でイオンクロ
マト分析している。全体傾向は、 pHは7.5'""8.2であるが、上流部の支流から下流部の支流へと
低くなる傾向にある。水量の多い支流よりも小渓流の方が高い値を示し、小渓流と湧水は年間を
通じて ph8.0前後を示す。 B雨量 200mm以上の降雨があると 1'"'-'2ヶ月間は低下するが、その
応答時間差は支流関でバラツキ幅が大きいようである。電気伝導度は60'"'-'210μs/cmの範囲にあ
り、 pHの場合とほぼ似た傾向にある。イオンクロマト分析(分析値に多少の疑問ある)で検出
された溶物質は、ーイオンとしてF， CL， N02， Br， N03， P04， S04、十イオンの Li，Na，NH4，K，Mg2，Ca2
である。 S04とCa2は全支流や小渓流および、湧水でも他のイオンと比較して高い濃度であった。
中でも特定の小渓流では S04，Ca2がそれぞれ 35'"'-'40pm'"'-'と非常に高い濃度を呈している。 Na
とNH4は季節的検出されたりされなかったりする。溶物質の総量差と pHの関係は正比例的であ
り、電気伝導度との関係では左岸と右岸のグループに分かれる。
次年度以降も継続測定と支流毎に環境因子となる資料を洗い出し比較する予定である。
Q 論文等
総説・解説
1. 井波明宏・大坪輝夫
筑波大学農林技術センター演習林気象報告一井)[1演習林の気象観測データ(2002年)一
筑大演報，第20号， 131'"'-'144(2004) 
??
?
? 、
?
2. 教育活動
Q 学群
科呂名
森林環境工学実習(分担及び協同)
森林生物学実習(分担及び協同)
3. 学内委員会および学外活動
Q その他学外活動
組織名
静岡市野生動物被害対策研究協議会
単位数
1.5 
1.5 
活動内容
標準履修年次
3・4
3・4
実施学期
1 (集中)
2 (集中)
委員:農林産物等への大型野生動物(クマ・シ
カ・カモシカ・イノシシ・サル等)被害紡止対
策の調査研究の実施に関して、新知見・情報提
供等による協力
静岡市経営基盤強化林業構造改善事業推進協 委員:林業経営体の経営の安定化・効率化のた
議会 め林道網整備・高性能機械の導入・担い手の確
保及び林業振興・山村活性化に向けての提言と
各種の情報提供
静岡市森林整備推進協議会 委員:森林基本法の改正に伴い、森林整備計画
の策定及び各種林業整備施策の計画的な推進
に向けて学識経験の立場から提言
静岡市森林環境基金事業間伐実施検討委員会 委員:森林の公益的機能・森林及び自然環境保
全の推進に向けて森林整備のための間伐事業
推進の実施について方針及び間伐材の有効利
用をも含めた検討と提言
大井川地区民有林直轄治山事業連絡協議会
5. その他
下記の諸業務を処理した。
民有林直轄治山事業の実施において、地域社会
との有機的な連携強化・地域に根ざした妨災対
策と流域保全に向けて、計画立案過程で各種の
参考情報の提供・提言による協力
1. 農林技術センタ一井川演習林全体の管理運営統括業務及び関連調査関係資料のとりまとめ。
2. 森林整備に関する次期経営案(仮称)作成に係わる資料整備(作業は継続中)。
3. 法人化に向けて国有財産評価改訂に関わる資料整備(特に立木竹蓄積量)。
4. 学生実習(直接担当・分担していない)の円滑な実施へのサポート。 F付属坂戸高等学校の
演習林実習における指導 (8月5日"'8B)。地元井川中学校の生徒 (10人)を対象に樹木
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植栽に関する技術指導 (4月 9日)。
5. 卒論，修論，博論関係学生の現地調査におけるサポート。
6. 山岳気象観測施設 (9カ所)の整備及び既存観測データの整理(作業継続中)。
7. 地元あるいは地域行政との相互協力に関する渉外業務。
っ 、
?
? 、
?
氏名:梶山幹夫
職名:助教授
1. 研究活動
Q 偲別報告
木質材料から放散するホルムアルデヒド量の経年変化の放散防止処理による相違を調べた。
また、主にポリアクリル酸アルキルヱステルからなる感圧接着剤の高次構造と接着性について検
討し、総説としてまとめた。 テレフタ)~酸から誘導される総合系高分子材料について、化学構
造と発現する物性の関係を検討した。
Q 論文等
総説・解説
1. 梶山幹夫
アクリル系粘着剤の相溶性に関する研究
Convertech， 32(2)， 37-41 (2004) 
口頭発表
1. 梶山幹夫
側鎖にペルフルオロアルキル基を持つボリアミドの合成と性質
第 41回B本接着学会年次大会講演要旨集， ???-??? (2003) 
1.2.6. 一般講演等
1. 縮合系ブロック共重合体の合成と構造
日本接着学会粘着研究会例会講演要旨集， Vo1.74， pp.???-??? ，東京 B本， (2003) 
2. 教膏活動
q 学群
科目名 単位数 標準履修年次
化学 (10回分) 3 1 
高分子科学 (7回分) 2 2 
生物材料学実験 (3回分) 1.5 3 
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実施学期
1&3 
2 
3 
Q 環境科学研究科
つ
実施学期科目名
環境化学概論 (7回分)
環境科学実習 (1自分)
単位数 標準履修年次
1&2 
Q 生命環境科学研究科
科目名
生物材料利用工学
単位数 標準履修年次
3 
実施学期
2 
3. 学内委員会および学外活動
Q 学内委員
組織名
生物資源学類
生命環境科学研究科
農林工学系
全学
委員会名
就職委員， 4年次クラス担任
入試実施委員
運営委員実験廃棄物取扱責任者
就職委員会委員実験環境管理室室員
Q 学会活動
学会名
目本接着学会
委員会名もしくは役職
評議員
Q その他学外活動
組織名 活動内容
The Journal of AdhesIon (Taylor & Francis) Associate editor 
「
??
??
氏名:北村豊
職名:助教授
1. 研究活動
Q 個別報告
11月 1B付けで島根大学生物資源科学部より赴任。学類や大学院の運営に慣れる事および研究
教育の環境・基盤を整備する事に努めた。
Q 論文等
報告書等
1. 北村豊
基盤研究(C)(2)炭酸ガス固定型バイオガス変換システムにおけるフロセス特性の解析
平成 15年度科学研究費補助金研究成果報告書， (2004) 
Q 外部資金
科学研究費
1. 食料の生産・流通・消費空間における安全性評価・確保システムの構築 r(分担)J ，基盤研
究 A(l)，1，130，000 
その他
1. 下水汚泥脱水ケーキのドライメタン発酵法に関する研究，農業施設学会委託研究， 920，000 
2. 教育活動
a 学群
科目名
食料流通システム学(1回分)
食品機能管理学 (2回分)
3.0 
3.0 
??
「?
???、
?
単位数 標準履修年次 実施学期
3. 学内委員会および学外活動
Q 学会活動
学会名
農業施設学会
委員会名もしくは役職
平成 16年度年次大会実行委員
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農業機械学会 出版物委員
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氏名:木村俊範
職名:教授
1. 研究活動
Q 儲別報告
食料の加工や新規開発技術、および循環型社会構築のためのバイオマス利用を中核とするセロ
エミッションについて研究活動を行い、関連学会での成果発表に加え、政府への政策提言、民間
企業への技術指導を行った。また、農林水産省 ODA案件によるプロジェクト指導、 JICA集毘
研修の引き受けなどを通じ、国際協力にも実績を挙げた。
Q 論文等
学術論文
1. UENO TAKASHI， Y. OZAWA， M. ISHlKAWA， K. NAKANISHI， TOSHINORI K1MURA: 
LACTIC ACID PRODUCTION USING TWO FOOD PROCESSING WASTES， CANNED 
PINEAPPLE SYRUP AND GRAPE INVERTASE， AS SUBSTRATE AND ENZYME. 
Biotechnology Leters; 25，573-577 (2003) 
2. 宮竹史仁、岩淵和則、木村俊範:牛ふん堆肥化反応に関わる微生物群の活性化温度、農機
学会誌 65(2)， 101-105 (2003) 
3. NAOTO SI百九位ZU，H. OKADOME， T.YANAGISAWA， A. HENRIK， T.KARIN， TOSHINORI 
K1MURA， K. OHTSUBO: APPLICATION OF VISIBLE川EAR-INFRAREDTRANSMITTANCE 
SPECTROSCOPY FOR THE IMPROVEMENT OF AMYLOSE DETERMINATION ACCURACY. 
J. Food Science & Technology Research， 9(2)， 134-136 (2003) 
4. PORITOSH ROY， NAOTO SHIMIZU， TOSHINORI K1MURA: ENERGY CONSUMPTION IN 
LOCAL PARBOILING PROCESSES. J. of Jp. Soc. of Agricultural Machineries， 65(5)， 133-141 
(2003) 
5. SUBRAMANIAN， R.， K.S.M.S. RANGHAVARAO， M. NAKAJIMA， H. NABETANI， T. 
YAMAGUCHI， TOSHINORI K1MURA: APPLICATION OF REVERSE OSMOSIS AND 
DENSER MEMBRANE THEORY FOR DIFFERENTIAL PERMEATION OF VEGETABLE OIL 
CONSTITUENTS. J. of Food Engineering， 60， 249-256 (2003) 
6. KIWAMU SHIIBA， NORIKO KOMUぜE，KEN KANZAKI， TOSHINORI K1MURA: CHANGES 
IN MICROORGANISMS FLORA DURING CATTLE MANURE COMPOSTING-Processing by 
Small-scale Composting Reactor. J. of Jp. Soc. of Agricultural Machineries， 66(1)， 75-81 (2004) 
7. RABIUL， ISLAM MD.， NA01、o SHIMIZU， TOSHINORI K1MURA: ENERGY 
REQUIREMENT IN PARBOILING AND ITS RELATIONSHIP TO SOME IMPORTANT 
QUALITY INDICATORS. J. Food Engineering， 63(4)， 433-439 (2004) 
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国際会議論文(プロシーディングス)
1. N. SHI丸紅Zむ， H. OKADOME， T. YANAGIDA， H. ANDREN， K. THENTE， T. KI九日JRA，K. 
OHTSUBO: IMPROVEMENT OF AMYLOSE DETERMINATION ACCURACY BY 
VISIBLE庁>fEAR-INFRAREDTRANSMITTANCE SPECTROSCOPY. ASAE Paper No. 036017ヲ
ト7，工.asVegas， USA， (2003) 
2. T. YANAGIDA， N. SHIMIZむ， T.K1九1.URA:PROPERTIES OF WAX EXTRACTED FROM 
BANANA LEAVES. ASAE Paper No. 036026，1-7， Las Vegas， USAヲ(2003)
3. H. LIU， M. NAKAJIMA， T. NISHI， T. K1MURA: PREPARATION CHARACTERISTICS OF 
MONODISPERSED WATER-IN-OIL MICROSPHERES BY A POLYMER MICROCHANNEL. 
ASAE Paper No. 036051， 1-7， Las Vegas， USA， (2003) 
4. N. KOMATSUZAKI， K. TSUKAHARA， H. TOYOSHIMA， T. SUZUKI， N. SHI恥位Zむ， T. 
KIMURA: EFFECT OF SOAKING AND GASEOUS PHASE SPROUT PROCESSING ON THE 
GABA CONTENT OF PRE-GERMINATED BROWN RICE. ASAE Paper No. 036073， 1-10， Las 
Vegas， USA， (2003) 
5. T. KIMURA， H. KOYAMA， N. SHIMIZU， T. INOUE: APPLICATION OF NOVEL PCR 
METHOD TO MICROBIAL MONITORING IN FOOD PROCESSING AND SAFETY. ASAE 
Paper No. 036172， 1-8， Las Vegas， USA， (2003) 
6. M. NAKAJIMA， H. LIU， T. NISHI， T. KIMURA: PREPARATION OF MONODISPERSED 
WATER-IN-OIL EMULSIONS WITH POLYMER AND SILICON MICROCHANNELS. Proc. 
USA-Japan Cooperative Program in Natural Resources-Food and Agricu1ture Panel， 514-517， 
Tsukuba， Japan， (2003) 
7. T. KIMURA， H. KOYAMA， T. INOUE， N. SHI九位ZU:APPLICATION OF NOVEL PCR 
METHOD TO MICROBIAL MONITORING IN FOOD PROCESSING AND SAFETY FOR 
ZERO-EMISSION SYSTEM. Session之， SR-I.1， 5th Int. Food Convention， Mysore， India， (2003) 
8. N. SHIMIZU， H. SEIMIYA， A. TOYOKI， T. KIMURA: APPLICATION OF DOSA 
FERMENTATION PROCESS TO TOFU-BYPRODUCT UNITIZATION IN FOOD INDUSTRY. 
Session-4， F-I.4， 5th Int. Food Convention， Mysore， India， (2003) 
9. T. KIMURA， N. SHIMIZU， Y. CHENG ， H. SEIMIYA， A. TOYOKI : Application of tofu 
著書
(soybean-curd)-residue to development of new fermented pancake and to quality improvement of 
tofu. VI Wor1d Soybean Research Conference， 196， Iguass Falls， Brazil， (2004) 
l. 木村俊範(項目分担):熱帯農業事典(共著)、養賢堂， (2003) 
2. 木村俊範(編著):食品のゼロエミッションー出さない・捨てない・リサイクル(共著)、
幸書房、東京， 1-204， (2003) 
3. 木村俊範(監修、執筆):バイオマス資源のコンボスト化技術(共著)、シーヱムシー出版， 1-276， 
--39-
(2003) 
総説・解説
1. 木村俊範:生分解性プラスチックのコンポスタピリティ(用語解説)、食品科学工学会誌50
巻 4号，207， (2003) 
2. 木村俊範:生分解性フラスチックからバイオマス(由来)フラスチックへ、 BRAlNTECHNO 
NEWS， No.101， 1-5， (2004) 
3. 木村俊範:循環型社会に位置づけるバイオマス利用技術の実用化要件、特集「農業周辺の
廃棄物(未利用資源)処理・利用技術の現状と課題j、農業機械学会誌 Vo1.66，No.3， 4-7， (2004) 
報告書等
1. 木村俊範、清水直人:主力流通米品種・輪入米の低温保管管理のための玄米・精米の平衡
水分値測定法の高精度化、(社)全国食糧保管協会委託研究報告書、筑波大学生命環境科学研
究科先端技術開発学研究室、 1-19，(2004) 
2. 木村俊範(座長):平成 15年度バイオ生分解素材開発・利用評価事業報告書、(社)日本有機
資源協会、 (2004)
3. 木村俊範、蛎灰谷佳世 :ilフィリピンにおける普及活動報告、 ODAアジア地域穀物流通効
率化支援事業に係る普及教育活動実施報告書、(財)日本穀物検定協会、 30-71，(2004) 
口頭発表
1. 劉海傑、木村俊範、中嶋光敏、許u青恰、岩本悟志、小林功、西泰治:ポリマ一マイクロチ
ャネルを用いた単分散マイクロ液打者の調製、農業機械学会、第62四年次大会(さいたま)
講演要旨集、 19，(2003) 
2. 清水直入、木村俊範、ヘンリック アンドレン、カリン テント、岡留博司、大坪研一:
透過型近赤外分光法による米の非破壊的品質評価(第3報) -可視・近赤外分光によるア
ミロース測定モデルの精度改善一、向上、 26，(2003) 
3. 柳田高志、清水産入、木村俊範:バナナの葉から抽出したワックスの基礎特性について、
B本食品科学工学会第50回大会(東京)講演集、 37，(2003). 
4. 清水産入、清宮久子、豊木彩、木村俊範:米、豆類、オカラを利用する発酵による新食品
製造一乳酸菌の簡易向定及び抗酸化性測定一、向上、 42，(2003) 
5. 井上高一、小UJ英亮、木村俊範:ヨーグルト中の雑醤検出技術の開発、向上、 P71，20039.13 
6. 小松崎典子、塚原菊一、豊島英親、清水産人、木村俊範:炭酸ガス環境下で発芽させた玄
米中のア mアミノ酪酸 (GABA)の蓄積、向上、 75，(2003) 
7. 劉海傑、中嶋光敏、岩本悟志、西泰治、木村俊範:ポ 1)マ一マイクロチャネルによる単分
散水中油滴型エマルションの調製、向上、 101，(2003) 
8. 上嶋大戦、井原 望、木村俊範:生ごみ処理機における副資材使用量低減に関する検討、
????
第 14回廃棄物学会(つくば)講演論文集、 318-320，(2003) 
9. 原野道生、井原 望、木村俊範:生ごみ処理機稼働中の菌叢変化の追W1J'、同仁、 32ト333，(2003) 
10. N. Komatsuzakiフ K.Tsukahara， H. Toyoshima， T. Suzukiヲ N.Shimizu， T. Kimura: E百ectof 
Gaseous Phase Treatment on GABA Content in Pre-germinated Brown Rice. Poster Abstracts， 
CP-39， 5th lnt. Food Convention， Mysore， India， (2003) 
o 外部資金
2. 教青活動
Q 学群
科目名 単位数 標準履修年次 実施学Wj
食素材学(分担:4/10) つ 3 つ
食品機能管理学(分担:3/10) つ 3 3 
食料システム工学(分担:5/10) つ 3 3 
食品工場設計(分担:4/10) 1.5 3 3 
食品工学実験(分担:2/11) 1.5 3 
製図及び実習 2 3 3 
生物資源科学のための物理学(分担:5/10) 3 1'""3 
Q バイオシステム研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
バイオマス変換システム学 つ 1 2 
o 生命環境科学研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
留学生のための生物資源科学 (2回) 1 1 2 
先端技術開発学特論 つ 1 2 
先端技術開発学演習 I'""V 3 1'""5 1 '"3 
先端技術開発学特別研究 1，I 6 1 '"5 1'""3 
」一……
o 農学研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
先端技術開発学特論 つ l 2 
先端技術開発学演習し E 3 1'""5 1 '"3 
先端技術開発学特別研究 1， I 6 1"'5 1 "'3 
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[バイオマス変換工学
3. 学内委員会および学外活動
q 学内委員
組織名
全学
生命環境科学研究科
バイオシステム研究科
a 学会活動
学会名
農業機械学会
自本食品科学工学会
廃棄物学会
4. 国際活動
留学生
氏名 出身国
劉海{築 中思
ダスネピス マルコス プぅγ)し
アントニオ
γョコヌグロホ インドネシア
ハック モハマド ハ'ングうデシュ
アシュう7
ロンダ K.S.M ス1)うンカ
レツアロマ7才)v 南771)カ
アンド 1)カ
程永強 中国
研究科学年
生命環境 D4 
科学
生命環境 D3 
科学
生命環境 D3 
科学
生命環境 D3 
科学
生命環境 D2 
科学
生命環境 Dl 
科学
農学 D5 
2 
委員会名
発明委員
l 
実験環境管理室運営委員
運営委員
運営委員
教務関連委員会委員長
委員会名もしくは役職
評議員
編集委員
編集委員
年次大会実行委員
研究課題
2 
マイク口チャネルを用いた単分散エマ)ルョンの調製
特性
Alcoholic Fermentation of Agricultural Byproducts 
Study on heat transfer and moisture movement 
during storage of paddy 
ハ。ー ポイ}しドうイスの品質改善と機能性解明
Microbiological and Fermentation characteristics 
of South African fermented maIze paste 
中国豆腐の品質改善に関する研究
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ロイ ホ。 1)トシュ ハーングうデユ 応i埜五1と-斗r D5 Improvement of local parboiling system 
γャ77-ハシェミ イうン 研究生
招蒋研究員
氏名 出身国 期間 所属機関及び役j段
オてfて- 万才 中国 2003.3“2004.3 山東省j寅洲職業技術大学
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氏名:黒田健一
職名:教授
1. 研究活動
a 個別報告
ジグニンの熱分解ー ガスクロマトグラブィー (/マススベクトロメトリー )、 f高値物質および木材抽出成分に
関する研究を行った。
Q 論文等
学術論文
l. N. Hanari， K. Kuroda and H. Yamamoto 
Distinction of resin compounds between the healthy bark and the resinous stem canker of Thujopsis 
dolabrata var. hondae 
Journal of Wood Science 49， 548-552 (2003) 
2. 中J1明子，黒田健一
トリメチルシリル化/熱分解ガスクロマトク、、ラフィーによるリグニン中のシンナミルアルコール末端基
およびシンナミルアルデヒド末端基の分析
分析化学， 52， 1159-1166 (2003) 
3. K Morimoto， H. Ichikawa， K. Tatsumi， K. Kuroda and T. Higashi 
Comparison of the effect of various humic substances on the enzymatic transformation of PCP 
Orga∞halogen Compounds. 61: 401-404 (2003) 
報告書等
l. 黒田健一
土壌汚染物質のリグニンへの取り込み機構に関する研究
平成 14年度~平成 15年度科学研究費補助金(基盤研究C(2)一般)研究成果報告書(2004)
口頭発表
1. 砂原寛、大西力、中川明子、黒田健一
木材の光劣化によるリグニン構造の変化-
第 19回呂本木材保存協会年次大会研究発表要旨集 (2003.05)東京.
2. 黒田健一、中川明子
熱分解ート 1)メチルシリル化による広葉樹リグニンの分析
第 48回リグニン討論会講演要旨集 pp122ω125 (2003.10) 福井工業大学
3. 中川明子、松本定、樋口正信、石井忠、黒田健一
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シダおよびコケ植物に存在するリグニンの分析的熱分解法による解析
第 48@リグニン討論会講演要旨集 pp126-129 (2003.10) 福井工業大学.
4. 黒田健一、中川明子
直接導入法による DHPの質量分析
第 48田リグニン討論会講演要旨集 pp182-185 (2003.10) 福井工業大学.
5. 市)11康保、森本研吾、辰巳憲司、黒田健一、東照雄
土壌にスパイクしたクロロフェノールおよびPAHの高速溶媒拙出回収率に及ぼす土壌有機
物の影響
日本化学会第 84春季年会、 2004.03
U 外部資金
科学研究費
1. 土壌汚染物質のリグニンへの取り込みに関する研究
科学研究費基盤研究 (C)，1，000，000 
学内プロジェクト
1. 高選択・高感度なリグニン分析法の I~号発， 900，000 
2. 教育活動
Q 学群
科白名 単位数 標準履修年次 実施学期
生物材料化学 2 3 3 
生物材料利用化学 2 4 
生物材料学実験 (3呂分) 1.5 3 3 
生物機能利用学 (1自分) 2 3 1 
Q バイオシステム研究科
科目名 単位数 標準履修年次 | 実施学期
生物園天然物利用化学 2 1・2 2 
Q 生命環境科学研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
生物材料化学特論 2 1 1 
生物機能科学特講 (1回分) 1 1 
???
?
?
q 農学研究科
科目名
林産化学特論
3. 学内委員会および学外活動
Q 学内委員
組織名
生物資源学類
農学研究科
博士課程委員会
バイオシステム研究科
生命環境科学研究科
生命環境科学研究科生物機能科学専攻
農林技術センター
生物・農林アイソトープ
農林工学系
その他
Q 学会活動
学会名
日本木材学会
単位数 標準履修年次
2 5 
委員会名
学類入試制度検討委員
農学研究科長
運営委員
経理委員
論文審査委員
運営委員
連携大学院委員会委員
実施学期
1 
生物工学(バイオテクノロジー)委員会委員
財務検討委員会委員
分野責任者
学位論文審査委員
運営委員(オブザーバー)
運営委員
演習林研究報告編集委員会委員
運営委員
安全管理委員
人事検討委員会委員
国際交流委員会委員
委員会名もしくは役職
評議員
連絡幹事
林産教育強化委員会第二分科会委員
-46-
4. 国際活動
留学生
氏名 出身国
金光苑 中国
陳野 中国
研究科 学年
バイオシステム 2
農学研究科 5 
研究課題
ケナフの化学成分に関する研究
Characteristics of biodegradable plastic based 
on starch 
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氏名: 小池正之
職名: 教授
1 . 研究活動
Q 個別報告
1. アジアトラクタの強度保証と耐久性について，シミュレーションに基づく検討を行った。
つまり，負荷強度の大きい条件下で， 100時間連続運転に耐える部材の疲れ強さを実働荷重
データを用いて求め，さらにモデルチェンジの際の構造や形状変更による実働応力の低減
への効果について考察した。
2. 農耕土の土壌締回め特性が，乾燥密度とどのような関連を示すかについて動力学的考察を
加え，成果をとりまとめて学術雑誌に投稿した。
3. 電気トラクタのスタイ Ijング探索作業が農作業性能を損なうことなく遂行できるための審
美工学的与件について検討し，プロトタイフの提案を行った。民間企業との連携の推進策
についても検討を進めた。
4. 在来農具の工学的特質に関する資料のとりまとめは，継続して実施しており，成書刊行へ
の準備を始めた。
5. 水稲作の最小耕うんを適正に運用するための工学的条件について検討し， 3種類の関溝器を
用いて現場検証実験を行った。
6. 科研費海外学術調査により，東南アジアにおける農業機械の設計概念に顕在化している工
学的特質について，現地調査を開始した。今年度は，タイとフィリピンにおける調査地の
予備調査を行った。
7. ラオス東南部の-集落を対象とした，現地調査のとりまとめと文献収集作業に従事した。
8. 農業機械学会 Rux2000フロジ、エクト「東南アジアにおける農業機械化のダイナミズムJに
係る活動を推進し，併せて情報の質的向上につながる研究集会の運営に従事した。具体的
には，公開講演会の開催，東ティモールの JICA草の根フロジェクトへの応募に係る準備作
業を推進した。
Q 論文等
学術論文
1. T. Takigawa， L.Sutiarso， M. Koike， H. Kurosaki， H. Hasegawa 
Trajectory control and its application to approach a target Part n . 
Transactions of the ASAE， 45(4)， 1199“1205 (2002) 
2. L. Sutiarso， H. Kurosaki， T.Takigawa， M. Koike， O. Yukumoto， H. Hasegawa 
Trajectory control and its application to approach a target Part 1 . 
Transactions of the ASAE， 45(4)， 1191-1197 (2002) 
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3. T. Ahamed， T.Takigawa， M. Koike， M. M.Hossain， M. M. Hua， M. O. Faruk 
Assessment of energy status by GIS for agricultural mechanization -A case study in Bangladesh -
農作業研究， 38(4)，221-236 (2003) 
総説・解説
1. 小池正之
メコン河流域開発と農業機械産業(論説)
農業機械学会誌， 65(5)， 1-2 (2003) 
報告書等
1. 小池正之
農業機械における非化石エネルギ一利用技術の開発
プロジェクト研究:平成 11 年度~平成 15 年度「持続的農業推進のための革新IY~技術開発
に関する総合研究 一環境負荷低減のための革新IY~農業技術の開発 -J 報告集
(独)農業・生物系特定産業技術研究機構 J=j::J央農業捻合研究センター ， 95-98 (2004) 
一般講演等
1. 小池正之
在来農呉にみる審美工学
2003年度亜細亜大学国際文化交流セミナー，亜細亜大学留際関係学部， 2003.7.17 
Q 外部資金
科学研究費
1. 試作ルーラル電気ビークルの作業・環境対応特性とその実用化(代表)
基盤研究(B)(2)ヲ1，200，000
2. 東南アジアにおける農業機械設計概念の特質に関する調査研究(代表)
基盤研究(A)(2)ラ4，300，000
受託研究費
1. 農業機械における非化石エネルギー利用技術の開発
平成 15年度交付金プロジェクト研究「持続的農業推進のための革新的技術開発に関する総
合研究一環境負荷低減のための革新的農業技術の開発(JSA)-J， (独)中央農業総合研究セ
ンター ， 1，200，000 
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2. 教育活動
Q 学群
科目名
応用力学(1/2)
計誤1.制御工学実験(1/10) 
生物環境工学基礎演習(1/5)
国際農林業支援技術論
生物生産機械工学(1/2)
生物生産システム工学(1/2)
生物生産機械・施設学実験(1/2)
生物生産材料学及び実習(1/2)
Q 生命環境科学研究科
科呂名
生物生産機械学特論
生物生産機械学演習 1-V (1/2) 
生物生産機械学特別研究 1，I (1/2) 
Q 農学研究科
科目名
生物生産機械学特論
生物生産機械学演習 1，I C1/2) 
生物生産機械学特別研究 1，I (1/2) 
3. 学内委員会および学外活動
Q 学内委員
組織名
農林工学系
生物資源学類
センタ一等
農学研究科
生命環境科学研究科
単位数 標準履修年次
2 2 
1.5 つ
2 2 
2 3 
つ 3 
つ 3 
1.5 3・4
2 3・4
単位数 標準履修年次
2 1 
3 1~5 
6 1ユ
単位数 標準履修年次
2 1 
3 1，2 
6 1，2 
委員会名
人事選考委員会委員
2年次クラス担任
工作センター運営委員
運営委員
運営委員
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実施学期
3 
l 
3 
2 
3 
l 
3 
3 
実施学期
1"'-'3 
1 '""3 
実施学期
1 
1~3 
不定期
q 学会活動
学会名
農業機械学会
日本砂丘学会
東南アジア国際農学会(ISS九t¥S)
タイ国農学会 (ASST)
委員会名もしくは役職
理事，評議員，編集委員長
評議員，編集委員
編集委員，論文査読委員
論文査読委員
Q その他学外活動
組織名 活動内容
Universiti Putra Malaysia External Assessor， 
External Examiner for Ph.D.Thesis 
国際協力機構筑波国際センター
生研センター
持続型営農機械化システムコース， rトラクタ工
学概論J担当
試験研究課題評価委員会委員長
評価委員会委員
非常勤講siI
非常勤講師国際環境農学特論 1J (2単位)担当
三重大学生物資源学部
東京農工大学大学院農学教育部
4. 国際活動
q 海外出張・研修
現地調査
期間 用務 渡航先 経費
東南アジアにおける農業 タイ，フィリピン 科研費
機械設計概念の工学的特
質に関する調査研究
東南アジアにおける農業 タイ 科研費
機械設計概念の工学的特
質に関する調査研究
11.13 -11.23 
1.6-1.11 
留学生
氏名 出身国 研究科 学年 研究課題
ジ、ュンユセン タイ 生命環境科学 D4 農業用けん引車両の自律走行制御による研究
パユンサク
張強 中国生命環境科学 D4 農業用車両のハンドリング機構高度化に関す
? ??「?
る研究
アブドウラカシム タイ 生命環境科学 D3 農耕土壌の動的締臨め特性について
ワンラット
チャウラカム タイ 生命環境科学 D2 不耕起栽培用作業機の設計要件について
イサラー
ジュケクオン タイ 生命環境科学 Dl 数値力学手法による構成部材の最適設計
ポンティパー
? ??
氏名:佐久間泰一
織名:講師
1 . 研究活動
Q 個別報告
1. 搬出の生産基盤とその保全の問題点:地元農家により耕作されている茨城県つくば1:I:j山口地臣、
オーナー制やトラストilJiJを採用している千葉県鴨川市大山千枚出地区を調査した。その結果、①
概田の維持のための 10a当たり労働時間は全国平均に対し， 13作で 1.4'"'-'2.0倍，オーナー制で
は 6.5倍，トラスト制では 5.6倍で、あった、②オーナーfliJは、地権者には労働力援助になっていな
いが、金銭的援助にはなっていることがわかったO
2. 農山村におけるホーストレッキングの実施と!話題点:先駆的にホーストレッキンク、、を導入している北
海道鹿追町を事例として取り上げ、開き取りと現地調査によって、ルートのmiJl出要因、ノレー トの鍛え
るべき条件や利用者の満足度を高める望ましい整備のあり方を検討した。
3. 大規模稲作経営の耕[玄関移動の定量的考察:代かきと刈り取りの耕区間移動を事例調査により定
量的に検討し、耕区間移動は数%にしかすぎないことを明らかlこした。
4. ベトナムとタイについて農民参加型水管理に関する現地調査を行い、タイの北部で、は水省;.fUl 
に農民が参加していることを明らかにした。
a 論文等
口頭発表
1. 佐久間泰一佐藤政良，真板秀二，豊満幸雄，小)1茂男，木村正信，ワラウット・ヴデ、ィウ、、アニ，バ
ンチャ・クワンユエン
タイ国ランパチ)1流域のパイナップ。ノレ畑における土壌浸食
農業土木学会講演要旨集，842-843(2003)
2. 小)1茂男，佐久間泰一，佐藤政良，真板秀二，豊満幸雄，ワラウット・ヴデ、ィヴァニ，パンチャ・クワ
ンユエン
衛星データを用いたタイ国ランパチ)1流域の土地利用変動解析
農業土木学会講演要旨集，914-915(2003)
q 外部資金
科学研究費
1. 参加型水管理における水田用水量構造の研究r(分担)J， (B)(2)， 2ユ00，000
-53-
2. 教青活動
Q 学群
科呂名 単位数 標準履修年次 実施学期
生産基盤工学(分担)3/10) 2 3 
測量学 2 3 l 
損Ij量学実習 2 3 1 
農村環境計画学(分担)9/10) 2 3 2 
農業土木実習(分担)5/10) 1.5 3・4
Q 環境科学研究科
科目名
生産環境工学(分担)5/10) 
生産環境野外実習(分担)7/10) 
2 
1 
l 
l 
?
??
単位数 標準履修年次 実施学期
Q 生命環境科学研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
生産基盤システム工学演習 I 3 1 1~3 
生産基盤システム工学演習立 3 2 1~3 
生産基盤システム工学演習盟 3 3 1~3 
生産基盤システム工学演習IV 3 4 1~3 
生産基盤システム工学演習V 3 5 1 へ~3
3. 学内委員会および学外活動
U 学内委員
????
?????? ?
委員会名
経理委員
外国語担当教員及び学群・学類代表者連絡協議
会構成員
レクリエーション委員農林工学系
Q 学会活動
? ?
?
? ー
????????
?????? ?
委員会名もしくは役職
代議員
関東支部幹事
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農業土木学会
4. 国際活動
Q 海外出張・研修
現地調査
期間 用務
関東支部支部賞選考委員
渡航先
12.18-12.28 参加型水管理における水I用 タイ、ベトナム
水量構造の研究
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経費
科学研究費
氏名:佐竹隆顕
職名:教授
1. 研究活動
は概要
ニューラルネットワーク(NN)や遺伝的アルゴリズム(GA)，さらにシミュレーテッド・アニー Jjン
グ(SA)といったコンピュータサイエンスを援用した生物生産・食料フロセスの最適化，食品感性
の定量化システムの構築小麦食品の高品質化および画像情報による農産物の等級選別装置の
開発等に関する以下の研究を行った。
1. GAによる生物生産物資の最適輸送経路決定に関する研究
2. SAを援用した生物生産施設の最適配置設計シミュレータの開発に関する研究。
3. 匂いセンサーと NNを組み合わせた食品感性の定量化システムの構築に関する研究0
4. MOGAを援用した家藩飼料の多目的配合設計シミュレータの開発に関する研究。
5. NNによる貯蔵青果物の品質評価に関する研究。
6.干しブドウの画像処理選別装置の開発に関する研究。
7. 小麦粉の品質因子の解明と品質制御への検討に関する研究。
8. NNによる家畜・家禽の飼養管理支援システムの構築を目的とした基礎研究。
q 論文等
学術論文
1. 常勝威，藤岡修フ大森定夫， I坂田治，郭康権，佐竹経顕
画像情報による中国産干しブドウの等級選別に関する基礎的研究(第2報)
農業施設，34(1)，11-19 (2003) 
2. T. Satake， O. Sakata， Y.Ohta， T.Furuya 
Optimal Layout Design for Agricultural Facility Using Simulated Annealing， 
Agricultural Engineering lnternationa1. 
The CIGR Journal of Scientific Research And Development， 5， 1-11(2003) 
口頭発表
1. 阪田治，林秀木，橋本光，佐竹経顕
食品品質の感性評価システム構築に関する研究
2003年度農業施設学会大会講演要旨， 76-77 (2003) 
Q 外部資金
1. 科学研究費
GAを援用した農業生産物資の最適輪送経路設計シミュレータの開発(代表)，基盤研究(C)， 
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2フ200，000
2. 教育活動
こl 学群
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
計測制御工学実験(分担:1/10) 1.5 つ
フレッシュマンセミナー
生物資源科学演習 2 2・3
食料システム学実験(分担:1/5) 1.5 3 
食品工学実験(分担:1/5) 1.5 3 
食品工学(分担:1/2) 2 3 
食品機能管理学(分担:1/3) フ 3 3 
食料システム工学(分担:1/2) フ 3 3 
食品工場設計(分担:1/4) 1.5 3 3 
総合演習(分担:1/5) つ 3 3 
技術科教育法概論(分担:1/2) つ 3 l 
技術科指導法 1(分担:1/2) つ 3 2 
技術科指導法日(分担:1/2) 2 3 3 
込 バイオシステム研究科
科呂名
生物生産プロセス工学
バイオシステム特別研究 i
? ? 】
?
1・2
2 
1 
1'"'-'3 
単位数 標準履修年次 実施学期
Q 生命環境科学研究科
科呂名 単位数 標準履修年次 実施学期
食料機械工学特論 2 1・2 1 
食料機械工学演習 i 3 1 1'"'-'3 
食料機械工学演習E 3 2 1"-'3 
食料機械工学演習皿 3 3 1'"'-'3 
食料機械工学演習N 3 4 1'"'-'3 
食料機械工学特別研究 i 6 1 "-'3 
食料機械工学特別研究E 6 2 1 "-'3 
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2. 学内委員会および学外活動
Q 学内委員
組織名
生物資源学類
向上
向上
バイオシステム研究科
向上
向上
向上
向上
向上
向上
農林技術センタ一
向上
学系
向上
向上
全学
向上
向上
向上
委員会名
クラス担任
学類教育課程委員
他学類教員会議委員
科長代行
人事関連事項委員
将来計画委員長
運営委員
広報委員
LAN世話人
遠隔講義支援システム世話人
運営委員
人事検討委員
人事選考委員
将来検討委員
法人化対応委員
SCS事業実施委員
全学学群教職課程委員
教職課程専門委員
公務員試験受験対策指導教官
Q 学会活動
学会名
目本農業工学会
農業施設学会
日本熱帯農業学会
農業情報学会
委員会名もしくは役職
代議員
常任理事(編集委員長 H15.7まで) 編集幹事
評議員、電子情報委員長、編集委員
理事、評議員、副編集委員長 CH15.10より)
司 その他学外活動
組織名
日本学術会議
文部科学省
日本学術振興会
筑波大学付属駒場高等学校
活動内容
第 6部農業環境工学研連委員
教科用図書検定調査審議会委員
科学研究費委員会専門委員
SSH運営指導委員
。???? ???
筑波大学付属学校
茨城県立竹濁高等学校
茨城県教育委員会
韓国農村振興庁
(社)農林水産技術情報協会
!辺校研大学委員
評議員
SSH運営指導委員
海外名誉研究宮
平成 16年度先端技術を活用した農林水産研
究高度化事業専門評価委員
4. 国際活動
o 共同研究
期間 用務
10.3-10.13 日中拠点大学方式に
よる学術交流
じユ 留学生
氏名 出身国 研究科 学年
ステイラク タイ バイオ M2 
パンスィリ システム
渡航先
中国
経費
E=l本学術振興会
研究課題
林秀三1ミ 中国
Study on Determination of Quality Change by 
Natural Microflora on Fresh-cut Vegetables Treated 
in Several Types of Electrolyzed Water 
生命環境 D4 食品感性の定量化に関する基礎的研究
科学
生命環境 D2 アオコの多糖産生の生理学的機構の解明に関
科学 する研究
菱瑞英 中国
じl 招轄研究員
氏名 出身国
中国
期間 所属機関および役織
西北農林科技大学機械電子工程学院・技師Chang 
Sheng Wei 
2003.4.1 
-2004.3.31 
??「?
氏名:佐藤政良
識名:教授
1. 研究活動
Q 個別報告
1.乾季雨季を持つ東南アジアの河川における多目的ダムの運用改善に関する研究を行った。 2.水
田地域からの用水の還元再利用に関する基礎的な研究の一環として小貝)1水系福岡堰地区および
間堰地区における用水取水と落水流出の関係を，流量観測に基づいて検討した。 3.水田の持つ洪水
調節機能の発現機構に関する研究を行った。 4.乾田直播の導入に伴う水田用水量への影響に関する
検討を水海道市内の水田を対象に行った。 5.中毘華北地域における節水濯殺に関して用水管理シス
テムの視点から現地調査に基づ、き分析を行ったo6.発展途上国における水管理の改善に関連して、
日本の水管理の特性を検討した。
o 論文等
学術論文
1. T. Onimaru， M. Satoh， K. Kawsard ， K. Shioda 
The Present Situation and Problems of the Establishment of Water Users Organizations in the Chao 
Phraya Delta 
Trans. of JSIDRE， 225， 119-126(2003) 
2. 朱建強，哀新，佐藤政良
中国江漢平原の低湿地における農耕地の微地形が雑草発生とナタネ収量に及ぼす影響
雑草研究， Vo1.48(1-2)，31-33(2003) 
3. 九1.Satoh， A. Kawabata， V.Varawoot， K. Bancha， C. Nimit 
著書
Development of Operation Rule for Multipurpose Reservoirs to Secure Water Supply in the 
Mae Klong River Basin， Thailand 
Trans. of JSIDRE， 228， 17-24(2003) 
1. 佐藤政良(分担)
熱帯農業事典(日本熱帯農業学会)
養賢堂， pp.99，100，133，237，338，358，494，505，512，558，568(2003) 
総説・解説
1. 佐藤政良
第 3回世界水フォーラムで、議論されたこと~世界の農業用水問題
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アンテナ第 31号、 pp.47-50，家の光協会(2003) 
2. 佐藤政良
水資源新時代に望まれる流域水循環の解明
水文・水資源学会誌ヲ16(4)，323-324(2003)
3. 石井敦、佐藤政良
PIM 
農村計画学会誌， 22(3)， 239-240(2003) 
4. 佐藤政良
かわと水田
にほんのかわ， 104， 自本向)1開発調査会， pp. 6-7(2004) 
報告書等
1. 佐藤政良
水管理と農民一地域の経験と知見の共有一
平成15年度現地適正化技術開発交流セミナー報告書，(財)日本農業土木総合研究所(2004)
2. 佐藤政良
転換期を迎えた水資源学~水資源管理変革前夜
水資源学シンポジウム，自本学術会議水資源専門委員会，7K文・水資源学会，白土交通省(2004)
3. 佐藤政良
平成15年度用排水・ほ場整備基礎諸元調査用水(水田)報告書
(社)農業土木学会(2004)
4. 佐藤政良
平成15年度農業水平!j施設の多面的機能の発揮等に対応した管理体制の評価検討業
務報告書
(社)農業土木学会(2004) 
口頭発表
1. 友正達美，野本雅昭，佐藤政良
カンポディアにおける農民参加型末端水路整備の計画について
平成15年度農業土木学会大会講演会講演要旨， 76-77(2003) 
2. 松井明，佐藤政良
整備済み水田用排水路における魚類の分布に関する研究
平成15年度農業土木学会大会講演会講演要旨， 190-191(2003) 
3. 鶴田雅士包，佐藤政良，藤城公久，中津熊真幸
濯法王水田地域における還元水流出の特性
平成15年度農業土木学会大会講演会講演要旨， 418-419(2003) 
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4. M. M. Naing， M. Satoh 
River-flow Characteristics Analysis for Water Resources Development and Management in 1ρwer 
Myanmar 
平成15年度農業土木学会大会講演会講演要旨， 446-447(2003) 
5. 谷口智之，ノト)1陽子，佐藤政良，l蕗巻晴行
耕起乾田直播水田における湛水状況と土壌透水性の関係
平成15年度農業土木学会大会講演会講演要旨， 672-673(2003) 
6. 河野賢，佐藤政良
大規模請負水田経営農家の作業管理に対する水平Ij条件の影響
平成15年度農業土木学会大会講演会講演要旨， 772-773(2003) 
7. 佐久間泰一，佐藤政良，真絞秀二，豊満幸雄
タイ国ランパチ)1流域のパイナップノレ熔における土壌浸食
平成15年度農業土木学会大会講演会講演要旨， 842-843(2003) 
8. 小川茂男，佐久間泰一，佐藤政良，真板秀二，豊瀬幸雄， V. Vudivanich， B. Kwanyuen 
衛星データを用いたタイ国ランパチ)1流域の土地利用変動解析
平成15年度農業土木学会大会講演会講演要旨， 914-915(2003) 
9. A. Kimura， M. Satoh 
Characteristics of Muang Fai， Traditional Water Users' Organization in Northern Thailand 
平成15年度農業土木学会大会講演会講演要旨， 922悶923(2003)
一般講演等
1. 佐藤政良
農業水平rJの管理をめぐる農業土木研究の新たな展開方向と今後の展望
第9回中央研究集会，茨城県泉南生涯学習センター(2003)
2. M. Satoh 
基調講演 rPrinciplesfor Farmers' Participation in Irrigation ManagementJ 
平成15年度現地適正化技術交流セミナー報告書「水管理と農民~地域の経験と知見の共有j，
三回共用会議所，東京(2004)
3. 佐藤政良
農業用水の利用と水資源管理における位置づけ
水資源学シンポジウム「転換期を迎えた水資源学~水資源管理変革前夜J記録誌， pp. 30-39，日
本学術会議水資源専門委員会，日本学術会議講堂(2004)
U 外部資金
科学研究費
1. 参加型水管理における水田用水量構造の研究，基盤研究B(2)一般， 2，300，000 
?
?
? ?
受託研究費
1. 平成15年度用排水・闘場整備基礎諸元調査(用水・水田)報恩寺地区，関東農政局)800，000 
2. 教育活動
a 学群
科目名
生物環境工学基礎演習(分担 2/10)
水資源環境学(分担 5/10)
水資源利用学実験
水文・水平Ij
地域環境管理学(分担 5/10)
地域環境管理学演習(分担 12/20)
生物資源科学のための物理学(分担 5/30)
Q 環境科学研究科
科目名
生産環境工学(分担:5/10)
o 生命環境科学研究科
科目名
水利環境工学特論
水利環境工学演習 I
水利環境工学演習E
水利環境工学特別研究 I
水利環境工学特別研究E
Q 農学研究科
科目名
手'J水工学特論
利水工学演習 I
手iJ水工学演習E
利水工学特別研究 1
手iJ水工学特別研究E
単位数
2 
フ
1.S 
つ
つ
つ
3 
単位数
2 
単位数
2 
3 
3 
6 
6 
単位数
2 
3 
3 
6 
6 
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襟準履修年次 実施学期
フ 3 
3 
3 2 
4 フ
3 
3 
1-3 
襟準履修年次 実施学期i
フ
標準履修年次 実施学期
l 2 
1-3 
2 1-3 
2 
標準履修年次 実施学期
1 1 
1-3 
1-3 
1-3 
1-3 
3. 学内委員会および学外活動
Q 学内委員
組織名
生物資源学類
Q 学会活動
学会名
平成14.10'"'-' 国際水田・水環境工学会
平成 14.7'"'-' 農業土木学会
平成 14.'"'-'現在農業土木学会
平成 14.8'"'-'現在水文・水資源学会
Q その他学外活動
組織名
岩手大学農学部
大学評価・学位授与機構
茨城県
茨城県
国土交通省下館河川事務所
国際協力事業団
(財)農業土木総合研究所
(財)農業土木総合研究所
(財)農業土木総合研究所
(財)農業土木総合研究所
日本学術振興会
縁資源公団
緑資源公団
国際協力事業団
居際協力事業団
国際協力事業部
国際協力事業団
国際協力事業団
委員会名
将来検討委員会委員長
委員会名もしくは役職
編集・関読委員
農業水利施設の多面的機能の発揮等に対応した
管理体制の中間点検検討委員会委員長
水田用水基礎諸元調査委員会委員長
理事、副会長
活動内容
非常勤講師
学位審査専門委員
公共事業再評価委員会委員
茨城県河川整備計画検討委員会委員
鬼怒川水環境再生委員会委員
水管理技術改善合同国内委員会委員
農業水利問題検討委員会委員
日中農業水手iJ交流研究会委員
ICID活動推進委員会委員
jlCA集団研修「持続的な水資源開発コースj講師
社会環境工学研究連絡委員会委員
jlCA集団研修講師
農民参加による農業農村開発コース講師
濯蹴排水コース研修講師
稲作コース研修講師
エジプト国特設「参加型水管理jコース講師
ケニア国特設「小規模かんがし¥農業Jコース講師
フィリピン「水利組合組織体制改善jコース講師
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国際協力機構
図際協力機構
国際協力機構
図際協力機構
国際交流サービス協会
エジブ。1'-'アラブ、共和国水管理改善計画専門家
タイ[~r水管理システム近代化計画j コース講師
潜絞・水管理セミナー研修講師
南アフリカ国別研修「農業農村開発Jコース講師
住民参加型水管理研修講師
4. 0際活動
Q 海外出張・研修
海外派遣
期間 用務 渡航先 経費
白際協力事業毘3.4~3.15 農民水平Ij組織に係る技術指導 エジプト
現地調査
期間 用務 渡航先
6.15-6.22 水資源管理に関する調査 タイ
7.20-7.31 農業用水量に関する研究 タイ
10.4-10.11 水管理に関する調査 タイ
11.30-12.7 水管理に演する調査 タイ
12.18-12.28 農業用水量に関する研究 タイ、ベトナム
2.22-2.26 水資源管理に関する調査 タイ
経費
出費
科学研究費
自費
科学研究費
自費
5. その他
TASAE2003における B本代表、キーパーソンを務める。
「?? ?
氏名:清水直人
戦名:講錦
1. 研究活動
Q 個別報告
循環型社会講築に向けた食品未利用資源、の有効利用に関する研究を推進した。穀類(米，麦)， 
豆類，オカラを対象として，これらの食品素材の物性計測，品質評価，機能性評価手法の開発を
行い，食品素材の新規提案に関する研究を密際的な視点から行っている。
1. ケモメトリックス(計量化学)の可視/近赤外分光法への応用:スペクトル前処理について
の検討を行った。
2. 全粒透過型近赤外分光;去の研究:光学データの取得方式がモデルの精度に及ぼす影響を解
析した。
3. 米，豆類，オカラを利用する発酵による新食品素材の開発:発酵プロセスの解析，機能性
成分の消長，製品のテクスチャ評価を行った。
4. 米加工プロセスにおけるうイフサイクjレ・インベントリ分析:解析にあたり米加工プロセ
ス分野の境界粂件を求めた。
Q 論文等
学術論文
1. N. Shimizu， H. Okadome， T.Yanagisawa， H. Andren， K. Thente， T.Kimura， and K. Ohtsubo 
Application of Visible/Near-infrared Transmittance Spectroscopy for the Improvement of Amylose 
Determination Accuracy 
Food Science and Technology Research， 9(2)， 134-136， (2003). 
2. Md. R. Islam， N. Shimizu， S.Furuichi， and T. Kimura 
Effect of Processing Conditions on Cooking Qualities of Parboiled Rice 
Journal of the Japanese Society of Agricultural Machinery， 65(2)， 85白93，(2003). 
3. P. Roy， N. Shimizu， and T. Kimura 
Energy Consumption in Local Parboiling Process 
Journal of the Japanese Society of Agricultural Machinery， 65(5)， 133-141， (2003). 
国際会議論文(プロシーディングス)
1. N. Shimizu， H. Okadome， T.Yanagisawa， H. Andren， K. Thente， T.Kimura， and K. Ohtsubo 
Improvement of Amylose Determination Accuracy by Visible/Near-Infrared Tramsmittance 
Spectroscopy 
ASAE-paper， No. 036017， Las Vegas， USA， (2003). 
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2. T. Kimura， H. Koyama， N. Shimizu， T.Inoue 
Application of Novel PCR Method to Microbial Monitoring in Food Processing and Safety 
ASAE-paper， No. 036172， Las Vegas， USA， (2003). 
3. N. Komatsuzaki， K. Tsukahara， H. Toyoshima， T.Suzuki， N. Shimizu， T.Kimura 
E百ectof Soaking and Gaseous Phase Sprout Processing on the GABA Content of Pre-Germinated 
Brown Rice 
ASAE-paper， No. 036073， Las Vegas， USA， (2003). 
4. T. Yanagida， N. Shimizu， T.Kimura 
Properties of Wax Extracted from Banana Leaves 
ASAE-paper， No. 036026， Las Vegas， USA， (2003).Trajectory control system for autonomous 
agricultural tractors 
Proceedings of 13th International Conference of the ISTVS， 743-750， Munich Germany (2002) 
著書
l. 清水直人
第 l章 食品産業における環境問題(分担執筆)， pp15-28，木村俊範編著:
食品のゼロエミッション，幸書房， 2003 
2. Naoto Shimizu 
Rice Mill Byproduct Utilization Technology 
KOKKEN， PRPC， In“RICE POSTPRODUCTION TECHNOLOGY" 
A Technical Reference Guide. pp. 393-405， 2003. 
3. 清水直人
米の形態・組織，米の食味評価法，米の炊飯特性試験(分担執筆)
熱帯農業事典編集委員会編:熱帯農業事典，養竪堂， 2003. 
報告書等
l. 吉崎繁，清水産人，蛎灰谷佳世
フィリピンにおける活動報告
ODAアジア地域穀物流通効率化支援事業に係るワークショップ(ディスカッション)の報
告書
臼本穀物検定協会， 113-286， (2003). 
2. 清水直人
ODAアジア地域穀物流通効率化支援事業に係るワークショッフ(ディスカッション)の報
告書
日本穀物検定協会， 154-207， (2003). 
3. N. Shimizu， T.Kimura， H. Okadome， K. Ohtsubo， T.Yanagisawa， H. Andren， and K. Thente 
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Improving the Accuracy of Amylose Determination by Visible Near Infrared Transmittance 
Spectroscopy 
The Foss Group Journal of Technology for Food， Dairy and Agricu1tural Analyses， 27(3)， 20ω22， 
(2003). 
口頭発表
1. 清水産人，木村俊範，ヘン r)ック・アンドレン，岡留博司，大坪研一
透過型近赤外分光法による米の非破壊的品質評価(第3報)
農業機械学会第 62屈講演要旨 生研機構， 443-444， 2003.4. 
2. 程永強，清水産人，木村俊範
オカラの添加が異なる凝菌剤の豆腐のテクスチャーに及ぼす影響
日本食品工学会第4図 (2003年度)年次大会講演要旨集，滋賀県立県民交流センター， 80， 
2003.8. 
3. Sudeepa Malkanthi， Naoto Shimizu， Toshinori Kimura 
E妊'ectof Drying Conditions on Physicochemical Properties of Parboiled Rice 
日本食品工学会第4回 (2003年度)年次大会講演要旨集，滋賀県立県民交流センター， 81， 
2003.8. 
4. Marcos A. das NevesフKiwamuShiiba， Naoto Shimizu， Toshinori Kimura 
Ethanol Production from Hydrolyzed Low-Grade Wheat Flour Using Saccharomyces Cerevisiae 
NBRC 2114 
日本食品工学会第4回 (2003年度)年次大会講演要旨集，滋賀県立県民交流センター， 112， 
2003.8. 
5. Poritosh Roy， Naoto Shimizu， Toshinori Kimura 
Effect of Energy Consumption on the Quality of Parboiled Rice 
日本食品工学会第4回 (2003年度)年次大会講演要旨集，滋賀県立県民交流センター， 126， 
2003.8. 
6. 清水直人，清宮久子，豊木彩，木村俊範
米，豆類，オカラを利用する発酵による新食品開発
日本食品科学工学会，第 50回大会講演集，東京農業大学， 42， 2003.9. 
7. 柳田高志，清水産人，木村俊範
バナナの葉から抽出したワックスの基礎特性について
日本食品科学工学会，第 50呂大会講演集，東京農業大学， 37， 2003.9. 
8. 間留博司，清水産人，鈴木啓太郎，大坪研一
米飯物性{直による米品質予測モデルの検討
B本食品科学工学会，第 50自大会講演集，東京農業大学， 48， 2003.9. 
9. 小松崎典子，塚原菊一，豊島英続，清水直人，木村俊範
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炭酸ガス環境下で発芽させた玄米中の γーアミノ酪酸 (GABA) の蓄積
日本食品科学工学会，第 501:0大会講演集，東京農業大学， 75， 2003.9. 
10. Md. Ashraful Haque， Naoto Shimizu，τ'oshinori Kimura 
Rice Postharvest Practices in Bangladesh 
農業機械学会第 39回関東支部年次報告，東京農業大学世田谷キャンパス， 46-47， 2003.9. 
11. Letsoalo. M. Andrica， Naoto Shimizu， Toshinori Kimura 
Fermentation Characteristics of South African Fermented Maize Paste 
農業機械学会第 39回関東支部年次報告，東京農業大学世田谷キャンパス， 56-57， 2003.9. 
一般講演等
1. N. Shimizu， H. Seimiya， A. Toyoki and T. Kimura 
Application of the Dosa Fermentation Process to Tofu-byproduct Utilization in Food Industry 
5th International Food Convention 5-8 December 2003， Mysore， lndiaョ2003.12. 
2. T. Kimura， H. Koyama， T.Inoue and N. ShimIzu 
Application of Novel PCR Method to Microbial Monitoring in Food Processing and Safety for Food 
Zero-emission System 
5th International Food Convention 5-8 December 2003， Mysore， India， 2003. 
Q 外部資金
学内プロジェクト
1. 食料資源循環解析のためのバイオライフサイクルアセスメント手法の開発，奨励研究，
500.000円
2. 教育活動
Q 学群
科目名
食品工場設計(1回分)
食品工学実験 (2@J分)
製図及び実習 (2@J分)
U 生命環境科学研究科
科目名
先端技術開発学演習 I~V
単位数
2 
1.5 
1.5 
単位数
3 
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標準履修年次 実施学期
3 3 
3 集中
3 1 
標準履修年次 実施学期
1~5 1~3 
3. 学内委員会および学外活動
ロ その他学外活動
組織名
茨城県立農業大学校研究科
ODArアジア地域穀物流通効率化支援事業J
国際協力事業団集団研修
4. 毘際活動
q 海外出張・研修
額際会議・国際研究集会への参加
期間 用務
7.27-8.1 アメリカ農業工学会
における研究発表
12.1-12.9 IFCON2003 (2003年度
国際食品会議)におけ
る研究発表及びイン
ドにおける食品産業
技術調査
活動内容
非常勤講師
学識委員
「米の収穫後処理技術コースJ非常勤講師
渡航先 経費
アメリカ合衆冨 委任経理金
(木村教授分)
インド中央食品研究 委任経理金
所 (木村教授分)
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氏名:杉浦具IJ夫
職名:助教授
1 . 研究活動
Q 概要
L 環境生態構造変異微生物の発生と消滅機構解明
水利用上重要な湖沼における藍藻類等を中心とした微生物の異常治殖の原因および障害と
なるその代謝物質等の産生分解のメカニズムを解明する。
2. 水環境質変換技術の開発
生物膜法の分子生物学的手法を活用した特性機能解明物埋、化学、生物学的手法による環
境変異微生物および有害化学物質制御手法の確立を目指している。
3. 高度水処理技術及び汚濁水域の流域管理手法の開発
高度な汚濁因子モニタ一法、汚濁負荷の評価法、汚濁負荷監視システム法の開発を展開し
ている。
4. 未利用資源・廃棄物の活用とリサイクルシステムの構築
以上の研究課題に取り組み、本年度は、世界的に注目されている富栄養化した水域で発生する
有毒アオコ由来毒性物質 microcystin産生の外的因子と内的因子の影響に関して検討した。以下
の成果を挙げた。外的因子としての窒素、リンの毒素産生への影響について、窒素は産生と正の
相関がみられたがリンは、増大により毒素が分解減少する負の相関がみられ新たな知見が得られ
た。また、毒素の産生は細胞周期プロセスの G2/M期に最大となり、とくに産生は DNA分裂が活
発な時期に増大することが解明できた。内的因子は外的因子に比べ極めて毒素産生に重要である
ことが解明できた。また、化学合成物質を含め有毒物質 microcystin.異臭味物質、難分解性物質
などを含有する水質を改善するための高効率機能性微生物を分離・培養した。実際の水処理技術
に応用するための電気化学的処理手法の開発研究を行うと伴に、水環境中の内分泌かく乱物質、
微量有害化学物質、藍藻産生毒素等を対象として、それらの物質が動物細胞に及ぼす毒性影響評
価解明等の研究を行なった。
o 論文等
学術論文
1. Saitou T.， Sugiura N勺ItayamaT.， lnamori Y.， Matsumura M. 
Degradation of Microcystis and Microcystin by Microorganisms lnhabited on Biofilm Scraped from 
Practical Treatment Facility 
Environmental Technology， Vo1.24， 143-151(2003) 
2. Saitou T.， Itayama T.，lnamori Y.， Sugiura N勺 MatsumuraM. 
3. Characteristics of biodegradation of cyanobacterial toxin microcystin LR in Environmental water 
under the river-die-away test 
??
Jap. J. Wat. Treat. Bio1.， Vo1.39， No.1， 1-18(2003) 
4. Saitou T.， Okano， K.， Park H.D.， Itayama，T. InamorI， Y.， Neilan B.A.， Burns B.P.， Sugiura N. 
Detection and sequencing of the microcystin LR-degrading gene， mlrA ， from new bacteria isolated 
from J apanese lakes 
FEMS Microbiology Leters 229， 271-276(2003) 
5. Feng c.， Suzuki K.， Zhao S.， Sugiura N.， Shimada S.， Maekawa T. 
Water disinfection by electrochemical treatment. 
Bioresource Technology 2347， 1-5 (2003) 
6. F. Tanaka， C. Feng， N. Sugiura and T.九1aekawa.
Electrochemical Removal of Ammonium Ion and Organic Substances from Landfill Leachate. 
Jap. J. Wat. Treat. Biology， 39(2)， pp. 75-84 (2003) 
7. Kameyama K.， Sugiura N.， lnamori Y.， Maek制時'aT.
Chracteristics of microcystins production in the cell cycle of Microcystis virdis. 
Environmental Toxicology 19ム20-25(2004) 
口頭発表
1. 亀山恵司、杉浦熊夫、稲森悠平、前)1孝昭
有毒藍藻類Microcystis属の総胞周期における mcy遺伝子発現解析
B本水処理生物学会、 23、Nov.，p55 (2003) 
2. 長谷川賞之、亀山恵可、杉浦知夫、前)11孝昭
藍藻類Microcystis属の有毒物質 microcystin産生に及ぼす微生物間相互作用に関する研究
日本水処理生物学会、 2 3、Nov.，P 6 (2 0 0 3) 
3. 岡野邦宏、斎藤猛、板山朋聡、稲森悠平、杉浦期夫
microcystin分解酵素の大量発現系の構築に関する研究
日本水処理生物学会、 23、Nov.，P 5 6 (2 0 0 3) 
4. 岡崎毅、杉浦知夫、前J!I孝昭
電気化学的手法を用いた難分解性物質の分解処理に関する研究
日本水処理生物学会、 2 3、Nov.，P 7 2 (2 0 0 3) 
5. 河内幸夫、稲森悠平、杉滞刻夫、前JI!孝昭
好アルカ 1)性 microcystin分解菌の探索
日本水環境学会、 3 8、March、p.4 8 6 (2 0 0 4) 
6. 亀山恵、司、杉浦郎夫、稲森悠平、前)11孝昭
藍藻類Microcystis属の有毒物質の産生特性
B本水環境学会、 38、March、p.4 8 7 (2 0 0 4) 
7. 粛藤猛、板山朋聡、杉滞期夫、稲森悠平
PPI testを用いたラン藻類 microcystinの毒性評価
B本水環境学会、 38、March、p.4 9 1 (2 0 0 4) 
っ ，
?
??
国際会議論文(プロシーディングス)
1. 最近の水環境修復技術開発
ニューサウスウエールズ大学分子生物学部主催講演
2003年6月(オーストラリア)
一般講演等
1. 杉浦則夫
廿， ，岩唱
コミ:A
最近の水環境の動向
茨城県県西地方研修会、下館、 2(2004) 
1. 平成 15年度 生態、工学会論文賞受賞
ロ外部資金
受託研究費
1. 課題:有毒アオコの国際ネットワーク創り「分担J
種類、:科学技術振興調整費
金額:800，000 
2. 課題:豊かな生き物を育む湖沼の再生「分担j
種類:環境技術開発等推進事業 環境省
金額:4.000.000 
学内プ口ジェクト
1. 課題:富栄養化湖沼におけるアオコ由来有毒物質 microcystin産生予測手法の開発
種類:学内プロジェクト A，金額:1，500，000 
2. 教育活動
Q 学群
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
地域環境管理学演習(分担:2/10) 1 3 1 
水資源環境学(分担:5/10) 2 3 1 
食品衛生学(分担:5/10) つ 3 つ
環境生物処理工学(分担:5/10) 2 3 2 
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Q バイオシステム研究科
? ?
? ?
?
? ? ?????
? ?
?????
?，
?????
単位数 標準履修年次
3 
実施学期
2 l 
Q 生命環境科学研究科
科呂名 単位数 標準麗修年次 実施学期
食品プロセス工学演習 1(分担) 3 1 不定期
食品プロセス工学演習 I (分担) 3 2 不定期
食品プロセス工学演習 II(分担) 3 3 不定期
食品プロセス工学特別研究 1(分担) 6 不定期
食品プロセス工学特別研究 I(分担) 6 2 不定期
3. 学内委員会および学外活動
Q 学内委員
??
?????
委員会名
運営委員会(総務)
将来計画委員会
将来計画委員会バイオシステム研究科
Q 学会活動
?? ??
平成5年~現在
平成6年~現在
平成8年~現在
委員会名もしくは役職
日本水処理生物学会 評議員
日本水処理生物学会 受賞委員、編集委員
International Association on Water Quality査読委員
その他学外活動
組織名
平成2年~現在
平成 11年~現在
平成 13年~現在
平成 13年~現在
平成 14年~現在
活動内容
国立環境研究所 客員研究員
茨城大学工学部 非常勤講師
茨城県研修所講師
経済産業省 公害防止管理者等国家試験委員
環境省 要監視項目再検討委員会委員
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4. 国際活動
海外派遣
期間 fl務 渡航先 経費
2003. 5.1-7.30 在外研究 オーストラリアニュー 文部科学省在外研究費
サウスウエールズ、大学
免疫分子生物学部
共同研究
期間 用務 渡航先 経費
2003.10.10-10.20 拠点大学交流事業に 中華人民共和国 拠点大学交流事業費
伴う共同研究
2003.1.4-1.10 有毒アオコの発生i坊 ベトナム社会主義共 科学技術振興調整費
止国際ネットワーク 和国
怠IJり
留学生
氏名 出身国 研究科 学年 研究課題
祈春青 中国 バイオシ M2 農産廃棄物を利用した鹿角霊芝の液体培養
ステム
周宇林 中国 バイオシ M2 中国准河領域における水環境汚染の影響評価
ステム と流域管理
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氏名: 瀬能誠之
職名: 助教授
1. 研究活動
Q 舘完IJ報告
1. 農村景観整備のための計画手法の開発:農村景観の評価について、写真映像により収集したデ
ータについて分析を行ったO また、景観条例の施行と効果について事例調査を行ったO
2. 伝統的建造物の保存方法に関する調査:歴史的に価値のある民家、および街並みなどの保存方
法について、現地調査を行うとともにそのあり方を検討した。
3. 農村の自然環境整備事業における住民参加: アンケート調査等による事例調査を行い、今後の
自然環境整備計画手法について分析した。
4. 農産物産売所に関する調査研究:地域活性化の一方法としての農産物直売月ITの利用状況と運
営の実態に関する調査研究を行った。
5. 都市型市民活動の展開と課題:さまざまな活動対象と形態をもっ都市型市民活動について、その
展開過程と現状における問題点などの調査を行い、今後の課題について考察した。
6. 自然環境保全に関するネットワーク構築の試み: 自然環境の保全については、特定の狭い地域
に限定されたものを「点jとすれば、援数の基礎自治体や広域に亘る「線jや「面Jのケースがある。 9
つの市区に関わる市民レベノレのネットワークとその組織化を試みた。
7. 財団法人都市農山村交流活性化機構評議員などの活動を行ったO
2. 教育活動
Q 学群
科目名
生物生産施設学(5因分)
生物生産環境情報学(5回分)
生物生産システム学基礎実験(2回分)
生物生産システム学実験(2回分)
食品工場設計(2回分)
生物生産機械・施設学実験(5回分)
Q 環境科学研究科
科目名
生物資源工学(5回分)
環境科学演習
単位数 標準履修年次
2 3 
2 3 
1.5 3 
1.5 3 
l.5 3 
1.5 3・4
単位数 標準履修年次
2 
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実施学期
2 
2 
3 
3 
3 
実施学期
3 
2・3
環境右IJ成総合演習
o 農学研究科
科目名
施設環境工学(5回分)
3. 学内委員会および学外活動
Q その他学外活動
組織名
財団法人都市農山村交流活性化機構
単位数
活動内容
評議員
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標準履修年次
2・3
実施学期j
1"'-'3 
氏名:瀧)11 具弘
職名:助教授
1. 研究活動
Q 偲別報告
農業用ロボ、ットの基礎機能として必要な車両の自律走行システムについて研究した。従来の研究は、
ほ場内における作業自動化にとど、まっている。本研究では、農業作業の完全自動化を目指して，自律
作業中の資材補給作業機の付け替えの自動化を実現するために、非線形制御法の応用による走行
軌跡制御を研究している。その結果，実験用無人走行車両による肥料補給模擬試験などに成功した。
大規模農業ではけん引式作業機が多く使用されている。けん引作業機の制御は人にとっても困難な
面があり、習熟に時間を要する。そこで、軌道制御法をけん引作業機に応用できるように拡張し，さらに
後退時のフィードバックによる安定化法を検討した。人の操作でも，コンピュータ制御でも，容易に重量
物のハンド、リングを可能とするフロントロー夕、、型のハンドリング装置の開発と制御系設計を行った。オブ
ジェクト指向モデ、リンク1こ基づく、ンミュレー タに， OpenGLを利用したク寸ラフィック表示機能を追加し，車
両走行シミュレータとしての実装を行った。タイ留ランパチ)1流域における農業機械利用システムの合
理化について、コントラクタ活動を中心に調査を継続した。新たな発想によるけん引作業機制御装置を
考案し研究を進めた結果、特許を申請した。また，こうした研究成果の一部は論文，国際シンポジウム
などで発表した。
日本学術会議農業機械学研究連絡委員、農業機械学会評議員や農作業学会評議員、常任幹事，
用語集作成委員長、編集委員などとして活動した。
q 論文等
学術論文
1. 張強・本間毅・瀧川兵弘・小池正之
3自由度フロントローダ用車IJ御システムの開発
農業機械学会誌 65(5)，84-91(2003)
2. T.Ahamed， T.Takigawa， M.Koike， M.M.Hossain， M.M. HuqラM.O.Faruk 
Assessment of Energy Status By GIS for Agricultural Mechanization: A Case Study in Bangladesh 
農作業研究 38(4)，221-236(2003)
口頭発表
1. Abdullakasim W.， M. Koike， T.Takigawa， H. Hasegawa， A. Yoda， B. Bahalayodhin， P.Usaborisut 
Behavioral interpretation of soil stress state under vehicular loading 
第 62回農業機械学会講演要旨(2003)
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2. 教育活動
q 学群
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
計測制御工学実験(1 1m分) 1.5 フ
生物生産科学実習 (4回) 3.0 フ 1・2
熱・物質移動の科学(3 [弓) 2.0 つ フ
生物資源科学情報処理及び実習 (4回) 3.5 つ 3 
生物生産システム工学(5回) 2.0 3 
生物生産システム学(2回) 2.0 3 l 
生物生産システム学実習(3回) 4.5 3 1"-'3 
生物生産機械工学(5回) 2.0 3 3 
生物システム学実験 (4回) 1.5 3 3 
生物生産機械工学実智(5日間) l.0 3・4 集中
o バイオシステム研究科
科自名 単位数 標準履修年次 実施学期
生物園システム制御論 2 2 
Q 生命環境科学研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
生物生産知能システム工学 つ 1・2 2 
ロ 農学研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
生物生産機械学演習E 3 2 1""'3 
3. 学内委員会および学外活動
q 学内委員
組織名 委員会名
農林工学系 運営委員・将来計画委員
農林技術センター センター長補佐・農場総括・運営委員・IS014∞1
環境管理責任者
生物資源学類 JABEE小委員会委員・将来検討委員
-79-
Q 学会活動
学会名
日本学術会議
農業機械学会
日本農作業学会
国際農業工学会
委員会名もしくは役職
農業機械学研究連絡委員会 委員
評議員，出版委員会委員，編集幹事長
評議員，常任幹事，編集委員
第V部理事
Q その他学外活動
組織名
農林水産省
茨城県
活動内容
農業資材審議会専門委員
農業総合センター客員研究員
4. 国際活動
Q 海外出張。研修
現地調査
??
用務
東南アジアにおける
農業機械設計概念の
特質に関する調査
東南アジアにおける
農業機械設計概念の
特質に関する調査
渡航先
フィリピン共和冨
タイ0
経費
科研11.13-11.18 
11.18-11.23 
1.6-1.11 タイ王留 科研
留学生
氏名
張強
出身国 研究科学年 研究課題
中国 生命環境科学研究科
Junyusen Payungsak タイ王国 生命環境科学研究科
Ahamed Tofael パングラディシュ 生命環境科学研究科
5. その他
農林技術センターにおいて，センター長補佐，農場総括として活動するとともに， IS014oo1 
の認証取得を目標としてセンターでの環境マネジメント・システム構築の責任者として活動した。
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氏名:張振重
職名:議部
1. 研究活動
q 信男IJ報告
一生物資源プロセス工学手法を用いた農産廃棄物の再資源化及び有用物質の!?号発一
微生物の機能強化による有用物質の創出と水環境の修復、 COゥのi苫定を図れる嫌気性菌を用い
て、ビタミン B12などの有用物質の生成やメタン生成などの微生物的化学反応を行う。又、嫌
気性微生物の特性を解析し、その特性を利用した発酵槽内の菌体を高密度に滞留させ、微生物的
反応や有用物の生成速度を高める。これに関して以下の 6テーマを現在行っている。
1. 高効率嫌気性バイオリアクタ及び水浄化技術の!J号発を行った。特に馴養したメタノール資
化性メタン菌を用いて、ビタミンB1 2の生産性やメタンの生成等を検討行った。温度や
栄養素などのメタン菌への影響などについて明確された。
2. メタン発酵による食品加工廃液・物の再資源化と有用物ビタミン B12の生産技術について
研究をした。
3. 古米や蚕業廃棄婦や農産物バイオマス等を生物工学手法による付加価値高い機能性養殖飼
料への変換技術を開発した。特にカど類菌を用い、 !こ記の廃棄物を機能性の高い抗菌、抗
ウィルス性の機能性餌の創出を試みた。
4. オカラや焼酎廃液などの蛋白質系廃棄物の枯草菌 (haybaci1lus)発酵による有用物納豆キナ
ーゼの生産技術を開発した。
5. 植物資源由来のアントシアニンの抽出・精製及びバイオアッセイによる機能性評価を行つ
た。特に大腸癌細胞を用いて、添加したアントシアニンによるアポトシス効果を検討した。
6. グルカン類や松ぼくりからのリグニン機能性素材に対し、細胞レベルから動物レベルまで
の機能評価(医学との連携)を行った。松ぼくりから抽出したリグニン類の素材は抗がん
作用を示され、今後このような低利用資源の抗菌性機能性餌への開発に繋がりとなると予
想される。
Q 論文等
学術論文
1. Yansheng Zhang， Zhenya Zhang， Keitarou Suzuki and Takaaki Maekawa 
UPTAKE AND MASS BALANCE OF TRACE METALS FOR METHANE PRODUCING 
BACTERIA， 
Biomass and Bioenergy， 25(2) 427-433(2003) 
2. Ye CHEN， ZhenYa ZHANG， Yutaka ISIKAWA and Takaaki弥生生EKAWA
Properties of the extruded acetylated starch plastic fi1led cellulose acetate， American Society of 
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Agricultural Engineers， 46(4) : 1167-1173 (2003) 
3. Yingnan Yang， Zhenya Zhang， Jun Lu， Takaaki恥laekawa
Continuous methane fermentation and production of vitamin B12 in a fixed-bed reactor packed with 
loofah 
Bioresource technology， 92: 285-290 (2004) 
4. Zhenya Zhang， Taisheng Quan， Yansheng Zhang， Pomin Li， Norio Sugiura， Takaaki Maekawa 
Study on Methane Fermentation and Production of Vitamin B12 from A1cohol Waste Slurry 
Applied Biochemistry and Biotechnology， vol. 113-116: 1033-1039 (2004) 
5. 李柏畏・新屋文隆・張振亜・前)[1孝昭
低温場1養による微量金属塩を包括した担体の中温メタン生成葱の検討
農業施設、 35(2) : (2004) 
笛際会議論文(プロシーディングス)
1. Ye CHEN， Yutaka ISHlKAWA， Zhenya ZHANG and Takaaki九1AEKAWA
Mechanical properties of the extruded acetylated starch plastic filled cellulose acetate and evaluation 
of its biodegrade properties 
2003 ANNUAL INTERNATIONAL MIITING sponsored by ASAE， Riviera Hotel and Convention 
Center， Las Vegas， Nevata， USA， 21-30 July 
2. Zhenya Zhang， Taisheng Quan， Yansheng ZhanιPomin Li， Norio Sugiura， Takaaki Maekawa 
Study on Methane Fermentation and Production of Vitamin B12 from A1cohol Waste Slurry 
25th symposium on Biotechnology for Fuels and Chemicals， Breckenridge， Colorado， USA， May 
4-7， 2003， pp 6A-9. 
3. Pomin Li， Zhenya Zhang， Norio Sugiura， Takeo Inoue， Takaaki九1aekawa
著警
The Development of a Pilot-Scale Hydrogen Energy System From Livestock Wastes and Raw 
Garbage 
25th symposium on Biotechnology for Fuels and Chemicals， Breckenridge， Colorado， USA， May 
4-7，2003， pp 6A-31. 
1. 張振亜等5人共著
「准}II流域における持続的開発に関する戦略J水資源の再利用、生物と土壌資源保全第 8、
9章分担
化学工業出版社、 p153-186 (2003年)
口頭発表
1. f印 春青・張 振亜・ JIWU • Phet Lwin・武田徹・上条章雄・杉滞則夫・前JI孝昭
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鹿角霊芝水溶性 Bー グルカンの抗癌作用
日本食品工学会第 5由(2004年)年次大会講演要旨集:PC2 (2004) 
2. 張 振亜・ m~ 春青.JI WU . Phet Lwin .武田徹ー上条章雄・杉浦則夫・前)1孝昭
カパノアナタケから精製した SOD様物質の機能性評価
日本食品工学会第5回(2004年)年次大会講演要旨集:PC 3 (2004) 
3. 岡本愛・張振亜.1 WU . Phet Lwin・武田徹・杉滞郎夫
松かさ成分の機能性評価
日本食品工学会第5回(2004年)年次大会講演要旨集:PC 4 (2004) 
4. 吉岡正浩・張 振亜.JI WU . Phet Lwin .武田徹・前)1 [孝昭
中居産ブルーペリーの癌細胞増殖抑制効果作用の評価
日本食品工学会第5白(2004年)年次大会講演要旨集:PC 5 (2004) 
o 外部資金
学内プロジェクト
1. 蛋白系廃棄物資源を基質とした薬用キノコ菌体発酵により高機能性飼料の台IJ/1)， 700，000 
受託研究費
1. 湖沼の富栄養化防止・修復のための持続可能な生態環境保全技術の確立(分担)， 独立行政
法人 科学技術振興機構、 2004年度 18，000，000(分担分 1/10) 
2. 教膏活動
Q 学群
科呂名
食糧システム学実験(3回分)
食品工学実験(3回分)
1.5 
1.5 
????
1 
1 
単位数 標準履修年次 実施学期
Q 環境科学研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
土壌環境科学実習 1.5 1，2 集中
環境科学演習 1 1，2 集中
廃棄物処理技術論(分担 1/2) 2 1，2 集中
環境科学 II (一回分) 2 1 l 
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Q 生命環境科学研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
食品プロセス工学演習 i 3 1-3 不定期
食品プロセス工学演習 11 3 1-3 不定期
食品プロセス工学演習 11 1 3 1-3 不定期
食品プロセス工学演習 1V 3 1-3 不定期
食品プロセス工学演習V 3 1-3 不定期
Q 農学研究科
科目名
農林工学専攻実験 11 
標準履修年次単位数
1 
実施学期
集中「 ? ?
3. 学内委員会および学外活動
Q 学内委員
??
?????
委員会名
運営委員経理担当
Q 学会活動
学会名
B本農業施設学会
委員会名もしくは役職
常任理事(編集委員会幹事)
4. 包際活動
Q 海外出張・研修
毘際会議・国際研究集会への参加
?
用務
拠点大学交流プロジ
ェクト(水源地環境修
復及び水水質改善技
術の応用
拠点大学交流プロジ
ェクト(水源地環境修
復及び水水質改善技
術の応用
渡航先
中国
経費
JSPS 7.16-7.23 
11.25-12.02 中国 JSPS 
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共同研究
? ?
? ?
? ????
?
?
? 用務
秦皇島水源地地域の
澱粉廃水処理:北京大
学、中国水平IJ部との共
同研究
渡航先
中i主i
経費
独立行政法人科学
技術振興機構
3.18-3.23 
留学生
氏名 出身0 研究科学年 研究課題
汗IJ留慶 中国 環境科学研究科研究生 蛋i主i系廃棄物資源化
胡宏海 中国 環境科学研究科院生 1 植物性機能性物質SODの精製
鄭海港 中留 環境科学研究科研究生 ゴミ資源化データベース構築
カ岩 中国 環境科学研究科研究生 廃材からリグニンの回収利用
「 「
?
??
氏名:露出文一部
殺名:教授
1. 研究活動
Q 個別報告
(1)バイオマスの液化とその応用
バイオマスや木質系廃材の有効利用の観点から、これらの資源を液化して樹脂に誘導する研究を継
続して行っている。木材や植物系廃棄物をエチレングリコーノレやグリセリン等のポリオーノレ系溶剤jを用
いて硫酸触媒下で液化することに成功しているが、 Eーカプロラクトンとグリセリンの混合溶媒系の液化
について新しい知見を得た。得られた各種液化物をから、水溶性の各種多官能性エポキシ化合物や油
性エポキシ化合物と反応させることにより新規樹脂を開発したO また、液化物中の木材やノ《イオマスの
含有量を50%まで高めることに成功した。 液化の前段階で、オゾン処理を施すことにより、液化率を向
上できることも確認した。さらに、液化現象を応用した木材接着について検討を行ったO
(2)木質材料からのホノレムアルデ、ヒド放散の低減
ユリア樹脂接着剤やメラミン・ユリア共縮合樹脂接着を用いて製造した合板やノミーティクノレボード、等の
木質材料から放散するホノレムアルデ、ヒド、は、シックハウス症候群等の原因物質とされ、室内住環境面か
ら改善が求められている。このホルムアルデ、ヒド、放散の低減方法について従来より研究しているが、ホノレ
ムアルデ、ヒド、捕捉斉IJは工業的には通常接着剤に混合して用いられるが、木材への前処理すなわち含浸
処理、ならびに接着後の木質材料への後処理に効果があることを、合板とパーティクノレボードへの応用
研究により確認した。
(3)木材ーセメント複合材料(木質系セメントボード)に関する研究
木材ーセメント複合材料は、通常のセメンとボード、に比べて軽量かっフレキシブノレで、あるため開発が
進められている。しかし、この複合材料を製造する際に、木材がセメントの硬化を阻害することがある。こ
のような観点から中国産の約30種の樹種について水和熱を測定して硬化状況を把握し、硬化阻害の
程度に応じて5種のタイプに分類すると同時に硬化阻害を改善する化学物質を開発してきた。木材を水
蒸気爆裂して得られる繊維状エレメントを、フレキシブPルなボード、製造の原料として利用することを検討
しているが、この際に硬化阻害を起こすことが判明し、その原因を化学分析や電子顕微鏡により解明し
た。
q 論文等
学術論文
1. Y. M. Wei， B. Tomita， Yasushi， Y.Hiramatsu， A. Miyatake， T.F可i，T. Fujii， S.Yoshinaga 
Hydration behavior and compressive strength of cement mixed with exploded wood fiber strand 
obtained by the water-vapor expansion process 
J.Wood Science， Vo1.49， No.5， pp.317-326 (2003) 
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? ?? ? ?
1. 富田文一郎
木材利用
森林の百科、編集:井上真、桜井尚武、鈴木和夫、富田文一郎、中i智子透、朝倉喜j苫出版、
13-18 (2003) 
2. 富田文一郎
ポスト石油化学原料と森林
3. 森林の百科、編集:井上真、桜井尚武、鈴木和夫、富田文一郎、中静透、朝倉書)d.~ 出版、
674-676 (2003) 
4. 富田文一部
農学教育の特性と課題
農業・農学の展望-循環型社会に向けて、編集:21世紀農業・農学研究会、東京農業大学
出版、 302-308(2004) 
口頭発表
1. 金子礼、梶山幹夫、富田文一郎
ユリア樹脂接着剤の放散ホルムアルデヒド低減に関する研究
第 53回日本木材学会大会研究発表要旨集(博多)pp，630(2003) 
2. 小林正彦、梶山幹夫、富田文一郎、浅野俊之
木材液化における木材のオゾン前処理の効果
第 53回日本木材学会大会研究発表要旨集 Ct専多)pp，304(2003) 
3. 山田硲子、小林正彦、梶山幹夫、富田文一郎
eー カプロラクトンを用いた木材の液化とその応用(2)
第 53回日本木材学会大会研究発表要旨集 Ct専多)pp，521(2003) 
4. Y. Wei， B. Tomita， T.Fujii， Y.Hiramatsu， A. Miyatake， T.Fujii 
A Preliminary investigation on interfecial zone of exploded wood fiber strand-cement mixture by 
using SEM主DSanalysis 
第 53四日本木材学会大会研究発表要旨集(博多)pp，616(2003) 
5. 平松靖、宮武敦、藤井毅、章益氏、富田文一部
熱圧爆裂による木材の細片化技術の開発(第3報)
第 53回日本木材学会大会研究発表要旨集 ct専多)pp，288(2003) 
o 外部資金
科学研究費
1. キチンを用いた光学異方性フィルムの調製に関する研究(分担)
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基盤研究 (B) (2) (継続) 13.600.000 
2. 教育活動
Q 学群
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
生物材料工学 2.0 3 ウ
生物材料加工学 2.0 3，4 1 
生物機能利用学(分担:1/10) 2.0 3 
生物材料学実験(分担:1/10) 1.5 3 3 
総合科目(分担:1/30) 3.0 1 3 
←一一
a 環境科学研究科
???
? ??
?
?? ?
???????
2 
? ? 3 
単位数 標準j護修年次 実施学期
Q 生命環境科学研究科
科B名 単位数 標準履修年次 実施学期
生物材料工学 2.0 1 1 
生物材料工学演習 I~V 各 3.0 1~5 通年
生物材料工学特別研究 i、E 各 6.0 1ユ 通年
生物機能利用学特講c1自分) 2.0 1 1 
3. 学内委員会および学外活動
q 学内委員
???
???? ??? ?
委員会名
農林工学系
環境科学研究科
学類長
評議員、教育審議会委員等
TARA運営委員
人事選考委員会
人事等検討委員会等
Q 学会活動
学会名 委員会名もしくは役職
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日本木材学会
(社)日本木材加工技術協会
森林・木質資源利用先端技術推進協議会
Q その他学外活動
組織名
日本学術会議
(独)森林総合研究所
4. 国際活動
o 海外出張・研修
海外派遣
用務
理事、学会活性化特別委員長等
理事
理事等
活動内容
第 6部会員、木材学研究連絡委員長
研究評議会委員
農林水産バイオリサイクル研究評価委員
渡航先 経費期間
8.1-8.10 
10.24-10.28 
共同研究打合せ・議決
講j寅
フランス
iドi主!
委任経理H金
委任経理金
留学生
氏名
主 益民
招轄研究員
氏名
出身国
中国
出身国
研究科学年
生命環境5年
期間
Vesna Tisler スロベニア 5.20-5.30 
研究課題
木質系セメントボードの開発
所属機関及び役職
リュブ〉リアナ大学教授
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氏名:中JI 明子
職名:助手
1.研究活動
Q 個別報告
分析的熱分解法を用いてリグ、ニン化学構造について研究を行った。詳細については以下の通りであ
る。
1. リグニン中のシンナミルアルコール末端基及びシンナミルアルデヒド末端基について検討
するために高分子モデル化化合物を用いてトリメチルシリル化/熱分解ガスクロマトグラフ
ィーおよびオンラインメチル化-熱分解ガスクロマトグラフィーにより詳細に分析した。
2. コケおよびシダ植物は植物進化の過程において種子植物(裸子植物、被子植物)の上流に位置し
ており、植生は水中から陸上にかけて幅広く分布している。形態的にも 1m以上になる大型のもの
から小型のものと多様でありその化学的組成、特にリクゃニンについてはその存在量・構造が非常に
異なることが推測され植物進化との相関性の観点からも非常に興味深いことから、コケおよびシダ
植物中のリグニン(特にコケ植物では構造上存在しないとされている)について分析的熱分解法
により検討を行った。
3. 有機塩素化合物が土壌中でどのように土壌腐植物質と反応するのかを明らかにするために
J)グニン前駆体と有機塩素化合物を反応させた高分子モデル化合物を誠製し、検討を行っ
ている。
Q 論文等
学術論文
1. 中)I!明子、黒田鍵一
トリメチルシ J)ル化/熱分解ガスクロマトグラフィーによるリグニン中のシンナミルアルコ
ール末端基及びシンナミルアルデヒド末端基の分析
分析化学， 52， 1159-1166 (2003) 
口頭発表
1. 黒田健一，中)11明子
熱分解-トリメチルシリル化による広葉樹リグニンの分析
第 48回J)グニン討論会講演集， 122-125 (2003) 
2. 中)1/明子，松本定，樋口正信，石井忠，黒田健一
シダおよびコケ植物に存在するリグニンの分析的熱分解法による解析
第 48回リグニン討論会講演集， 126-129 (2003) 
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q 外部資金
科学研究費
土壌汚染物質のリグニンへの取り込み機構に関する研究(分担)、基盤研究 C、1，000，000
2.教育活動
o 学群
科目名
生物材料学実験(補助・ 5[0分)
3. 学内委員会および学外活動
q 学内委員
組織名
農林工学系
単位数
1.5 
委員会名
運営委員
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標準履修年次
3 
実施学期
3 
氏名:西尾道徳
職名:教授
1. 研究活動
a 個別報告
1 .農業生産と環境の保全:農水省統計情報部の集約した「農業生産環境調査Jの個別データを
解析し，我が匿の作物生産に伴うリンの施用実態、のとりまとめを行った.また，各種統計を用い
て，全患の家畜生産に伴うふん尿窒素の環境負荷の原単位と，既に策定した作物生産にともなう
余剰窒素の負荷原単位を利用して，農業生産にともなう余剰窒素の負荷を茨城県市町村と都道府
県について，評価を行った.
2. 1)ンの環境負荷を軽減するために，濃厚飼料へのフィターゼ添加が今後，普及すると予測さ
れるが，そうなると，家畜ふん中の無機1)ン含量が低下し，家畜ふんのリンの肥料効果が低下す
ると予測される.こうした事態に備えて，家畜ふん中に残っているフィチン態リンを微生物の接
種によって分解させる技術シーズを開発した.
3.医療現場で抗生物質戸耐性菌の蔓延が問題化しているが，抗生物質生成菌及び耐性菌は土壌に
広く分布している.そして，家畜生産では館料に抗生物質が添加されている.こうした背景から
家蓄・土壌・作物系における抗生物質耐性菊の動態の解析を行った.その結果，抗生物質耐性菌
は自然土壌や抗生物質無添加続料で飼養した鶏のふんにも存在し，飼料への抗生物質添加で増加
することなどを確認した.
4. 中央環境審議会臨時委員(土壌農薬部会)，農林水産省組換え体安全利用委員会委員，茨城
県農業改革研究会委員等として活動した.
q 論文等
学術論文
1. 西尾道徳
農業生産環境調査にもとづく我が国のリン酸施用実態、の解析
日本土壌肥料学雑誌.74巻.4号.435-443 (2003) 
2. 西尾道徳
統計データに基づく家畜ふん尿窒素のフローシートと土壌負荷原単位の推定
日本土壌肥料学雑誌.74巻.6号.721-730 (2003) 
3. 都桂玲・西尾道徳・前川孝昭
豚ぷんに含まれるフィターゼのフィチン態リンの無機化に対する残留効果
農業施設.34巻2号.127-133 (2003) 
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1. 西尾道徳(単著)
農業と環境.
鈴木昭憲・荒井綜一編「農芸化学の事典j 朝倉書j吉. p.790-792， (2003) 
2. 西尾道徳(単著)
環境保全型農業.
鈴木s憲・荒井綜一編「農芸化学の事典」朝倉書応. p.8260-834， (2003) 
3. 西尾道徳(単著)
農業による環境負荷.
山崎耕宇・久保祐雄・西尾敏彦・石原邦結修「新編農学大事典J養賢堂. p.174-178 (2004) 
4. 西尾道徳(単著)
家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促進に関する法律.
山崎耕宇・久保祐雄・西尾敏彦・石原邦監修「新編農学大事典j養賢堂.p.1735-1736 (2004) 
5. 西尾道徳(単著)
作物生産・土壌からみたコンポスト化の要件.
木村俊範監修「バイオマス資源のコンポスト化技術」シーエムシー出版• p.38-S2 (2003) 
6. 西尾道徳(単著)
政策的課題.
木村俊範監修「バイオマス資源のコンポスト化技術」シーエムシー出版. p.267ω270 (2003) 
7. 西尾道徳他(共著) (編集委員長)
日本土壌肥料学会編「土の絵本J(全5巻)
農文協 (2003)
口頭発表
1. 赫桂玲・西尾道徳・前川孝昭
フィターゼによる家畜飼料中のフィチン態Ijンの分解に及ぼす Zn及び Cuの影響
農業施設学会年次大会.農業施設学会論文要旨集 (2003)
2. 小榛有里・長谷部亮・西尾道徳
家畜ふん，堆肥，土壌中における抗生物質耐性細菌数
日本土壌肥料学会年次大会.土壌肥料学会要旨集. 36 (2003) 
3. 西尾道徳
統計データに基づく家畜ふん尿窒素のフローシートと土壌負荷原単位の推定
日本土壌肥料学会年次大会.土壌肥料学会要旨集. 163 (2003) 
???
?
?
一般講演等
1.西尾道徳
環境保全型農業に資する土壌管理等栽培管理技術
農林水産省農業技術研修館.平成 15年度環境保全型農業技術研修 (2003)
2. 西尾道徳
堆肥利用の基礎技術.
畜産環境整備機構・農業技術協会堆J]巴施用コーディネーター養成研修 (2002)
3 西尾道徳
環境保全と畜産の展望
中央畜産技術研修会(畜産環境保全立) (2003) 
受賞
産経児童出版文化賞. 日本土壌肥料学会編「土の絵本j の刊行
2. 教育活動
q 学群
科目名
国際生物資源保全論 (3回分)
地域環境管理学 (2回分)
生産基盤工学 (2自分)
Q バイオシステム研究科
科目名
環境保全的生産管理学
Q 生命環境科学研究科
科目名
生態構造工学特論
生態構造工学演習
単位数
2 
2 
2 
単位数
2 
単位数
2 
3 
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標準履修年次
3 
3 
3 
標準履修年次
標準履修年次
1 
実施学期
3 
1 
1 
実施学期
3 
実施学期
3 
3. 学内委員会および学外活動
こl 学内委員
組織名
生物資源学類
委員会名
運営委員
教育課程委員会委員
Q 学会活動
学会名
目本土壌肥料学会
委員会名もしくは役職
代議員，評議員
Q その他学外活動
組織名
中央環境審議会
農林水産省農村振興局
農林水産省農林水産技術会議事務局
茨城県
活動内容
臨時委員(土壌農薬部会)
地域資源研究会委員
農林水産研究高度化事業評価委員
農業改革支援会議委員
q 留学生
氏名
部桂玲
出身国 研究科学年 研究課題
中国 生命環境科学研究科 4 飼料・家畜ふん尿中のフィチン援の生分解に
関する研究
「 「
?
?
?
氏名: 西街頭部
職名:講師
1. 研究活動
Q 僧別報告
衛星リモートセンシングによる陸域生態系の観測技術、特に植生の二酸化炭素収支に関する
観測技術の開発・改良に従事した。衛星リモートセンシングの地上検証のための長期続演IJシス
テムを開発し、岐阜県高山市の冷温帯落葉広葉樹林生態観測サイトと、筑波大学構内の陸域環
境研究センターの草原生態観測サイトのそれぞれに設置して運用を開始した。
Q 論文等
学術論文
1. K. Nishida， R.R. Nemani， S.W. Running， J.M. Glassy， 
An operational remote sensing algorithm of land surface evaporation. Journal of Geophysical 
Research， 108(D9)， 4270， doi:10.1029/2002JD002062 (2003) 
2. K. Nishida， R.R. Nemani， S.W. Running， J.M. Glassy 
Implementation of MOD16 Evapotranspiration Algorithm for Prototype Terra/MODIS D atasets. 
IEEE Transactions of Geoscience and Remote Sensing， 41(2)， 580-600 (2003) 
国際会議論文(プ口シーテeイングス)
1. K. Nishida 
Values of Takayama as a core test site of ecosystem remote sensing. 
Proceedings of Synthesis Workshop on the Carbon Budget in Asian Monitoring Network， pp.78-81 
(2003) 
口頭発表
1. K. Nishida 
Evapotranspiration on terrestrial eastern Asia estimated by satellite remote sensing. 
International Union of Geodesy and Geophisics (IUGG2003)， Sapporo， June 30-July 11， 2003 
2. 秋山怜子，宮本邦明，西田顕郊，安仁屋政武
降雨特性を考慮した屋久島における崩壊発生条件に関する研究.
平成 15年度砂防学会研究発表会， 5月 14日，山形県天童市市民文化会館
3. 西国顕郎・三校信子・土田聡・樋口篤志
陸域植生フェノロジーの、 1)モートセンシング・ブラックス観測・数値モデルによる検討.
地球惑星科学関連学会 2003年合同大会 5月29日 千葉県幕張メッセ
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4. 二島和恵・西田頭郎・ [lJ本晋・三枝信子・奥田敏統.Md. Noor Nur Supardi・谷誠
東アジアのブラックスタワーにおける Biome-BGCモデルの検証.
地球惑星科学関連学会 2003年合同大会 5J~ 29日幕張メッセ
5. 西田顕郎・土田i捻・三枝信子・山本音
衛星観測と生態、モデ:')[，.による落葉樹林の季節変化の推定
日本写真測量学会平成 15年度春季大会， 2003年 6月 12-13日，東京
6. K. Nishida 
Values of Taka yama as a core test site of ecosystem remote sensing. 
Synthesis Workshop on the Carbon Budget in Asian Monitoring Network， October 21-22， 2003， 
Takayama， Japan. 
7. K. Nishida 
工心calphenology makes troubles in remote sensing of global vegetation dynamics. 
The CEReS International Symposium on Remote Sensing -Monitoring of Environmental Change in 
Asia -， December 16， 2003， Chiba Univ.， Chiba， Japan 
一般講演等
1. 西国顕郎
光学センサーによる，フェノロジーの衛星リモートセンシング観測.
総合地球環境学研究所，京都， 2003年 5月 2B. 
2. 西田顕郎
陸域生態系の蒸発散・炭素ブラックスに関する、地上観測・数値モデル・衛星リモートセン
シングの統合.
「気候植生フォーラムJ，東京大学農学部 l号館， 2003年 6月 20日.
Q 外部資金
学内プロジェクト
1. 方向性リモートセンシング観測による、植生の生物物理パラメータの抽出，
奨励研究 500.000円
受託研究費
1. 地上データによるリモートセンシング手法の検証と改良(陸域生態系の炭素収支観測デー
タベース構築と総合的解析に関する研究)
産業総合技術研究所(環境省からの再委託)， 6，925，000円
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2. 教育活動
Q 学群
土質工学(3回分)
森林水文学(5@]分)
生物資源科学のための基礎数学演習(6自 1
分)
'情報処理実習
流域保全学実験(2回分)
Q 環境科学研究科
つ
2 
標準履修年次 実施学期
3 1 
科目名 単位数
3 2 
2 
2 
1.5 
?ー?? ???
?】?
?
科目名 標準履修年次 i 実施学期
3 
3. 学内委員会および学外活動
Q 学内委員
組織名 委員会名
討委員会(委員長〉
2D棟 LAN管理者
生物資源学類
生物資源、学類
生物資源学類
生命環境科学研究科
農林工学系
農林工学系
広報委員
入試実施委員
研究図書委員
広報委員
農林工学系 運営委員
ロ学会活動
学会名
水文・水資源、学会
委員会名もしくは役職
「若手のページJ編集委員
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4. 国際活動
Q 海外出張・研修
現地調査
?
??
? ??
7.28-8.1 
用務
「地球規模の水循環
や世界の水問題の実
態と将来展望jに関す
る情報交換及び引継
渡航先
タイ王国
経費
総合地球環境学研究
所
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氏名:長谷川英夫
職名:助手
1. 研究活動
Q 個別報告
1.次世代型オフ・ロード、車両の車体設計において，確率論的設計手法を用し¥た数値、ンミュレーション
から構造強度に最も影響を与える設計パラメータの特定を行ったO
2.自律走行機能を有するオフ・ロード車両の視覚部設計に関して，学内プロジェクトの援助を得て，画
像計測による作業機への接近方法について検討した。
Q 論文等
国際会議論文(プロシーディングス)
1. W. Abdullakasim， M. Koike， T.Takigawa， H. Hasegawa， A. Yoda， B. Bahalayodhin， P.Usaborisut 
Neural network based prediction of bulk density for soil under tractor-induced stresses 
Proceeding of the Fourth Annual Meeting of the Thai Society of Agricultural Engineering， Bangkok， 
Thailand， 10-17 (2003) 
2. P. Junkwon， H. Hasegawa， M. Koike 
Study on hand arm vibration of electrical1y-powered tiler 
Proceeding of the Fourth Annual Meeting of the Thai Society of Agricultural Engineering， Bangkok， 
Thailand， 43-48 (2003) 
3. M. Koike， T.Takigawa， H. Hasegawa， B. Bahalayodhin， P.Usaborisut 
Perspective of the contract here systems in view of the e妊ectivemachine use mode -In the case of 
Mooban Ton Maka， Rachaburi -
Proceedings of the Workshop on Watershed Degradation and Restoration of the Lam Pachi River 
Basin， Bangkok， Thailand， 109-118 (2003) 
口頭発表
1. W. Abdullakasim， M. Koike， T.Takigawa， H. Hasegawa， A. Yoda， B. Bahalayodhin， P.Usaborisut 
Behavioral interpretation of soil stress state under vehicular loading 
第 62回農業機械学会年次大会講演要旨， 397-398 (2003) 
2. 長谷川英夫，小池正之，余田 章，元林浩太
確率論的設計手法に基づいたトラクタシャシの最適設計
第 39回農業機械学会関東支部年次大会講演要旨， 8-9 (2003) 
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3. 1. Chaorakam， M. Koike， H. Hasegawa，τ'. Takigawa， A. Yoda， B. Bahalayodhin 
Identification of the e百ectsof physical soil conditions to seeding performance for the minimum 
tillage(part 1) 
第 39回農業機械学会関東支部年次大会講演要旨， 16-17 (2003) 
一般講演等
長谷川英夫
農業機械の過去・現在・未来-農業機械におけるエネルギー利用の変遷-
農業機械学会関東支部「若手の会」出前講義， 2004年 3月上 3日 1付属坂戸高等学校
Q 外部資金
科学研究費
試作ルーラル電気ビークルの作業・環境対応特性とその実用化(分t1D，基盤研究(8)(2) 
学内プロジェクト
画像計測を応用した農業用自律走行車両の作業機接近制御技術の開発，奨励研究， 500，000円
2. 教青活動
Q 学群
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
計測・制御工学実験(1自分) 1.5 つ 1 
生物資源生産科学実習 (5回分) 2 2 1，2 
生物生産システム学実習(3四分) つ 3 1，2，3 
生物生産システム学基礎実験(3回分) 1.5 3 2 
生物生産機械・施設学実験(5回分) 1.5 3，4 3 
生物生産材料学及び実習(10回分) 2 3，4 3 
生物生産機械工学実習 (5日間) 1 3，4 集中
食と緑の体験実習(4回分) 1 1，2，3フ4 1，2 
3. 学内委員会および学外活動
?
?
?
3.1. 学内委員
組織名
農林工学系
農林工学系
委員会名
生農 4学系マノレチメデ、ィア委員会委員
農林3学系 LAN委員会実務管理者
3.2. 学会活動
? ? ?
? ?
??
?
??
??????? ???
委員会名もしくは役職
論文誌担当小委員会 幹事
関東支部「若手の会J幹事
用語集作成委員会委員 幹事
っ ???
氏名:氷鐙揚西部
職名:教授
1. 研究活動
o個別報告
1. 環境共生型都市再生の研究
欧米で 1970年代から始まった都市再生フOロジェクトの成功率例について、報告書、研究論文などの
文献調査を行い、シカゴ¥フィンランド・ユパスキュラ、コベンハーゲ、ン、メルボルン、パース、リバープー
ル、マンチェスターを視察し、関係者のインタビュー、資料収集を行った0/ロジェクトの事後評価、特区、
NPO、流域管理手法などに焦点を当てて、成功要因を分析した。
2. 分散型経済モデルの開発
JAVA、HORBなとやのネットワーク型プロク守ラム実行、ンステムを前提とする分散型環境経済モデル、ン・ミ
ュレーション・フレームのパイロット版を構築し、実験を行った。
3. 国際金融・経済ブロック構築のための基礎的研究
インド、パキスタン、パンク。ラデ、ツシュを中心とする南アジア各国の経済、金融構造の特徴、各国相互
間の貿易構造などを分析し、南アジア経済密構築の可能性について基礎的研究を行った。
4. 国際的環境リスク管理に関する研究
インド、=バングラデ、ツシュ思境地域の水環境問題解決のための枇素汚染、皐魅、水害などのリアノレタイ
ム・モニタリングシステムについて基礎的研究を行った。
5. 生活廃棄物収集技術 IT化の研究
ノくーコードなどを活用した廃棄物収集システムの可能性について、技術的、経済的、制度的観点から
基礎的研究を行った。
6. 霞ヶ浦流域畜産廃棄物バイオマスエネノレギ一利用の総合的評価
茨城県が文科省の補助金を得て実施している都市エリア・プロジェクトの総合評価クツレープリーダーと
して、流域に当該バイオマス技術を導入した場合の水質、大気汚染、地球温暖化、流域経済、特に畜
産経営などに与える効果を総合的に評価する評価モデルを開発し、シミュレーション分析を実施した。
また、当該技術普及のための諸政策、制度について研究を行った。
7. 建築廃棄物再利用システムの総合評価
建築廃棄物、特に木質系廃棄物の再利用、エネルギー化技術を組み込んだ双対型廃棄物産業連関
モデルを構築し、同廃棄物再利用の地球温暖化効果ガスの削減効果、日本経済に与える効果を分析
した。
U 論文等
学術論文
1. 水野谷岡1 ，森岡理紀，氷鈍揚四郎
?????
霞ヶ浦水質改善のための汚濁負荷削減技術評価と最適環境政策
環境共生， 8フ1-14(2003) 
2. 楼井一宏，氷銘揚四郎
温室効果ガス排出抑制政策の動学分析
環境共生， 8， 67-77 (2003) 
3. 氷銘揚四郎
霞ヶ浦流域における総合的流域管理政策のシミュレーション分析
会計検査研究， 28， 141-155 (2003) 
4. R. Melehem， Y.Higano 
Simulation Analysis by a Mathematical Model on Heavy Metal Pollution in the Rivers in the Barada 
Basin， Syria 
地域学研究，33，3ラ231-246 (2003) 
5. S. Ulger， Y. Higano 
An Analysis of Interre1ation between Current Environment and Socioeconomic Status Regarding 
Water Pollution in Turkish Black Sea Basin 
地域学研究， 33(3)， 67-84 (2003) 
6. 楼井一宏，小林慎太郎，水野谷j司1 ，氷鈍揚四郎
温暖化対策としての環境税導入による日本経済への影響一環境・経済システムシミュレーションに
よる分析一
地域学研究， 33(3)， 49-66 (2∞3) 
報告書等
l. 氷飽揚四郎
氏関都市開発の土地における土壌汚染の対応策に関する調査
財団法人民間都市開発推進機構報告書ラ 1-248(2∞3) 
2. Y. Higano 
I -15 Equitable Sharing of lnternational Water between lndia and Bangladesh: A New Approach for 
an Efficient and Optimal Solution for Teesta River 
総長指定の総合研究(第 V 期)r21世紀の地球と人間の安全保障j制度と社会の安全保障， 日
本大学総合科学研究所，247-255 (2003) 
3. 氷鈍揚四郎
環境都市の姿ーそのエネルギー需給を焦点として-
ストックを活かす社会へ一資産テ、フレ解消と都市再生一， (財)日本経済調査協議会， 119-135 
(2003) 
4. 氷飽揚四郎
廃棄物集配ITシステム化によるゴ、ミ処理とリサイクル
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生物資源エネルギーの利活用による循環型社会形成平成 15年度文部科学省大学改革推進等
理工系教育推進研究費研究成果報告書， 1-4 (2004) 
5. 氷飽揚四郎，宮田譲
霞ヶ浦流域自治体の水質改善のための環境政策
循環型経済社会構築に向けた産業及び地方自治体における環境対応の実態と課題，産業経営
動向調査報告書第 27号日本大学経済学部産業経営研究所， 139-180 (2004) 
6. 氷銘揚四郎
霞ヶ浦流域、ンミュレーションモデ、ルを用いた環境政策の評価
事業評価のためのシミュレーション分析の可能性，独立行政法人農業工学研究所農村計画部，
平成 15年度農業工学研究所研究会(農村計画研究会)， S-16 (2004) 
口頭発表
1. S. Kobayashi， Y. Higano 
A Study on the Evaluation of New Energy Technologies 
18th Pacific Regional Science Conference， Acapulco， MEX， CD-ROM Session8-2， 3 (2003) 
2. T. Mizunoya K. Sakurai， R. Morioka， Y. Higano 
A Proposal for a Total Environmental Watershed Management Policy Related to the Introduction of 
New Technologies 
18th Pacific Regional Science Conference， Acapulco， MEX， CD-ROM Session2-S， 33 (2003) 
3. Md. F. Islam， Y.Higano 
A Policy Measure for Optimal Water Resource Utilization and A11eviation of Socio-Environmental 
Problems in the Teesta River Basin 
18th Pacific Regional Science Conference， Acapulco， MEX， CD-ROM Session2-5， (2003) 
4. K. Sakurai， T. Mizunoya， R. Morioka， Y. Higano 
A Comprehensive Water Environmental Policy Incorporating Residents' Preferences in the 
Catchment Area of Lake Kasumigaura 
18th Pacific Regional Science Conference， Acapulco， MEX， CD-ROM Session6-S， 24 (2003) 
5. S. Ulger， Y. Higano 
Policy Measures to Improve the Water Quality ofthe Black Sea: Case Study Turkish Black Sea Basin 
18th Pacific Regional Science Conference， Acapulco， MEX， CD-ROM Session6-S (2003) 
6. Bin Li， Y.Higano 
An Eco-conscious Socioeconomic Framework Model for Reducing Global Warming in China 
18th Pacific Regional Science Conference， Acapulco， MEX， CD-ROM Session40-5， 44 (2003) 
7. R. Melhem， Y.Higano 
Overview of Heavy Metals Pollution Issue in Rivers in the Barada Basin， Syria 
18th Pacific Regional Science Conference， Acapulco， MEX， CD-ROM Session8-2， 15 (2003) 
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8. MD， Akhtaruzzarnan， Y.誼igano
Bangladesh's Outward Orientation and Export Cornpetitiveness Relative to Her South Asian 
Cornpetitors: Irnplication for the Exchange Rate Misalignrnent 
18th Pacific Regional Science Conference， Acap比 0，MEX， CD-ROM Sessio凶-3(2003) 
9. W. Akrnarn， Y. Higano 
Means of Providing Safe Water to the Arsenic -Affected People in Bangladesh， With Special 
Reference to Taranagar Village 
18th Pacific Regional Science Conference， Acapulco， MEX， CD也ROMSession9-6 (2003) 
10. T. Mizunoya， K. Sakurai， R.Morioka， Y. Higano 
A Study on Dynamic Optimal Water Purification Policies Related to the Introduction of New 
Technologies: A Case of Lake Kasumigaura 
The 43rd Congress of the European regional Science Association (ERSA) Jyvaskyla， (2003) 
11. S. Ulger， Y. Higano 
A Study on Dynamic Modeling to Examine the Impact of Reducing Water Pollution on Market 
Condition in the Turkish Black Sea Basin 
The 43rd Congress of the European regional Science Association (ERSA) Jyvaskyla， (2003) 
12. K. Sakurai， T. Mizunoya， R. Morioka， Y. Higano 
Estimation of Residents' Desired Water Quality and Econornic Evaluation for Improvement of 
Water Quality of Lake Kasurnigaura， 
The 43rd Congress of the European regional Science Association (ERSA) Jyvaskyla， (2003) 
13. R. Melhem， Y.Higano 
A Study for the Necessity of Risk Assessment for Heavy metal Pollution in the Barada 
Basin， Syria 
The 43rd Congress of the European regional Science Association (ERSA) Jyvaskyla， (2003) 
14. 磯行雄，氷飽揚四郎
エコ・ツーリズム型まちづくりの政策評価一玉里村を対象に-
多様なパートナーシップと地域に根ざ、した計画行政，日本計画行政学会第26回全国大会研究報
告要旨集，57“59(2003) 
15. Y. Higano， T.Mizunoya， K. Sakurai， S. Kobayashi 
Potentialities of Integrated River Basin Managernent and Biomass Energy 
27TH Australia & New Zealand Regional Science Association Intemational(ANZRSAI)， (2003) 
16. 小林慎太郎，水野谷剛，楼井一広，森岡理紀，氷鈍揚四郎
統合的流域管理の有効性評価一霞ヶ浦を対象として一
多様なノミートナーシップと地域に根ざした計画行政，日本計画行政学会第26回全国大会研究報
告要旨集， 159-161 (2003) 
17. 李斌，氷鈍揚四郎
???
?
中毘における新エネノレギー技術導入と環境共生税制
B本環境共生学会 2003年度学術大会発表論文集， 49司54(2003) 
18. Md. F. Islam， Y. Higano 
A Policy Measure for Optimal Water Resource Utilization and AIleviation of Socio-Environmental 
Problems in the Teesta River Basin 
日本地域学会第 40t:eJ(2003年)年次大会学術発表論文集， 33-40 (2003) 
19. R. Melhem， Y.Higano 
Dynamic Modeling as an Approach to Risk Assessment for Heavy Metal Pollution in the Barada 
Basin， Syria 
日本地域学会第嶋田(2003年)年次大会学術発表論文集， 57四62(2003) 
20. W. Akmam， Y.Higano 
Arsenic Contamination in Ground Water in Bangladesh: A System to Provide Safe Water， with 
Special Reference to Taranagar Vi1lage 
日本地域学会第 40回(2003年)年次大会学術発表論文集， 273-278 (2003) 
21. 李斌，氷金包揚四郎
発展途上国である中国における地球温暖化対応策:グリーンエネルギー産業発展の視点から
日本地域学会第嶋田(2003年)年次大会学術発表論文集， 279-284 (2003) 
22. 水野谷陣1 ，楼井一宏，小林慎太郎，氷飽揚四郎
霞ヶ浦流域を対象とした総合的最適環境政策シミュレーション分析
日本地域学会第 40回(2003年)年次大会学術発表論文集，407-414(2003) 
23. 楼井一宏，水野谷間1 ，氷銘揚四郎
住民評価を反映させた霞ヶ浦の水質改善政策
日本地域学会第 40回(2003年)年次大会学術発表論文集，415-422(2003) 
24. 朴善華，氷室包揚四郎
中国大連市の水不足解消と水質改善のためのシミュレーション政策
日本地域学会第40回(2003年)年次大会学術発表論文集，423-430 (2003) 
25. 松本健史，氷鈍揚四郎
地球温暖化効果ガスの臨界的排出権価格のシミュレーション分析
日本地域学会第 40回(2003年)年次大会学術発表論文集，431-438(2003) 
26. 氷金包揚四郎，水野谷剛，桜井一宏，内田晋
An Evaluation of Water Quality Improvement New Technology Based on the Social Environmental 
System of Lake Basin 
The 50th Annual North American Meetings of RSAI， (2003) 
27. 氷銘揚四郎，李斌
Derivation of an Optimal Carbon Tax Rate and its Influence on Industrial Sectors Regarding Global 
Warming Prevention in China: Aiming the Encouragement of A1ternative Energy Industry 
????
The 50th Annual North American Meetings of RSA1， (2003) 
28. 氷銭揚四郎
クリーンエネルギー化システムの普及方策の開発
霞ヶ浦ノくイオマスリサイクル開発事業， (財)茨城県科学技術振興財団都市エリア産学宮連携促進
事業， 19-22 (2004) 
一般講演等
1. 環境都市の姿ーエネノレギー需要を中心iこ，経済同友会， (2003/7/30) 
2. IT化によるリサイクルシステムの実現性と今後の組合運営小企業者組織化特別講習会(資源リ
サイクル講習会)，( 2003/11/28) 
3. 廃棄物集配ITシステム化によるゴミ処理とリサイクルバイオマス資源開発利用研究会(第 1
回)，( 2004/2/23) 
4. クリーンエネノレギー化、ンステムの普及方策の開発， (財)茨城県科学技術振興財団都市エリア産学
官連携促進事業『霞ヶ浦ノえイオマスリサイクル開発事業~pp.19之2，(2004.3.15) 
Q 受賞
平成 14年度日本不動産学会著作賞(平成 15年5月 21日)都市と環境の公共政策一日本経済再生
に向けてー
Q 外部資金
(株)安田「バイオマスの循環利用におけるシステム形成J15年度 200，000
f都市エリア産学官連携促進事業j霞ヶ浦南岸振興都市エリア生ご、み・家畜ふん尿バイオマスリサイクル
システムの開発「クリーンエネルギー化システムの普及方策の開発J，10，900，000 
科学研究費
ITを活用した分散型世界経済モデルの開発，
萌芽研究、 900，000
為替管理とその貿易収支に及ぼす影響:バングラデシュ経済のグローノ勺レ化と日本の役割，
特別研究費奨励費， 600，000
持続可能な都市再生政策評価システムに関する研究，
基盤研究(A)(l)，16，470，∞o 
環境共生型都市再生に関する海外事例研究，
基盤研究(A)(1)，12，432，000
先端的情報技術を活用した都市経済政策シミュレーションシステムの開発(分担)，
基盤研究(B)(1)，700，000 
土地・住宅ストックの利活用による資産デフレからの回復システムの解明(分担)，
。 。??
基盤研究(A)(1)，400，OOO
アジアにおける経済発展と冨家間のリスク管理の両立可能な経済政策に関する総合的研究(分担)，
基盤研究(C)(l)， 350，000 
奨学寄附金
「循環システムの評価jの研究に対する研究助成， (株)安田， 500，000 
共同研究
生ごみ・家畜ふん尿バイオマスリサイクル、ンステムの開発u都市エリア産学官連携促進事業j霞ヶ浦南
岸振興都市エザア)rクリーンエネルギー化システムの普及方策の開発J，(財)茨城県科学技術振興財団，
10.900.000 
廃棄物収配 ITシステム化とその総合的評価に関する研究，(株)安田， 500，000
バイオマスの循環利用におけるシステム形成，(株)安田， 200，000
2. 教育活動
Q 学群
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
実用解析盟 1 ヴ 3 
生物資源科学構報処理及び実習 (6回分) 2 つ 3 
地域環境管理学演習(3回) ウ 3 1，夏季集中
農村環境計画学 2 3 2 
Q 環境科学研究科
科目名
環境モデリング概論(8回分)
環境経済学原論
2 
2 
1 
1・2
1 
1 
単位数 標準履修年次 実施学期
Q 生命環境科学研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
生産基盤システム学特論 2 1・2 2 
生産基盤システム工学演習E 3 2 1~3 
生産基盤システム工学演習盟 3 3 1~3 
?????
?
?
Q 農学研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
農地工学特論 2 1 
農地工学演習 I 3 1 1 
農地工学演習E 3 2 1~3 
農地工学特別研究 I 6 1 1~3 
農地工学特別研究豆 6 2 1'"'-'3 
3. 学内委員会および学外活動
Q 学内委員
組織名
農林工学系
委員会名
??
?
?
?
?
??
???? ? ?? ? ?? ?? ?? ?
学系長代行・運営委員(総務)・(将来計画)・
学系外部評価委員・人事選考委員
学類入試制度検討委員
カリキュラム委員長・研究指導担当教員
論文審査委員
研究指導担当教員会議・論文関連委員会
Q 学会活動
学会名
目本地域学会
日本地域学会
日本地域学会
日本地域学会
日本地域学会
日本地域学会
日本地域学会
日本地域学会
日本地域学会
国際地域学会
日本計画行政学会
(社)環境科学会
日本環境共生学会
日本環境共生学会
委員会名もしくは役職
常任理事(庶務担当)
常任理事(総務担当・事務局長)
『地域学研究J編集委員会委員
学術委員会副委員長
広報委員会委員長
名誉会員推薦委員会委員
学会賞選考委員会委員
年次大会準備委員会委員
Managing Editor， Studies in Regional Science 
Executive Secretary， The PRSCO of the RSAI 
常務理事(総務)
環境科学会誌編集委員
常務理事(国際担当，東部支部担当)
国際委員会副委員長
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日本社会情報学会
(社)日本不動産学会
J ournal of Regional Science 
(Blackwell Publishers) 
Papers in Regional Science (Springer-Verlag) 
Network and Spatial Theiry (Kluwer Pub. Co.) 
The Australasian Journal of Regional Studies 
(ANZRSAI) 
日本学術会議
日本学術会議
日本学術会議
日本学術会議
日本学術会議
???
Associate Editor 
Associate Editor 
Associate Editor 
Asian.司PacificEditor 
経済政策研究連絡委員会委員(日本地域学会
選出)・幹事
情報技術革新と経済・社会特別委員会委員(日
本地域学会選出)
地球環境研究連絡委員会委
農業環境工学研究連絡委員会委員
HDP 専門委員会オブザーバー
oその他学外活動
組織名
日本大学大学院理工学研究科
北星学園大学大学院経済学研究科
(社)北海道未来総合研究所
(社)日本経済調査協議会
環境省
(財)地球環境財団「地球環境総合研究所J
日本学術振興会
茨城県生活環境部環境対策課
(財)茨城県科学技術振興財団
(財)茨城県科学技術振興財団
(財)茨城県科学技術振興財団
(財)茨城県科学技術振興財団
(財)高速道路調査会
活動内容
非常勤講師「都市・地域政策論J
兼任教員「地域経済論特論j
「農業公共投資の多面的な社会経済評価に関す
る研究J委員会委員
「資産(ストック)経済下の都市再生と地価)委員会
委員
地球環境研究等企画委員会第 4分科会委員
客員研究員
科学研究費委員会専門委員
霞ヶ浦環境センター(仮称)展示計画策定委員会
委員
霞ヶ浦水質浄化プロジェクト地域結集型共向研
究事業共同研究員
霞ヶ浦水質浄化プロジェクト第 4グ、ノレー プ長
霞ヶ浦水質浄化プロジェクト幹事会委員
霞ヶ浦水質浄化プロジェクト研究推進委員会委
員
道路投資基準研究委員会委員
? ??
?
?
?
(財)高速道路調査会
(財)高速道路調査会
(財)呂本地域開発センター
経済関係編集委員会委員
有料道路問題等検討委員会委員
監事
理事
評価者
PPR (Public Private Relations)研究会
NEDO(新エネルギー・産業技術総合開発機構)
4. 国襟活動
q 冨際会議・国際研究集会への参加
期間 用務 渡航先 経費
(財)茨城県科学技術
振興財団
8.28-9.6 第43回ヨーロッパ地域 フィンランド
? ????
Q 海外派遣
期間 用務 渡航先 経費
6.29-7.9 第 18回環太平洋地域 メキシコ 自本学術会議代表派
学会機構大会 1、五昼包
11.17-11.24 第50回国際地域学会 アメリカ 科学研究費補助金
北米大会 日本学術会議代表派
1、昼3. 
Q 現地調査
期間 用務
「第27回オー ストラリ
ア、ニュージーランド地
域学会年次大会jにて
情報収集
渡航先
オー ストラリア
経費
科学研究費補助金9.22冊9.30
3.19-3.27 マンチェスター、コペン アメリカ
デンマーク
科学研究費補助金
ノ¥ーゲン市街地都市再
生プロジェクトの視察、
f青報収集
Q 留学生
氏名
金真朱
出身国
韓国
研究科学年
環境科学 1 
研究課題
韓国八堂(パノレダ、ン)湖における汚濁物質削減のための水
?
?
利用負担金の運用に関する研究
チェタフ、、ットワラポンタイ環境科学 1 タイ呂ノくンコク市における一般廃来物処理、ンステム改善の
評{ifi
朴善華 中国 環境科学 l 中国大連市の水不足解消と水質改善の‘ための環境政策
李斌 中国 生命環境科学 3 中国における大気環境管理政策
リマーメノレヘムシリア生命環境科学 4 、ンリアにおけるバラダJ1流域水質改善のための環境政策
ウノレゲノレスレイマントルコ農学 5 黒海の水質管理のための国際環境政策
申鍛渓 韓国 農学 5 特留における流域管理システムに関する研究
o招轄研究員
氏名 出身留 期間 所属機関及び役級
UZ-Zaman Md. Akhterパング、ラテ¥ンュ 2002-11.21-2004.11.19バングラデシュ銀行研究部次長
o研究者、研究生の受け入れ
王勤耕 中国
徐~J争 中国
禁壁月 台湾
察沫哲 中富
2003.10.1-2005.3.31 南京大学副教授
環境科学研究生延辺の新エネルギー導入と大気汚染改善のための環境政策
環境科学研究生日本における廃棄物処理!とリサイクルの研究
環境科学研究生中国図柄門江地域の交通網と環境政策に関する研究
??
氏名:藤村達人
職名:教授
1. 研究活動
ロ個別報告
(1)植物のデンプンの蓄積能力を増強し炭酸毘定能力を強化する目的で、その合成の鍵酵
素である ADPglucose pyrophosphorylase (AGPase)の調節に関する研究を進めた。これが環
境中の糖濃度と ABAが共存することによって活性化されていることを明らかにした。
(2)土壌の重金属による汚染の除去の自的でカドミウムを吸着する遺伝子の取得を目
指している。土壌中の重金属を可溶化する目的で根から有機酸を分泌する能力を強化す
る植物を構築した。また、根圏から重金属を吸収する鉄トランスボーターを単離しその
機能を確認した。
(3)ダイコンおよびサツマイモのゲノム解析を効率よく行う白的でマイクロサテライ
トマーカーの開発を行っている。ダイコン用に 100種、サツマイモ用に 120種のマーカ
の開発が完了した。これらを用いてこれらの有用植物のゲノム解析が進展すると考えら
れる。
Q 論文等
学術論文
M. KAOMEK， K. MIZUNO， T. FむJIMURA，P. SRIYOTHA and James R. K. CAIRNS Cloning， 
Expression， and Characterization of an Antifungal Chitinase from Leucaena leucocephala de Wit 
Biosci.Biotechno1.Biochem. 67 (4) 667-676 (2003) 
K. Mizuno， M. Kato， F.Irino， N. Yoneyama， T. Fujimura， H. Ashihara. The first committed step 
reaction of ca百'einebiosynthesis: 7-methylxanthosine synthase is closely homologous to ca百'eine
synthases in co百'ee(Co狂eaarabica LふFEBSLet. 2003 Ju117;547(1-3):56-60. 
Y. Uga， Y. Fukuta， HW. Cai， H. Iwata， R. Ohsawa， K. Morishima， T. Fujimura Mapping QTLs 
influencing rice floral morphology using recombinant inbred lines derived from a cross between 
Oryza sativa L. and Oryza rufipogon Gri百TheorAppl Genet. 2003 Jul;107(2):218-226 
Y. Tada， H. Akagi， T. Fujimura， T.Matsuda. E百'ectof an Antisense sequence on rice allergen genes 
comprising a multigene family Breeding Science， 53(1):61-67， 2003 
K. Mizuno， T. Iida， A. Takano， M. Yokoyama， T. Fujimura， A new 9-lipoxygenase cDNA from 
developing rice seeds Plant and Cell Physiology44， 11， (2003)， pp.1168-1175 
J. Hu， M. Nakatani， AG LaJusin， T.Kuranouchi and T. FUJIMURA Genetic Analysis of Sweetpotato 
and Wild Relatives using Inter悶simpleSequence Repeats (ISSRs) Breeding Science， 53(4):297-304， 
?
?
??
2003 
P. Choi， Y. Mano， A. Ishikawa， M. Odashima， T. Umezawa， T. FむJI民査む良A，Y. Takah計aand T. 
Komatsuda Construction of a High-density AFLP and SSR Map Using Recombinant Inbred 
Lines of Cultivated X Weedy Soybean Breeding Science， 53(4):335-344， 2003 
Y. Uga， Y.Fukuta， R. Ohsawa and T. FUJI乱1URA Variations of Floral Traits in Asian Cultivated Rice 
(Oryza sativa L.) and its Wild Relatives (0. rufipogol1 Griff.) Breeding Science， 53(4):345-352， 2003 
国際会議論文(プロシーディングス)
1. T. Fujimura Develpoment of drought resistant plantsラ TJCST】2003;Tunisia町JapanSymposium 
on C山 u民 Scienceand Technology (Tunis， Tunisia) 
o 外部資金
受託研究費
「カドミウムを無毒化する遺伝子を導入した土壌浄化植物の構築J(独)農業生物資源研究所、
340万円
2教育活動
Q 学群
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
植物遺伝子工学 2 3，4 2 
動・植物細胞工学 2 3 1 
バイオシステム研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
バイオシステム基礎論 l 1 1 
生物機能評価学 フ 1，2 3 
生命環境科学研究科
科呂名 単位数 標準履修年次 i 実施学期
植物機能開発工学特論 2 
植物機能開発工学演習 i 3 
? ???
植物機能開発工学演習 1
植物機能開発工学槻蹄'1:I
植物機能開発工学問IJ6院1I 
っ??
? 。
3.学内委員会および学外活動
Q 学内委員
組織名
遺伝子実験センター長
組換えDNA実験安全委員会
委員会名
センター長
委員長
Q 学会活動
日本植物線胞分子生物学会
日本育種学会
委員会名もしくは役職
評議委員
幹事
??
?
?
ロ その他学外活動
組織名
日本学術会議育種学研連
独立行政法人大学評価・学位授与機構
活動内容
連絡員
評価委員
4.国際活動
Q 海外出張・研修
国際会議・国際研究集会への参加
期間 用務 渡航先 経費
委任経理金4.24~5 .4 TJCST-2003; (Tunis， Tunisia) 
? ?
?
?????? 、
?
、
?
??
?
?
????
?
.• ?
??
?
?
?
?
?
?
?
???
参加
? ?? ?
海外派遣
? ? ，?
?
?
?
??
?
?
?
? 用務
ミヤンマー、バイオテ
クノロジー研修
渡航先
ミヤンマ一回
経費
委任経理!金11.30~12.7 
現地調査
期間 用務 渡航先 耳q、aニエIj4主
1. 17~ 1.25 チュニジアテクノパ チュニジア国 JICA 
ーク調査
3.16~3.25 チュニジアテクノパ チュニジア国 JICA 
ーク調査
3.1 ~3.10 オーストラリア沙漠 オーストラ IJア 環境庁受託
緑化調査
留学生
胡景三!ミ 中国
研究科学年
農学研究科 D5
研究課題氏名 出身[君
Development and 
Characterization of Microsatellite 
Markers in Sweetpotato 
Antonio Garcia Lalusinフィリッピン生命環境科学研究科 D3 サツマイモの遺伝子組換え技
術の開発
Degu Hewan Demissieエチオピア 生命環境科学研究科 Dl テフの耐乾燥性の研究
Wannarat Pornsiriwongタイ バイオシステム研究科 MlStudy of root elongation in 
response to osmotlc stress m 
王華tr 中国 農学研究科 D5
Arabidopsis 
カドミウムとタリウムのアブ
ラナ科植物による吸収特性お
よび土壌中における挙動
?
?
??
氏名:藤巻構行
職名:講師
1. 研究活動
Q 概要
乾燥地，半乾燥地における持続的潅概農業に寄与するため，下記の基礎研究を行った。
1. 局所潅獄の湿潤域の予測精度に大きな感度をもっ低水分領域における吸水過程の不飽和透
水係数を迅速，低コストかつ高い精度で測定する方法を2種類(多段流入法，上方浸潤法)
考案し，その信頼性検討を行なった。
2. 植物根による吸水の正確な予測に不可欠な吸水モデゾレ中のパラメータをなるべく安価かっ
高い精度で推定する方法を考案し，適用を試みた。
3. 急速に普及している静電容量水分計の温度依存性を明らかにし その補正法を検討した。
Q 論文等
学術論文
1. 遠藤常嘉，本名俊正，井上光弘，井上敦央，本城和郎，藤巻晴行，山本定博，山本太平
砂質土壌下における連続および間断濯殺に伴う塩と水の動態
一塩分動態モニタリングシステムの適用一
5本砂丘学会誌，49(3)，105-112 (2003) 
2. Haruyuki Fujimaki and Mitsuhiro Inoue 
Flux-Controlled Steady Evaporation Method for Determining Unsaturated Hydraulic Conductivity 
at 1ρw Matric Pressure Head Values 
Soil Science， 168(6)， 1-11， 2003 
3. Haruyuki Fujimaki and Mitsuhiro Inoue 
A Transient Evaporation Method for Determining Soil Hydraulic Properties at Low Pressure 
Vadose Zone Journal， 2(3) ， 400-408， 2003 
4. 斑aruyukiFujimaki and Mitsuhiro Inoue 
Reevaluation of the Multistep Outflow Method for Determining Unsaturated Hydraulic 
Conductiv i ty
Vadose Zone Journal， 2(3) ， 409-415， 2003 
5. Haruyuki Fuji服 aki， Mitsuhiro Inoue， and Katsumi Konishi 
A Multi-step Inflow Method for Estimating Hydraulic Properties under Wetting Process 
Geoderma， 120(4)，177-185 
口頭発表
1. 斉藤忠臣，藤巻晴行，安部征雄，井上光弘
。 。????
熱力学的平衡近似を用いたα法による土壌面蒸発速度予測の信頼性検討
日本沙漠学会第 14回大会講演要旨集， 70-71 
2. 在 益斌，藤巻構行，安部征雄，井上光弘
Estimation of parameter values in a root water uptake model 
日本沙漠学会第 14回大会講演要旨集， 74-75 
3. 藤巻晴行，塩沢昌
フィンガ一流はなぜ生じるのか:1.乾燥ガラスビーズ、へのブラックス制御一次元
降下浸潤における特異な水分分布
平成 15年度農業土木学会大会講演要旨集 314-315
4. 塩沢昌，藤巻靖行
フィンガ一流はなぜ生じるのか:2.乾燥粒状媒体における浸潤前線進行のメカニズム
平成 15年度農業土木学会大会講演要旨集 314-315
5. 藤巻構行，井上光弘
ECH20 水分フ。ロープの温度校正
第 45回土壌物理学会シンポジウム講演要旨集， 62-63 
o 外部資金
共同研究
塩水潅減条件下における根の吸水モデ、jレのパラメータ決定，
鳥取大学乾燥地研究センター， 90，000 
2. 教育活動
U 学群
科目名 単位数 標準藤修年次 実施学期
計誤Ij制御工学実験(分担:1/10) 1.5 2 1 
生産基盤工学(分担:4/10) つ 3 1 
生物環境工学基礎演習(分担:2/10) 2 2 3 
土壌資源利用学実験(分担:5/10) 1.5 3 3 
土質工学(分担:3/10) 2 3 1 
3. 学内委員会および学外活動
Q 学内委員
?? ?
????? ?????? ?? ?
???
Q 学会活動
学会名 委員会名もしくは役職
B本沙漠学会 総務委員(ウェブサイト担当)
-120-
氏名:長板秀二
職名:助教授
1 . 研究活動
Q 個別報告
1.農林技術センタ-)11上演習林の鞍骨試験流域で渓流水中の溶存イオンの分析を行い、流出と
の関連についての検討を開始した。
2.文部省科学研究費 C(A)(l))r水系構造と流域動態に基づ、く水・土砂流出機精と災害環境に
関する研究:代表、新谷 融(北海道大学)Jが最終年になり、その研究分担者として東日本の
河川流域について土砂の生産と輸送に関する誠査を行った。この科研研究に関連して国際ワーク
ショップ「流域スケールの水・土砂動態と災害環境jが6月に北海道大学で開催され、ここでこ
れまでの成果を発表した。ワークショッフ後、米国、オーストラリア、ニュージーランド、中国、
タイなどの海外からの研究者を交えてワークショッフ課題に関する野外巡検が北海道!大jで、行わ
れた。これに参加し、海外の研究者と現地討論することによって論議を深めることができた。
また、中国における流域スケールの水・土砂動態を把握するため、科研メンバーとともに黄土高
原と黄河および長江を視察するとともに北京林業大学の水土保持研究者と意見交換を行った。
3.今年度からスタートした文部省科学研究費 C(A)(2):海外学術調査) r東南アジアにおける
農業機械設計概念の特質に関する調査研究:代表、小池正之(筑波大学)Jの研究分担者として
フィリピンのルソン島およびタイの東北地域で耕作形態と土壌侵食問題に関する概況調査を行
った。
3. 文部省科学研究費 C(B )(2)) rハイドロフォンを用いた流砂量の非採取現地計測システムに
関する研究:代表、宮本邦明(筑波大学)Jが2年目に入り、この研究の分担者として分担項目
に関する調査研究を行った。
4.砂防学会理事、編集部会長として学会活動を行うとともに「砂防学会賞j選考委員長して学
会賞選考にかかわった。
5.茨城県公共事業再評価委員会委員として茨城県の公共事業の再評価にかかわった。
6.独立行政法人森林総合研究所の「森林の国土保全、水源j函養、生活環境保全機能の高度発揮
に関する研究J評価委員として評価会議に出席し研究評価を行った。
7. (財)建設技術研究所の砂防水理模型実験検討委員会委員として、砂防事業実施のための各種
模型実験に関して技術的な助言を行った。
Q 論文等
国際会議論文(プ口シーディングス)
1. H. Maita， M. Kimura， T.Marutani and Kosit Lorsirirat 
Land use changes in the recent quarter century in the Lam Phachi watershed and relationships with 
??? ?
sediment source and delivery. 
Proc. of the INTERNATIONAL WORKSHOP for "source to sink" SEDIMENTARY DYNAMICS 
in catchment scale， 109-122， Sapporo Japan (2003) 
2. T. Marutani， M. Kasai， H. Maita and G. Brieley 
Relaxation and sensitivity of steep sedimentary cascades in J apan. 
Proc. of the INTERNATIONAL WORKSHOP for "source to sink" SEDIMENTARY DYNAMICS 
in catchment scale， 63-70， Sapporo Japan (2003) 
報告書等
1. 露板秀二(分担)
水系構造と流域動態に基づく水・土砂流出機構と災害環境に関する研究
平成 12年度"'15年度科学研究費補助金(基盤研究(A)(l))究成果報告書、 203pp.(2004) 
口頭発表
1. 髭板秀二、肥後陸輝、木村正信、丸谷知己、コシット・ロルシリラット
タイ国西部ランパチ川流域における土地利用の変遷と土壌侵食
平成 15年度砂防学会研究発表会概要集、 238-239(2003) 
口外部資金
科学研究費
1)水系構造と流域動態に基づく水・土砂流出機構と災害環境に関する研究(分担)、基盤研究
(A)(l)、(分担額:825，000円)
2)ハイド口フォンを用いた流砂量の非採取現地計測システムに関する研究(分担)、基盤研究
(B)(2)、(総額:2，200，000円)
3) 東南アジアにおける農業機械設計概念の特質に関する調査研究(分担)、基盤研究(A)(2)海外
学術調査、(総額:4，300，000円)
2. 教膏活動
Q 学群
科毘名 単位数 標準履修年次 実施学期
」
計測制御工学実験(分担:1/10) 1.5 2 l 
流域保全学(分担:5/10) 2 3 1 
地域環境管理学(分担:4/10) 2 3 1 
?
?
?
?
緑資源機能論実習(分担 :115) 3 夏季集中
森林環境機能論(分担:2/10) 2 3 2 
流域保全学実験(分担:3/10) 1.5 3 3 
総合科目・森林(分担:1/10) 1 • 2 2 
専門語学Il (10) 3 つ
Q 生命環境科学研究科
科目名 単位数 標準j覆修年次 実施学JtH
生態、保全工学 つ 1・2 3 
3. 学内委員会および学外活動
Q 学内委員
?、?
????
?????? ?? ?
委員会名
安全管理査察専門委員
運営委員(広報担当)
演習林報告編集委員、植物見本国委員
公務員試験受験対策指導教宮
Q 学会活動
学会名
砂防学会
委員会名もしくは役職
理事、編集部会長、学会賞選考委員会委員長
Q その他学外活動
組織名
茨城県
独立行政法人 森林総合研究所
活動内容
公共事業再評価委員会委員
「森林の国土保全、水源j函養、生活環境保全機
能の高度発揮に関する研究J評価委員
砂防水理模型実験検討委員会委員財団法人 建設技術研究所
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4. 国際活動
ロ現地譲査
期間 用務 渡航先 経費
9.7-16 中国の水・土砂流出機 中国 科学研究費
構と災害環境に関す
る調査
11.13-23 フィリピンおよびタ フィリピン 科学研究費
イにおける農業機械 タイ
設計概念の特質に環
する調査
-124-
氏名:前J1 孝昭
織名:教授
1. 研究活動
q 個別報告
平成 15年度は生物のもつ機能や特性を生かす生物資源プロセス工学分野及び食品工学関連
分野について研究を実施した。特に食品プロセス工学、生物資源フ。ロセス工学及びエネルギ
ー・資源・生物図システム学・環境科学分野についての研究を行なった。中i主!との環境工学に
関する共同研究の実施に向けて科学技術振興機構 (JS T)の招科講演を北京及び武漢で行
なった。株式会社安田との共同研究 (B)を実施した。またキノコ菌子体成分の抽出に関す
る共同研究を実施し、さらに、科学技術振興調整費「出際アオコネットワーク作りJ(第3
年度)を独立行政法入国立環境研究所と共同で行ない、中国の湖沼を担当した。また、中国
北京大学との拠点大学方式学術交流(日本学術振興会)の筑波大学~ìlJ研究代表者(コーデ、ィネ
ーター)として、この事業の第7年度の研究交流を指揮し、派遣 23名、招i間約名を達成し
た。文部科学省産学官連携事業「霞ヶ浦バイオマスリサイクル開発事業J(研究代表者)の
研究の第2年度を実施した。バイオマス資源やこれらの活用に関する各種の委員会の産長及
び評価委員となり、報告書の取りまとめに当たった。 21世紀COEフログラムにおいて研
究成果を公表した。研究の一部は1.2. 1の学術論文として出版された。
1.食品フoロセス工学分野及び生物資源プロセス工学分野については以下の基礎研究を行った。
1) 生分解性プラスチックによる食品包装容器及び、フィノレムの開発を行い、化学修飾によるでんぷん
系フ。ラスチックとオカラ蛋白プラスチックフィルムを試作し、それらの機械的特性を検討し、その成
果をまとめた(校費)。
2) パガスの微粉砕による乳酸発酵とこれによって得られたポリ手し酸による生分解性フィノレムの試作を
試みた(校費)
3) 抗日重湯性物質を多く含む新規なキノコ菌糸体のタンク培養菌子体から抽出物の有用性を検討した
(校費及び共同研究 B)0 
4) デンプンの老化に対する解析を IR及び NIRを使って解析することを検討した(校費)。
2.エネルギー・資源・生物密システム学・環境科学分野については基礎研究とともに実用化に踏み込
んだ研究を実施した。
1) 2相式メタン発酵装置の設計方法に関する研究:メタン菌の増殖を促進する微量金属の取り込み
を検討した。(校費)生ゴミ・家憲ふん尿を原料とするパイロットスケーノレ2相式メタン発酵装置の試
作及び運転を実施した(文部科学省産官学連携事業「霞ヶ浦ノくイオマスリサイクル開発事業J) 0 
2) 飲料水のカビ臭を生物膜法により分解する基礎実験を行ない成果をまとめた(校費)。
??? ?
3) 前年度特許申請した電気化学的高速度廃水処理による埋立て処分地の浸出水の処理に関する
基礎実験を行い、その成果をまとめた(校費)。
4) 土壌中に含まれる六倍クロムの通電による除去に関する有効な手法を開発し、その成果をまとめ
た(校費)。
5) メタン菌からのビタミン812の抽出:アノレコール廃液からのビタミン 812の回収量を検討し、その成果
をまとめた(校費)。
6) ロックウーノレによるメタンバイオリアクタの開発:ロックウールを開発中の 5m3プラグフロー2相式メタ
ンバイオリアクタに 20~30%充填し、生ごみ及び家畜糞尿処理に適したバイオリアクターの実用
化のための設計要素を点検した(産学官連携事業)。
7) 電気化学的処理による廃水処理の基礎実験を行ない、産学官連携事業のメタンバイオリアクター
消化脱離液処理および埋立て処分地浸出水の処理へ応用する基礎データを取得し、その成果
をまとめた(産学官連携事業)。
q 論文等
学術論文
1. Yansheng Zhang， Zhenya Zhang， Keitarou Suzuki and Takaaki九1:aekawa:
Uptake and mass balance of trace metals for methane producing bacteria 
Biomass and Bioenergy， 25，427-433 (2003) 
2. Kuen-Yuan Chuang， Chris P. Norman， and Takaaki九1:aek加ヰ'a: A novel electrokinetic remediation 
technique for hexavalent chromium contaminated soils using chitosan 
Japan Association for Human and Environmental Symbiosis(環境共生)、 vol.18(i叩rinting)(2003) 
3. 寺津洋子、宮津光博、河野澄夫、前)1孝昭:糊イヒ・老化処理小麦デ、ンフ。ン IR吸収スベクトノレの解
析、日本食品科学工学会誌， 50( 4) ， 162-166(2003) 
4. Ye Chen， Yutaka. Ishikawa， Zheng. Ya Zhang， Takaaki. Maekawa : Properties of extruded acetylated 
starch plastic fil1ed with cellulose acetate， American Society of Agricultural Engineers， 
46(4)1167-1173(2003) 
5. 寺津洋子、河野澄夫、前Jrl孝昭:糊化処理デンフンの近赤外スペクトルの解析、日本食品科
学工学会誌， 50(4)， 174-179 (2003) 
6. Norio Sugiura， Hiroko Isoda， Takaaki Maekawa: Degradation potential of musty odour in a drinking 
water source by a biofilm method， Journal of Water Supply Research and 
Technology-AQUA，52(3)，181-187(2003) 
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7. Fumiko Tanaka， Chuanpig Feng， Norio Sugiura， Taka討dMaekawa : Electrochemical removal of 
ammonium ion and organic substances from landfil1 leachate， Japanese Journal of Water Treatment 
Biology，39(2)，75-84(2003) 
8. Akinori Tsuruda， Shingo Suzuki， Takaaki Maek加持'a，Syuichi Oka. Constitutively active Src 
facilitates NGF-induced phosphorylationof TrkA and causes enhancement of the MAPK signaling in 
SK-N-MC cells， FEBS Leters， 560， 215-220 (2003) 
9. Fumiko. Tanaka， Chuanping. Feng， Norio.Sugiura and Takaaki Maekawa : 
p-Nitrosodimethylaniline (RNO)七asedevaluation of enhanced oxidative potential 
during electrochemical treatment of high-salinity wastewater， J.of Environmental 
Science and Health -Part A， A39(3) 773・786(2004)
10. Keishi Kameyama， Norio Sugiura， Yuhei Inamori，Takaaki島1aek制高'a
Characteristics of microcystins production in the cell cycle of Microcystis viridis， 
Environmental Toxicology， 19(1)ス0-25(2004)
11. Zhenya Zhang ， Taisheng Quan ， Pomin Li ， Yansheng Zhang ヲ NorioSugiura ， Takaaki 
九1aekawa: Study on methane fermentation and production of vitamin B12 from alcohol waste slurry. 
Applied Biochemistry and Biotechnology， 115， 1033-1039(2004) 
12. Yingnan Yang， Zhenya Zhang， Jun Lu， Takaaki Mae匙.awa: Continuous methane fermentation and 
the production of vitamin B 12 in a fixed-bed reactor packed with loofah， Bioresource Technology 
92，285-290(2004) 
13. Chuanping Feng， Keitaro Suzuki， Shuyun Zhao， Norio Sugiura， Satoru Shimada， Takaaki 
九1aekawa Water disinfectIon by electrochemical treatment， Bioresource Technology 
94，21-25(2004) 
国際会議論文(プロシーディングス)
1. Zhang Zhenya， Sugiura Norio， Inoue Takeo， Maekawa Takaaki， LiPomin 
The development of a Pilot-scale hydrogen energy system仕omlivestock wastes and raw garbage 
Sympojium on Biotechnology for Fuels and Chemicals， pp6A-09，Colorado USA (2003) 
2. Zhang Yancheng， Quan Taisheng， LiPomin， Maekawa Takaaki， Zhang Zhenya， Sugiura Norio 
Study on methane fermentation and production of vitamin B12台、omalcohol waste f1uid. 
Sympojium on Biotechnology for Fuels and Chemicals， pp6A-31，Colorado USA (2003) 
3. Keo lntabon， Takaaki Maekawa， Yutaka Sakurai， 
Cost lowering and improvement of bio-degradability of non-wood pulp containers 
?
?
? ? ?
22Th ACS National Meeting， Anaheim，USA， (2004) 
こI総説・解説
1. 前)1孝昭
筑波大学のパラダイム転換
筑波フォーラム(筑波大学発行)， 65， 91-95(2003) 
Q 報告書等
1. 前)1孝昭、張振亜、井上武雄、松田従三、向弘之、羽賀清典、合田素行、西海栄一郎
寒冷地メタン発酵による家畜糞尿の低コスト処理システムの開発と設計基準の確立，
文部科学省科学研究費地域連携推進研究費(1)課題番号:12794006、研究成果報告書
1. 前)1孝昭編-
バイオガスシステムの現状と課題、
(社)呂本有機資源協会， p 120(2003) 
2. Norio. Sugiura， Mutoo Utsumi， T. Maekawa 
Degradation potential of musty odour in a drinking water source by a biofilm method 
Biosystem Studies， 6(2) 84-94，(2003) 
3. Keo Intabon， Junye Jia， Uta Akazawa， Takaaki瓦1aekawa。-Glucanproduction by liquid culture of agaricus blazei muri1l mycelium 
Biosystem Studies， 6(2)タ6-103(2003)
4. Keo Intabon， Junye Jia， Uta Akazawa， Takaaki Maek制時'a
Scale up and operation problems for a liquid bioreactor of an edible fungus (mushroom agaricus 
blazei murill) 
Bios)叫emStudies， 6(2)，112-119(2003) 
5. Mutoo. Utsumi， Yanshen Zhang， Zhenya Zhang， Norio. Sugiura， Takaaki. Maekawa 
Assessment for the complicated occurrence of nuisance odor from phytoplankton and environmental 
factors in eutrophicated lake 
Biosystem Studies， 6(2)， 130-139， (2003) 
司口頭発表
1. 鴻伝平、村上広美、島田敏、前川孝昭、井上武雄、渡透優
生ゴミ・家畜ふん尿を原料とするパイロットフOラントスケー ノレ2相式メタン発酵装置のスタートアップ
2003年度農業施設学会年次大会、 B-4(帯広)(2003/8/5) 
2. 段多本華夫、李紅、石川豊、前川孝昭
。 。?
?
??
?
ド、デ¥ンノレ酸ナトリウムによるオカラタンパク質生分解性フィルムの物理特性の改善
2003年度農業施設学会年次大会、 8-17(搭広)(2003/8/6) 
3. 李紅、院多本華夫、石川豊、前)1孝昭
珪酸ナトリウムによるオカラタンパク質生分解性フィルムの物理科:性の改善
2003年度農業施設さ学会年次大会、 8-17(帯広)(2003/8/6) 
4. 賀俊業、前川孝昭、波多本華夫
近赤外分光法による食用担子菌の培養液中のs-クゃルカン測定法の開発
2003年度農業施設学会年次大会、 13-17(帯広)(2003/8/6) 
5. 島田敏、病{云平、前)1孝昭
生ゴミ用回液分離機の試作とその性能
2003年度農業施設学会年次大会、ポスターセッション、(帯広)(2003/8/5) 
6. 岡崎毅、杉浦知夫、前)1孝昭
電気化学的手法を用いた難分解性物質の分解処理に関する研究
2003年度日本水処理学会年次大会(2003/8/27(熊本)
q 一般講演等
2003.7.18 
土浦市で開催された筑波大学・茨城大学・茨城高専・中小企業合同技術交流会にて講演
タイトル「電気化学的高速廃水処理J
2003.7.20 
鹿島郡鉾田町で開催された茨城県環境アドバイザー講演会にて講演
タイトル「これからのバイオマスJ
2003.8.18 
水戸市で開催された平成 15年度茨城県市町村自治研究会にて講演
タイトル「グリーンエネルギー開発と農業振興J
2003.9.5 
千代田区で開催された化学工学会主催の「旬の技術・食品リサイクル事業における最新のエ
ネルギー化技術と実施例」で講演
タイトル「生ゴミのメタン発酵j
2003.11.9 
愛知県鳥羽市で開催された生き物文化誌学会にて講演
????
タイトル「家畜ふん尿および生ゴミから発生するバイオガスの生物メタネーションイヒによる
高品質化J
2003.11.11 
中国 北京市で開催された 1ST主催の北京シンポジウムにて講演
タイトル「循環型社会の確立を呂指した水環境修復技術J
2003.11.20 
宮崎県宮崎市で開催された「宮崎県新産業創出研究会「エネルギー技術研究会」にて講演
タイトル「生ゴミ・家畜ふん尿バイオマスのエネルギー化システム開発j
2003.11.26 
幕張メッセで開催された第4回農林水産環境シンポジウム「有機資源循環利用グリーンフォ
ーラムJで講演
タイトル「バイオガスシステムの現状と課題」
2003.12.6 
東京大学で開催された農業環境工学教育ワークショッフ「いま求められている農業環境工学
教育とはj で講演
タイトル「欽米の教育の現状j
2003.12.16 
筑波大学総合研究棟 A棟で開催された 21世紀 COEプログラム第 2回生命科学シンポジウ
ムにて講演
タイトル「混合培養系としてのメタン発酵の諜題J
2004.2.12-2.13 
中国北京市において呂本学術振興会および中国教育部との共同開催された「日本学術振興会
および中国教育部の拠点大学交流フログラムの活動状況報告会Jにて講演
r On the past activities and perspective for Core University Program between Tsukuba and Peking 
University J 
2004.2.19-20 
中国武漢市において、科学技術振興機構 CJST)及び中国国家自然科学基金委員会共催で開
催された日中研究集会「環境保全及び環境低負荷型社会の構築のための科学技術」にて講演
タイト)vrDevelopment of Cost Effective Environmental Technology for Various WastewatersJ 
?? 、
?
ヨ特許等
Takaaki. Maekawa 
Method and Apparatus for treatment of organic matter四cntainingwastewater 
US 6，547，951，B1 (Apr. 15，2003) 
Takaaki Maekawa 
Two-Phase Type Methane Fermentation Reactor 
US 6666518 (Dec. 9，2003) 
前Jf!孝昭、鴻伝平、井上武男
「メタン発生方法及びそれに用いる二十日式メタン発生装置J
特級2003-313323 (平成 15年9月4E:l) 
前JfI孝昭
「分解性成形材料及びそれを用いた食品容器」
特願2003-368283 (平成 15年 10月29 El) 
前J!I孝昭、島田敏、鴻伝平
「生ゴミ処理方法及びそれに用いる装置」
特!頗2004-28711 (平成 16年2月6日)
前J!I孝昭、藤田和男
廃水中に含まれるリン般の除去方法
特許番号 3521199 (平成 16年2月20日)
q 同 v骨
3ζE宅1
島田敏、病イ云平、前)1孝昭
2003年度農業施設学会大会ベストポスター糞:
「生ゴミ用回液分離機の試作とその性能J
q 外部資金
受託研究費
生ごみ・家造糞尿バイオマスリサイクルシステムの開発都市エリア産学官連携促進事業j霞ヶ浦
南岸振興都市エリア， (財)茨城県科学技術振興財団， 14，960，000円
?????
共同研究
食用担子菌の成分抽出に関する研究，民間との共同研究 B(有限会社筑波ノミイオシステム)) 
2.000.000 
バイオマスの循環型利用におけるシステム形成、民間との共同研究B(株式会社安田)、 400，000円
その他
バイオシステム学分野(中国北京大学他人拠点大学方式学術交流，日本学術振興会，
18，0α)，000 f弓
有毒アオコの発生紡Jj二国際ネットワー ク右IJり(分担))環境省科学技術振興調整費)753，000円
新世紀枯渇化リン資源回収型の総量規制対応システム技術開発(分担))産学宮連携イノベーショ
ン事業)1，500，000円
2. 教育活動
q 学群
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
食品工学 つ 3 l 
食料システム学実験(分担 5/10) 1.5 3 1 
食品工学実験(分担:4/8) 1.5 3 l 
食の科学(分担:2/10) 2 3 1 
熱・物質移動の科学(4/10) フ 2 2 
q バイオシステム研究科
科呂名 単位数 標準履修年次 実施学期
バイオシステム学特論(分担:4/10) 2 1 
生物圏システム学 2 1 l 
バイオシステム演習 2 1 1'"'-'3 
バイオシステム特別研究 6 2 1'"'-'3 
q 生命環境科学研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
国際地縁技術開発科学特講(分担 2/10) 1 1 
食品流通工学 2 1，2 2 
食品プロセス工学特論 2 1，2 2 
食品プロセス工学演習 1'"-' V (分担:1/2) 3 1~5 1~3 
?
?
?
食品プロセス工学特別研究 1， n (分担
1/2) 
6 1，2 1"'3 
q 農学研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
生物資源プロセス工学演習立(分担1/2) 3 ウ 1"'3 
生物資源プロセス工学特別研究n(分担 6 フ 1 "'3 
1/2) 
3. 学内委員会および学外活動
o学内委員
組織名
全学
委員会名
評議員、研究審議会委員、農林 IY~l 述長会議委
? ?
農林工学系
バイオシステム研究科
大学研究センター研究プロジェクト研究員
学系長、運営委員、人事選考委員会委員
人事関連事項委員会、将来計画委員会
o学会活動
学会名
国際農業工学会(CIGR)
日本農業工学会
農業施設学会
日本生物環境調節学会
PPR研究会
委員会名もしくは役職
理事
理事、副会長
幹事
評議員
理事
ヨその他学外活動
組織名
(社)日本有機資源協会
バイオガス事業推進協議会
茨城県
(財)国際科学振興財団
活動内容
技術委員会専門委員会分科会主査
副会長
環境アドバイザー
兼任研究員
??? 、
?
??
4. 国際活動
口海外出張・研修
思襟会議・密際研究集会への参加
期間
2003.5.1-5.8 
用務 渡航先 経費
米国カリフォルニア大学デービス校のエネ アメリカ合 受託研究(都市エリ
ルギ一利用の実態視察及び米国コロラド州 衆国 アプロジェクト)
Breckenridgeで開催された Symposiumon 
Biotechnology for Fuels and Chemicalsにおい
て学会発表:タイトル rStudy on methane 
fermentation and production of vitamineB12 
from alcohol waste f1uidJ 
2003.1l.10-1l.12 科学技術振興機構(]ST)主催の;=1と京シン 中華人民 科学技術振興機構
ポジウムで講演した。講演タイトル「循環 共和国
型社会の確立を呂指した水環境修復技術J
2004.2.12-2.13 
2004.2.18-2.21 
中富北京市で開催された日本学術振興会 中華人民 共同研究 B
および中国教育部共催の拠点大学交流の 共和思
研究活動状況報告合同会議へ出席した。
中国武漢市において、科学技術振興機構 中華人民科学技術振興機構
(JST)及び中国国家自然科学基金委員会 共和国
共催で開催された自中研究集会「環境保全
及び環境低負荷型社会の構築のための科
学技術 J にて講演した。タイトル
Development of Cost Effective 
Environmental Technology for Various 
WastewatersJ 
2004.3.25-3.30 米国、アナハイム市で開催されたアメリカ アメリカ合 奨学寄附金(竹中工
化学会に出席および発表した。タイトル衆国 務居)
r Cost lowering and improvement of 
biodegradability of non-ood pulp containersJ 
?
?
?
? ?
現地調査
期間 用務 渡航先 経費
2003.10.10-10.20 中国昆明子n、西安市などで 中華人民共和国 拠点学交流ブρロジェクト
拠点大学交流事業による
共同研究「水源地修復及び
水質改善技術の応用jを実
施した。
2003.12.20-2004.l.1 拠点大学交流事業による 中華人民共和国 拠点学交流プロジェクト
共同研究で北京大学、中国
水不IJ水電研究所、昆明環境
科学研究所を訪問し、現地
調査および検討会を実施
した。
2004.l.4-l.10 「有毒アオコの発生防止 ベトブー ム 科学技術振興調整費
国際ネットワーク」の形成 「有毒アオコネットワー
のため、ベトナム、ホーチ クj
ミン大学、アンジャン大
学、カントン大学を訪問し
情報交換・収集を行なっ
た。
10.11-10.15 廃水処理の高度化について 中華民国 民間との共同研究A
の検討会出席
1l.4-1l.10 有毒アオコの発生防止毘際 中華人民共和国 科学技術振興調整費
ネットワーク創りのための中
国湖沼水質調査
共同研究
期間 用務 渡航先 経費
12.12-12.15 拠点大学交流事業に 中華人民共和国 日本学術振興会
伴う共同研究
留学生
(氏名 |出身国|研究科 |特|研究課題
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李 松畏 台湾 農学研究科 5 Biogas production and high-energy 
recovery of the kitchen garbage by 
two-phase plug-flow methane 
fermentation (プラグフロー型2相式メ
タン発酵装置による生ゴミのバイオガ
ス生産と高エネルギー化)
超淑梅 中国 生命環境科学 4 温室における降温調節に関する研究-
中国と日本の大型温室におけるパット
アンドファン冷房システムについテー
李 紅 中国 生命環境科学 4 オカラタンパク質主体の生分解性プラ
スチック包装素材の開発に関する研究
韓 峻杢 韓国 生命環境科学 2 カプサイシン受容体を介したヒト腸管
上皮の物質透過調節機能の解析
張 貴華 中国 ハ'イオシステム研究科 2 蛋白質廃棄物を培地とする納豆菌発酵
による生産物の機能性食品化
張 i涜委 中国 ハ'イオシステム研究科 2 ブルーペリーに含まれるアントシアニ
ン色素の高率的分離及び精製について
張頴 中国 ハ'イオシステム研究科 1 アリイナーゼ国定化によるニンニクか
ら高効率生理活性物質ア 1)シン生産法
の開発
陳 獣 中国 ハ'イオシステム研究科 1 CO:JH2資化性メタン菌増殖の定常状
態におけるメタン及びビタミン B12生 l
成に及ぼす Co/Feの影響
李 t全允失 中国 ハ'イオシステム研究科 1 微粒子に粉砕したバガスを活用した乳
酸発酵に隠する研究
研究者、研究生の受入れ
・李心科、中国山東省微山県科学技術局・副局長、外国人研究者、 15.5.12~15.8.8 
? ?? ???
氏名:宮本邦明
職名:教授
1 . 研究活動
q 個別報告
以下の項目の研究を行った。
非採取流砂量計誤IJ法
制j田における降雨流出過程に関する現地鋭測
掃流砂の移動限界および、掃流状集合流動への遷移条件の勾配への依存性
土砂災害に対する最適避難経路の探索アルゴリズム
Q 論文等
学術論文
1. 宮本邦明，井戸俊介
任意3角形平面スキームを用いた土砂流出解析法
砂防学会誌， 55 (6)， 33-39， (2003) 
2. 宮本邦明，伊藤隆郭
土石流の数値シミュレーションと相似則
砂防学会誌， 55(6)，40-51 (2003) 
3. 鈴木拓郎，堀田紀文，宮本邦明
土石流の流れに及ぼす河床粗度の影響についての実験的検討
砂防学会誌， 56(2)，5-13 (2003) 
Q 国際会議論文(プ口シーディングス)
1. S. EgashiraヲT.Itoh and K.島1iyarnoto
Debris Flow Simulations for San Julian Torrents in Venezuela 
Proceedings of Third IAHR Symposium on RiverフCoastaland Estuarine Morphodynamics， 976情986，
Barcelona， Spain (2003) 
2. T. Itoh， K. Miyarnoto and S. Egashira 
Numerical Simulation of Debris Flow over Erodible Bed 
Proceedings of the Third International Conference on Debris-Flow Hazards Mitigation: Mechanics， 
Prediction， and Assessment， 457-468， 2003 
? ，
?
?
科学研究費
ハイドロフォンを用いた流砂量の非採取現地計測システムに関する研究
基盤(B)2，(2，200，000) 
奨学寄附金
流域保全に関する研究，株式会社 CRCソリューションズ寄付者， 500，000 
流域保全に関する研究，株式会社ダイヤコンサルタント， 750，000 
1. 教育活動
Q 学群
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
流域保全学 (5回分) 2 3 1 
実用解析学 I 1 2 l 
流れの科学 (5四分) 2 2 1 
土質工学 (3回分) 2 4 
フレッシュマンセミナー 1 1 
森林水文学 (2回分) 3 2 
生物資源科学演習 フ 1 2，3 
生物環境工学基礎演習 (2回分) 2 3 
流域保全学実験 (5回) 1.5 3 3 
生物資源科学のための物理学 (5回分) 3 l 
o r案境科学研究科
科目名 標準履修年次
2 
単位数 実施学期
総合流域管理学 2 1 
Q 生命環境科学研究科
科目名 単位数 実施学期標準履修年次
3 環境水工学 2 l 
? ?? ?
氏名:山口智治
職名:劫教授
1 . 研究活動
o個別報告
1. CFDによる生物生産施設内空気分布予測と制御に関する研究
Computational Fluid Dynamics法を援用してパッド、アンドファン大型冷房混室における気流および温
度分布に関する解析を行なったO
2.省エネノレギー型日光温室の熱環境形成機構に関する研究
中国の在来型省エネルギー温室で、ある日光温室の熱環境形成機構に関して，滞j場市における大型
混室について長期現地計測実験を行い，解析を行った。
3.トンネル換気方式ウインド、ウレス鶏舎における環境制御に関する研究
中国において広く導入されているトンネル換気方式の大型種鶏舎内の環境市拍手法に関する検討を行
った。
4.太陽エネノレギ一利用による塩水淡水化システム開発に関する:fiJf究
2重被覆ソーラスチノレ型塩水淡水化装置の基本的熱特性，集水効率について実験解析を行ったO
5.内蒙古自治区ホノレチン沙地の生態系復元に関する研究
ホルチン沙地地域における主要家畜で、ある緬羊餌養に関して放牧から舎餌システムへ変換問題に
ついて調査研究を行った。
o論文等
学術論文
1. T. Yamaguchi， T.Kuroyanagi and Q. Chen 
Study on thermal environment of the sunlight greenhouse (Part 1)-Basic experiment to analyze the 
thermal environment of sunlight greenhouse -. 
Journal of the Society of Agricultural Structures， Japan， 34(1)， 31-37， 2003. 
2. T. Yamaguchi， T.Kuroyanagi and G Kanai 
Study on thermal environment of the sunlight green-house (Part 2)ーAbasic mathematical model 
predicting thermal environment of the sunlight greenhouseヘ
Journal of the Society of Agricultural Structures， Japan， 34(1)， 39-47， 2003. 
報告書等
1. 山口智治
?
?
??
省エネルギー型日光温室の熱環境形成機構に関する研究
平成 12~15 年度科学研究費補助金(基盤研究(C)(2))研究成果報告書 (2004).
口頭発表
1. 星典宏，山口智治
ウインドウレス畜舎内の空気分布に関する研究-CFDによる潟度およびガス環境の解析-
2003年度農業施設学会大会講演要旨集)100-101(2003). 
2. 星典宏，越淑梅，山口智治，雪s松林
中国における大型ウインドウレス鶏舎の環境制御に関する研究-中国の養鶏の現状と冬季のブロ
イラー鶏舎における環境計測結果一
2003年度農業施設学会大会講演要旨集)102-103(2003). 
3. 組、淑梅，星典宏，山口智治，郡松林
中国における大型ウインドウレス鶏舎の環境制御に関する研究-冬季の種鶏舎における環境計
測結果-
2003年度農業施設学会大会講演要旨集)104-105(2003). 
4. 川西啓文，馬承偉，李保明，山口智治
中国の主要酪農地域における牛体からの発生熱量
2003年度農業胞設学会大会講演要旨集)110-111(2003). 
5. 畔柳武司，山口智治，星典宏，越淑梅，李天来，須障
日光温室の熱環境形成機構に関する研究-慣行栽培条件下における熱環境特性-
2003年度農業施設学会大会講演要旨集)14-15(2003). 
6. 越淑梅，山口智治，星典宏
大型温室のパッド、アンドファン冷房システムに関する研究-愛知県の花き温室における環境計測
結果一
2003年度農業施設学会大会講演要旨集)16-17(2003). 
司外部資金
科学研究費
日光温室の熱環境形成機構に関する研究
基盤研究(C)(2)， 600，000 
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2.教育活動
q 学群
科白名 単位数 標準履修年次 実施学期
計測指IJ御工学実験 (1@分) 1.5 フ
流れの科学(5回分) 2 フ
熱・物質移動の科学 (3@分) 2 フ フ
生物生産施設学(5自分) つ 3 
生物生産環境情報学 2 3 
生物生産システム学基礎実験 (5@分) 1.5 3 2 
生物生産システム学実験 (51ヨ分) 1.5 3 3 
生物生産機械・施設学実験(5回分) 1.5 3 3 
食品工場設計(2四分) 1.5 3 3 
Q バイオシステム研究科
科目名 単位数 標準履修年次 | 実施学期i
生物資源環境・情報学 つ 3 
司生命環境科学研究科
科医名 単位数 標準履修年次 l 実施学期
植物生産施設工学 2.0 1 1 
3. 学内委員会および学外活動
3学内委員
組織名 委員会名
バイオシステム研究科 運営委員，大学問交流委員長
o学会活動
学会名 委員会名もしくは役職
農業施設学会 常任理事，編集委員長
日本農業気象学会
日本植物工場学会
農業機械学会
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4. 思襟活動
q海外出張・研修
海外派遣
期間 用務 渡航先 経費
1l.20-11.29 拠点大学交流計画 中国 自本学術振興会
共同研究
期間 用務 渡航先 経費
2.7-2.14 日光温室の環境計測実験 中富 科学研究費
留学生
氏名
越淑梅
出身国 研究科学年 研究課題
中国 生命環境科学 4 大型温室のパッドアンドファン冷房システム
に関する基礎的研究
文哲民 中国 八'イオシステム 1 中臨の遼j審i型およびE型日光温室の熱環境
特性に関する研究
l トンネル換気方式ウインドウレス鶏舎の環境
調節に関する基礎的研究
塔木まし布 中国 ハ'イオシステム
? ??
?
?
??
氏名:横山戟哉
職名:助手
1. 研究活動
Q 個別報告
木質パノレフOの高収率化，パルプ。の無塩素襟自，および、リクマニンの構造と反応にIUJする研究を行った。
o論文等
国際会議論文(プ口シーディングス)
1. Iku Nakamaya， Tomoya Yokoyama， Tsutomu Ikeda， Hiroshi Ohi， and Keiichi Nakamata 
Residual lignin from hardwood oxygen-bleぉhed kraft pulp as possible precursor of 
2，3，7，8-tetrachlorodibenzofuran 
The 1 ih International Symposium on Wood and Pulping Chemistry， 
Vo1.3， 5-8， Madison， USA (2003) 
2. Takashi Koyasu， Tomoya Yokoyama， Tsutomu Ikeda， Hiroshi Ohi， and Keiichi Nakamata 
Prediction of hardwood alkali pulp yield using carbohydrates analysis 
The lih International Symposium on Wood and Pulping Chemistry， 
Vo1.3， 75-78， Madison， USA (2003) 
口頭発表
1. 大井洋，横山朝哉
パルプ。漂白工場の工程水に含まれるダイオキシン類の起源
第 70白紙ノ勺レフ。研究発表会講演要旨集名，東京)90-93 (2003) 
2. 横山朝哉，大井洋，中俣恵、一
広葉樹材のポリサノレファイド・アントラキノン添加等温蒸解の最適方法
第嶋田リグニン討論会講演集，福井， 138-141(2003) 
2.国際活動
Q国際会議・国際研究集会への参加
期間 用務
研究成果発表
渡航先
米国
経費
奨学寄F付金6.8-6.14 
? 、
?
?
?
氏名:余白章
職名:助手
1. 研究活動
Q 個別報告
省資源型ロータ lJ耕うん爪の開発に関する基礎研究
ロータリ耕うん爪の低コスト化を図るため継続し，耕うん爪の試作をメーカに依頼し市
販爪の l本当たりの平均質量 793.12gを平均質量 243.42g (31 %)の低コストを留り臨場
試験を実施レ実用が可能であるものと推察した。年間約 200万本製造されている爪を 30%
軽減することで 475.800tの資材の節減が図られ資源の損失に大きく貢献できるものと考
察した。更に耕うん爪の交換時間の短縮を図るために，従来からのボルトで庖定方式から，
ロールピン 1本回定する方式に改善し、約 1分 30秒の短縮が得られた。しかし作業中にロ
ールピンの脱落.爪の取付部の摩耗等が見られることから今後更にロールピンの脱落防止
や爪固定部の鋼材の材質及び硬度等の改善について検討している。
口頭発表
1 . W.Abdullakasim' M. KoikeoT. Takigawa' H. Hasegawa' A. Yoda. kasetsart University， 
P.Usaborisut 
Behavioral interpretation of soil stress state under vehicular loading 
第 62回農業機械学会年次大会講演要旨，pp.397・398(2003) 
2.長谷川英夫・小池正之・余白 章・元林浩太
確率論的設計手法に基づいたトラクタ用シャシの最適設計
第 39回農業機械学会関東支部年次報告講演要旨 8-9 (2003) 
3. I. Chaorakam . M. Koike . H. Hasegawa . T. Takigawa . A. Yoda . B. Bahalayodhin 
Identification of the Effects of Physical soil conditions to Seeding Pe:rformance for the 
minimum Tillage (Part 1) -In the Case of Northeastern Thailand-
第 39回農業機械学会関東支部年次報告講演要旨，pp.16・17 (2003) 
2. 教膏活動
o学群
l.5 
標準履修年次
3 
実施学期科呂名
生物生産システム学基礎実験(分担:1/10) 
単位数
2 
?
?
?
?
?
?
生物生産システム学実験(分担:1110) 1.5 3 3 
生物生産システム学実習(分担 3/10) 3 3 1.2.3 
生物生産機械・施設学実験(分担:1110) 2 3.4 2，3 
生物生産機械工学実習(分担:5/10) 1 3.4 l 
生物生産材料学及び実習 2 3.4 3 
生物材料加工学実習 2 3，4 l，2 
生物資源生産科学実習(分担:4/10) 2 2 1.2 
フィールドに学ぶ食と総(分担:3/10) 3 l，2 1，2，3 
その他
農林技術センター
農林技術センター農業機械班の主任教員として下記の任務を遂行した0
1.金属加工・木材加工に関する、学類の教宮及び学生からの依頼による実験装註・試験片等の
製作に関わる対応を行った。
2.八ヶ岳演習林から間伐材を搬入し、間伐材の有効利用について検討を行った。
3.農林技術センター内部における農機具類の点検整備及び修明等を行い作業の業務が円滑に遂
行できるよう対応した。
4.ホイストクレーンの整備点検を業者に依頼し、作業の安全性を図った。
筑波アジア農業セミナ-(TASA王)・その他
平成 15年度TASAE実行委員として運営に当たったO
「 「
?
?
?
